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一一小出 I遺跡・小出II遺跡・小出III遺跡・小出W遺跡一一



序

秋田県には、私達の祖先が営々として築きあげてきた貴重

な文化遺産が数多く残されています。

東北横断自動車道秋田線は百秋田県の高速交通体系の根幹

となるもので百すでに秋田市から横手市までの57.4kmにつ

いては、平成3年度の完成を目指して着々と工事が進められ

ております。秋田県教育委員会では百昭和60年度から路線内

に存在する遺跡の発掘調査を実施し百歴史的に貴重な資料を

得て逐次その成果を公表してまいりました。

本報告書は、昭和62，， 63年度に調査した小出 Z遺跡 e 小出

口遺跡@小出III遺跡@小出N遺跡の調査成果をまとめたもの

であります。

本書が~埋蔵文化財の保護に広く活用され、郷土の歴史や

文化を研究する資料として、多くの方々にご利用いただけれ

ば幸いに存じます。

最後に、本調査の実施及び本書を刊行するにあたり、御援

助、御協力を賜りました日本道路公団仙台建設局、南外村教

育委員会、神間町教育委員会をはじめ五関係各位に対し厚く

御礼申し上げます。

平成 3年 3月5日

秋田県教育委員会

教育長橋本顕信



伊リ

1.本報告書は、東北横断自動車道秋田線建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書の 8冊目の報

告書である。

2. 本報告書は、昭和62• 63年度に調査された南外村所在の小出 I遺跡、小出口遺跡、小出III

遺跡、小出W遺跡の調査の結果を収めたものである。

3.本報告書の執筆分担は、以下のとおりである。

小出 I遺跡第 2章の第 1節 3 • 4 • 5、第 2節 3 • 4、第 6章の第 1節

小出w遺跡第 2章の第 3 • 4 • 5節、第 5章の第 1節- -石)[1恵美子

小出III遺跡第 2章の第 1節・…

上記を除く小出 I遺跡、 小出II遺跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・昏・・・・・・・・・・・・・・・・高橋

上記を除く小出III遺跡、 小出W遺跡・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・膏・ ・・・・・・粟津

郊

忠彦

光男

4. 科学的分析のうち、中世陶器の胎土分析は奈良教育大学教授 三三辻利一氏にお願いし、

『小出遺跡出土中世陶器の産地推定』の玉稿を賜った。

他に、鉱物分析はパリノ@サーヴェイ(株)に、 14C年代測定は学習院大学木越研究室に委託

したものである。

5. 土色の表記は、農林水産省農林水産技術会議監修 財団法人日本色彩研究所色票監修

『新版標準土色帳』に拠った。

6. I日石器の漬物の平面分布図・垂草分布図の作成にあたっては、吉田真「遺物管理プログラ

ムの作成J W秋田県埋蔵文化財センター研究紀要J第 5号 1990(平成 2年)、吉田真，小林

克「遺物出土地点図作成作業へのパーソナノレ e コンピュータ使用J Wよねしろ考古』第 5号

1990(平成 2年)に基づき、 「遺物管理プログラムVerl.OJを使用した。

7. 発掘調査から遺物整理、報告書作成まで、下記の方々からご指導、ご助言を賜った。

記して感謝の意を表する。(敬称略)

安蒜政雄伊藤 又四郎大竹憲昭織笠明子佐藤宏之藤原妃敏須藤隆司舘野孝

長山幹丸
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凡例
( !日石器時代)

1. 石器属性表と挿図中の遺物番号は取り そのまま使用している。

2. グリッド一括遺物の表記にはグリッド名をそのまま使用している。

3. 石器属性表と挿図中の器種の略号は以下に示すとおりである。

小出 I遺跡

P…・・・・・・槍先形尖頭器

G....・・ー・彫器

器石形フイ

器
ナ

掻

K

H

Q

U

 

T...…・一台形様若器

P E S'"ピエス e エスキーユ

R F ......ニ次加工:のある剥片 U F.・…-使用痕のある剥片

K 0 F...ナイフ形石器の目的剥片 T 0 F...台形様石器の自的剥片

A F ......分割剥片 B F ......盤状剥片 P F・・・・・・ポイントブレイク

F一一.....その他の剥片 C‘・・......砕片 A X....・

co・...一石核 P e..….1擦 H..…一..受熱石器

小出W遺跡

K ......…ナイフ形石器

S一一.....削器

F ..……-剥片

器
延
岡
山

C
M
 

「に 器彫G
 

刃

片

石

砕
B

C

 

R F ......二次加工のある剥片

co・・・・・・石核

pε......磯

4. 旧石器の計測部位

ナイフ形石器 台形様石器

a 故}~K(mm ) 

b 主主:k'!Jir¥(mm)

c 1ti J，J'Jf (nrnr ) 
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凡例
(縄文時代以降)

1. 各遺構、遺物に付してし、る略記号は以下のとおりである。

S A............柱亨11 S D…・・・・・・・・・溝状遺構、 階段状遺構 S 1.....…・・・・竪穴住居跡

S K............士坑 S K F ...・・・・・・フラスコ状土坑 S N............焼土遺構

2. 遺構の番号は、時代毒性格を問わず通し番号とした。

3.遺構の挿図中で、 Pは土器、むは石器、 Sは礁である。

4. 各遺跡とも遺物の実測図 e 拓影図?こは各章毎に、種類別にすべて通し番号を付している。

5.縄文時代の石器の計測部位は下図の通りである。また計測値の単位は、長さ.~I冨 e 摩さが

m部、虫さが gである。

a 1泣太長(mm)

b 最大IIJ}山111m)

最大厚(111m)

6. 遺構@遺物挿図中のスクリーン@トーンの使用例は下記のとおりである。

~ J也山 堅選焼仁

Ilmmm:I:H 刊の肘i 石器付右のアスフアルト

lV 
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1 調査に至る!まで

1 調査に至るまで

東北横断自 陸上交通体系の改善な

ることを目的として、岩手県の北上市で東北縦

自動車道から分岐し横手市、大曲市を経て秋田市に室る延長約108kmの高速道路で、ある。

このうち横手市一秋田市間57.4kmについては、昭和46年 6月に基本計画が示され、昭和53

年11月には整備計画とともに第 8次施行命令が下された。これに伴い昭和54年11月には、日本

道路公団{!ll台建設局長から秋田県教育委員会教育長あてに、道路計画路線内に存在する

田

、
、も

ブ F

'cJ '-一

(註 3) 

らに昭和58年にはこれら遺跡の詳細分布調査を行い、最終的に路線内

とを報告してし、る。

これらの調査結果に基づき、日本道路公団と秋田県教育委員会との関で、 37遺跡の保存につ

いて協議されたが、路線変更の不可能なことから、記録保存の措置をとることで合意し、昭和

60年度か されたのである。

手大
(註 5) 

りの遺跡から順次着手され、昭和60年には、河辺郡河辺町七出地区の 8

ム亦守
口
仕 にはイJlI北郡協和町中淀川地区の上ノ山 1.立、 それに J! 

る半f山遺跡の

と、西仙北サービスエリア

されている G さらに昭和62年には半11li遺跡の残りの部分
(設10)

とその北側の寺沢遺跡、仙北郡南外村の大畑潜

沢iIIト出 i.n.IIi遺跡のー部、平鹿郡大森町のド 乞

っている。
(註13)

昭和63年にはノト出 I.II.rn遺跡の残りの部分と小出N遺跡、北田山田ケ沢 1• II遺跡、大
(註H) (註15) (註16) (註17) (註18)

曲市の石神 e 太田 e 下田谷地遺跡、横手市の上猪岡遺跡、平鹿郡平鹿町の竹原遺跡の調査
〔註19)

い、翌64年には大畑潜沢II遺跡の調査が行われてL、る。

註 l 秋田県教育委員会

1981(昭和56年)

許 2 秋田県教育委員会

1982(昭和57年)

註 3 秋田県教育委員会

1984(昭和59年)

秋田県文化財調査報告書第79集

』 秋 田

』 秋田県文化財調査報告書第116集
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はじめに

註 4 37遺跡のうちその後の範囲確認調査で意跡報出が路線内に及んでいないことが判明した遺跡

があり、また、新たに館野遺跡、北田山田ケ沢 1• II遺跡を加え"て、結果的に本調査の対象

となった遺跡は27遺跡で、ある。

註 5 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 1J] r五坂台N.VI・VII.V顎.IX. 

松木台III遺跡」 秋田県文化財調査報告書第150集 1986(昭和61年)

註§ 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書IIJ]r上JUJ 1遺跡a舘野遺跡a

上ノ山口遺跡j 秋田県文化財調査報告書第166集 1988(昭和63年)

註 7 館野遺跡は、上ノ山ト上ノ WII遺跡のある協和インターチェンジ予定部分の範閤確認調査

で、新たに確認された遺跡で、ある。

註 8 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書IIIJ]上野台遺跡@寺沢遺跡。半

仙遺跡」 秋田県文化財調査報告書第180集 1989(平成元年)

註 9 註 8と同

註10 註 8と同

註11 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書NJ]

秋田県文化財調査報告書第189集 1990(平成 2年)

田谷地遺跡J

註12 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書VJ] r手取清水遺跡」

秋田県文化財調査報告書第190集 1990(平成 2年)

註13 長山幹丸氏の指摘によって遺跡を確認したものである。

註14 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘識査報告書官』

秋田県文イヒ慰調査報告書第191集 1990(平成 2年)

註15 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書IXj]

秋田県文化財調査報告書第207集 1991(平成 3年)

註16 註11と同

註17 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書Xj]r上諸問遺跡」

秋田県文化財調査報告書第208集 1991(平成 3年)

註18 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書XIJ]r竹原遺跡」

秋田県文化財調査報告書第209集 1991(平成 3年)

註19 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田鰻発揮調査報告書羽j]大畑潜沢II遺跡公大畑潜

訳III遺i跡づヒ白山田ケ沢 1.~七回山田ケ訳 II遺跡J 秋田県文化針調査報告書 第205集 1991 

(平成 3年)
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2 調査の組織と構成

2 調査の組織と構成

調査主体者秋田県教育委員会

遺跡名・所在地・調査面積・調査期間・調査担当者

3附)I昭和併 l苔地 薫(学芸主事)

10/13~12/19 小山内透(非常勤職員)

沢田康志(非常勤職員)

6，900mつl昭和63年 |高橋忠彦(文化財主任)

5/ 9 ~ 9/30 鎌田 茂(非常勤職員)
小出 III仙北郡南外村字小出455外 3，400m' 

1，100m') 昭和62年 谷地 薫

10/13--12/19 小山内透

沢田康志

2，300mつ 昭和62年 高橋忠彦

5/9 ~ 9/30 鎌田 茂
小出 III 仙北郡南外村字小出460-1外 10 ， 300m' 

6，100m') 昭和62年 柴 一郎(学芸主事)

10/13~12/19 鎌田 戊

村上光明(非常勤職員)

4，2帥 n')I昭和63年 栗樺光男(文化財主事)

5/9 ~ 9/30 高橋正洋(非常勤職員)
小出 NI仙北郡南外村字小出468-1外 2，700m' 昭和63年 粟津光男

5/9'"'--' 9/30 高橋正洋

専門指導員

昭和62年度

工楽善通

桑原滋郎

奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター集落選跡研究室長

宮城県多賀城調査研究所長

小林達雄 国学院大学文学部教授

白石建雄 秋田大学教育学部教授

須藤 隆 東北大学文学部助教授
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昭和63年度

白石建雄秋田大学教育学部教授

充則 明治大学文学部教授

林 謙作 北海道大学文学部助教授

吉岡 康暢国立歴史民俗博物館考古研究部教授

渡辺 誠 名古屋大学文学部教授

総務担当

加藤 進 秋田県埋蔵文化財センター主査

佐田 茂 秋田県埋蔵文化財センター主査

高橋忠太郎秋田県埋蔵文化財センター主事

協力機関

神間町@神岡町教育委員会

南外村 e南外村教育委員会
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1 遺跡の立地

1 遺跡の立地

小出 IφII.III.N遺跡のある南外村は、秋田県の中央部のやや南寄りにあり、村の大部分は

出羽丘陵と、中央を南北に流れる楢関)f1流域の狭小な平地とからなる。遺跡は村の北部、出現

丘陵が、橋岡)[1とその支流である小出)11と黒沢)11によって形成された段丘面上に立地しており、

檎同)[ 1と雄物川との合流点かちは南へ約 3kmに位置している。

南外村の大部分を占める出羽丘陵は、新潟県を含む東北地方日本海沿岸地帯の帯状の山地で

あり、新第三紀後半から第四紀にかけて進行した出羽変動が形成した摺曲山脈である。雄物川

はこの出羽丘陵を掘り下げ続け、大曲市の北部で玉)[ 1と合流して、大きく西に蛇行する地域で

は、出羽丘陵は切り立った断崖をなしている。こうした雄物川に面した側とは対照的に、南外

村側の橋間)f1右岸に面した出羽丘陵は、標高250"-'300mの土大森山や権現山を最頂部として、

西北に向かって緩やかに高さを減じて、

その沖積面との接点には、橘岡)11やそ

の支流である大小の沢によって形成さ

れた段丘箇がある。遺跡のある段丘面

も、東側は黒沢川、商側は小出)11によっ

て浸食されたもので、北に向かつて高

さを減じており、三段の地形面が認め

られる。高位段丘面(大畑面)には標高

60"-'70mで、小出 1• II遺跡が、中位段

丘面(上野面)には標高40"-'50血で小出

III遺跡が、低位段丘面(長根田)には標

高羽田前後で、小出rv遺跡が立地してい

る。

第 1函 遺跡イ立置密
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遺跡の立地と環境

1.小出 I遺跡 2.小出II遺跡 3.小出III遺跡 4.小出W遺跡

5.大畑j替沢II遺跡 6.大慢潜沢III遺跡 7.北思山田ヶ沢 Z遺跡 8.北田山田ヶ沢11遺跡

第 2図遺跡周辺の地形図

黒沢)11____ 一一一一一一

一一一一 椙問)11

1 JJ、出 I遺跡 2.小出II:i宣跡 3.小出血遺跡 4. fト，LHN遺跡

5.大畑j替YRII j立E亦 6.大'J自治二沢IIIi量一長キ 7.~七回山田ヶ?尺 1 j立問 8.:1ヒ田L1J田ヶ?RIIj立E年

3ffifl 遺跡縦断癌密
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2 遺跡周辺の地形・地質

2 遺跡周辺の地形@地質

秋田県は東北地方グリンタフ地帯の一角を占め、新第三紀以降の地層が先新第三系を不整合

に覆って広く分布してし、る。この新第三紀の地購(新第三系)は伝統的に上下にニ分される。下

部は 1--下部グリンタフJとよばれ、主として火山噴出物から構成されてし、る。一方 t部は「含

とよばれ、泥岩。砂岩などの堆積岩からなる。

含油新第三系を構成する地層は下位から11買に女J11層、船JlI層、ヲミ徳寺層、笹岡震に区分され

ている。これら含油新第三系を構成する堆積物は上位のものほど粗粒になる{頃向がある。すな

わち最下位の女)11}曹は層理が発達した硬質で均費な買岩からなるが、天徳寺層のシルト岩を経

て、最上位の笹関膚では主として砂岩から構成されている。このことは含油新第三系を堆積し

た海が時間とともに浅海化していったことの皮映であると解釈されている。

南外村を含む大曲市を中心とする地域には、下位から新第三紀中新世の横根i峠層、畑村層、

須郷田層、大森麗、女)11層および船)11層、鮮新の天徳寺層、第四紀洪積世の段丘堆積物、沖積

世の沖積低地堆積物および現世の麗すし、からなっている。

小出遺跡の立地する丘陵部分の基盤層は、船川層である。小出 1• II遺跡のある高位段丘面

は上部船川層で、黒色の凝灰質泥岩からなり、露頭表面に黄色粉末(Jarosite)が付着する特徴

がある。拳~人頭大の石灰質団塊をよく含んでいて、下位の下部船)11層とは漸移整合である。

また干小出 I遺跡の最高部には、一部、磯@砂@泥からなる段丘堆積物が存在し、また遺跡の斜

面では、下位女川膚に由来する石器の素材となる硬質頁岩が露頭している。

小出III.N遺跡は下部船)!I層で、下位の女)11膚の硬軟互層を示す泥岩の軟部の要素を備えた

岩相であり、暗灰色を皇し、全般に塊状を皇することが多し、。上部船)11層同様に拳~人顕大の

お灰質団塊を含み、下位の女)11 J曹とは整合している。

表土は、黒色多腐植土で、その下に厚さ1mの均質粗末な砂質土があって、その下に頁岩質

角礁が中礁と混在して発達している。
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3 歴史的環境

3 歴史的環境

南外村は、横手盆地の西南に位置し、東事西@南の三方を出羽丘陵に閉まれ、北を雄物川に

画された、面積99.35安の農山村である。そのほぼ中央部を、保呂羽山に水源を発する橋間}11 

が北流し、村を二分している。この橋間川流域に形成された河岸段丘と山麓などには、往古か

ら一人々の生活の場として営まれた遺跡が立地し、現在に至っても、同様に人々の暮らしの場と

なっている。したがって、各時代の遺跡が重なり合った、複合遺跡が見られるが、それはち

今にわたって人々の暮らしの場として、立地条件の整った良好な環境であることを証明してい

る。以下には、橋岡川流域に分布する遺跡について概観する。

当流域では、昭和62・63年の東北横断自動車道秋田線に係る遺跡の発掘調査が実施されるま

で、は、縄文時代と中世の遺跡が確認されていたにとどまり、!日石器時代、弥生時代、古代の遺

跡は確認されていなかった。しかし、上述の発掘調査において、未確認であった王時代の遺跡

が発見されたことにより、現在では、旧石器時代から中世までの遺跡を確認している。

旧石器時代の遺跡は、小出 I遺跡(F)、小出W遺跡(C)の2遺跡がある。小出 I遺跡では、

ナイフ形若器、台形石器、局部磨製石斧、尖頭器などの石器と剥片など数千点に及ぶ遺物が検

出されている。小出N遺跡では、ナイフ形石器、スクレイパーなどの石器が検出されている。

両遺跡には時期差があり、小出 I遺跡の方が古い様である。この他、楢両川下流の右岸の南外

村で『再会の森』と呼んでいる場所でも、!日石器時代のエンドスクレイパーが表採されており、

楢岡川両岸の段丘上や出羽丘陵の山麓などには、まだ未発見の旧石器時代の遺跡が存在してい

るものと予想される。

縄文時代の遺跡は、早期~晩期の遺跡が存在しているが、その多くは中期や晩期に属する。

中期の遺跡としては、山王台遺跡(1 )、昭和62年に調査され、狩猟場として利用されていたこ

とが判明した大畑潜沢III遺跡(G)、それと今回調査された小出 I遺跡、小出II遺跡(E)、小出

III遺跡(D)、小出W遺跡などがある。晩期の遺跡としては、大畑深山遺跡(2 )、中野遺跡(9 )、

巣ノ沢遺跡(10)などがある。また、数の少ない後期の遺跡は、大畑遺跡(3 )、悪戸野遺跡(6 ) 

と、大畑潜沢III遺跡と同様な性格を持つ石神遺跡(1一大曲市)がある。

弥生時代の遺跡としては、小出 I遺跡と小出W遺の 2遺跡がある。うち小出W遺跡からは、

竪穴住居跡が 1軒検出されている。

古代の遺跡としては、小出 I遺跡、小出III遺跡の 2遺跡がある。 小出 I遺跡では、土師器杯 e

護や須恵器杯@壷の骨蔵器を埋納した墓が 5基検出され、小出III遺跡では、竪穴住居跡が 1軒

検出されている O 両遺跡で、検出された遺構の時期は、出土した土師器、須恵器などの遺物から、

平安時代中期(10世紀初頭)頃に位置付けられるものと思われる。

-15 -



遺跡の立地と環境

中世の遺跡としては、 と域館などの遺跡がある。窯跡には、小出 I遺跡の南方に位置す

る大畑窯跡(12)がある。向窯跡は珠洲!系陶器を生産した遺跡で、その操業年代は、出土遺物の

珠洲系陶器から13世紀(鎌倉時代)頃とされている。この他、大畑窯跡出土の陶器と技法が類似

する陶片が採集され、同じ珠洲系陶器を生産した窯跡とされる桧山腰窯跡(13)と聾コ沢窯跡(14)

がある。また、中世陶器が検出され、中世において利用されていた場所と思われる遺跡として、

小出W遺跡の北方に位置する北田山田ケ沢 I遺跡(Bト北田山田ケ沢II遺跡(A)と今回調査さ

れた小出 I遺跡 e 小出rn遺跡等がある。城館遺跡には、小出W遺跡の北方に位置し、橋岡JII左

岸の丘陵に立地する檎岡域(15)をはじめ、同流域には17筒所にその跡(16----31)が見られる。楢
(註 1) 

陪城は、角館を本拠地とした戸沢氏と姻戚関係にあって、その重臣であった小笠原氏(楢岡氏)

の居城であったことが知られている。しかし、他の城館についての詳細は判然、としない。が、

橋同氏の時世は戦乱の世であり、これらの館が橋両氏の軍事上の面からの要請で築城されたも

のと推察すれば、その多くは橋間域を本城とした支城あるいは砦であったと考えられる。

※(  )内の番号は、第 7図の表示番号に対応する。

註 1 佐原太郎時連の城であったが、室町時代中頃の長禄2(1458)年に、平鹿郡増田城主の小笠原

信濃次郎光冬(尾張守長景)がこれを滅ぼし、翌年移住し橋両氏と称したことによる。
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2 秋田県 『秋田県史』 考古編 1977(昭和52年)

3 秋田県教育委員会 『秋田県の中世城館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和56年)

4 甫外村教育委員会 『仙北郡南外村大畑窯跡発掘調査報告書~ 1981(昭和56年)

S 南外村教育委員会 『南外村誌』 資料篇第六集 1982(昭和57年)

6 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第93集 1982(昭和57

年)

7 秋田県教育委員会 f秋同県遺跡地図(県南版)jJ 1987(悩和62年)

8 長山幹丸 『南外村の城と舘』 南外村郷土史資料 1987(昭和62年)

9 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第179集 1989(平成

元年)

※参考文献の番号は、第 1表の文献番号に対応する。
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遺跡の立地と環境

遺跡番号 遺跡名 所 在 1也 時 代 文献番号

A 北田山田ケ立 仙北郡南外村字北田山田ケ沢 縄文(後@晩) 9 

B 二花田山田ケ Z {Llr~t郡南外村宇北田山田ケ沢 縄文(f麦)容中世 ヲ

C 出 N {山北郡南外村字小出 !日石器中世 9 

D 出 III 仙北郡南外村字小出 縄文'平安 6 

E 出 II 仙北郡南外村字小出 縄文網中世 6 

F 出 {11dt郡南外村字小出 18石器 a縄文，弥生 5 

G 大畑潜沢 II 仙北郡南外村字大畑潜沢 縄文 5 

H 大畑潜沢 III 仙北郡南外村字大畑潜沢 縄文(中) 6 
石崎 ネ申 大尚市内小友字石神 縄文 e 中世 6 

1 山 壬 ぷに:!、 4L[J北郡南外村字山王台 縄文(中) 5.7 

大畑深山 1111北部南外村字大畑深山 縄文(晩) 6 

3 大 次国 flJJ北郡南外村字大畑深rJr 縄文 5・7

4 赤平後野 仙北郡南外村字赤平後野 縄文 5.7 

5 新 屋 布 イ山北郡南外村字新屋布 縄文 7 

6 悪 円 野 イ山北郡南外村字悪戸野 縄文 5.ア

ア 大 向 仙北郡南外村字大向 縄文 7 

8 林 ノ 沢 '1山北郡南外村子林ノ沢 縄文 ;)"i 

9 中 野 仙北郡南外村字中野 縄文(晩) 7 

10 巣 ノ 沢 仙北郡南外村字巣ノ沢 縄文(晩) 7 

11 大 車 森 仙北郡南外村字大黒森 縄文 7 

12 大畑窯跡 仙北郡南外村字大畑深LU 中世 4.5.7 

13 桧山腰窯跡 イ山北郡南外村字大畑 中世 7 

14 護コ沢窯跡 仙北郡南外村字大杉赤平沢 中世 7 

15 楢 同 域 仙北部南外村宇古館ー向宇揚土 中世 3'5.7.8 

16 猿金沢館 仙北郡南外村字猿倉沢 中1芳 7-8 

17 平 形 自宮 仙北郡南外村字植j尺 中世 7.8 

18 木直沢舘 仙北郡南外村字下植 中 7.8 

19 壇ノ平長官 イ山北郡南外村字壇ノ平山 中世 7-8 

20 大 止問 長官 仙北郡南外村字大畑i替沢 中世 ア.8

21 平 家 長官 イIJJ北郡南外村字赤平平家 中世 3.5.7.8 

22 太郎坊館 仙北郡南外村字新屋布 中世 7 

23 六郎沢館 仙北郡南外村字赤平六郎沢 中世 3-5-7.8 

24 大 向 自立 仙北郡南外村字大向 中i:lt 7・8

25 大 巻 長官 仙北郡南外村字金屋 中世 3.5.7.8 

26 天神森館 仙北部南外村字右仏 中世 3.5.7'8 

27 薬師堂館 イ111北郡南外村字薬師堂 中世 3-5・7.8

28 大小手躍 仙北部南外村字大小手 3.5.7.8 

rL〉df乙) 松本田館 fihjヒ郡南外村字下湯ノ又 f七l件l工十ニ 3.5.7.8 

30 湯 フじ 良吉 仙北郡南外村字岩倉 e 同字ト ~Ij 中世 3.5"7.8 

31 滝 自富 仙北郡南外村字下滝 中世 7・8

※本表の遺跡番号は、第 1図の表7Jτ番号に対応

期辺遺跡一覧表
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第 1章遺跡の概要

第 l章遺跡、の概要

1節遺跡の立地

遺跡は、橋岡川の右岸に形成された標高30，...___70mで、北に行くにつれて高さを減じる段丘上

に立地している。この段丘は橋間川の支流である小出)，Iと黒沢川とによって開析された、長さ

(南東 北西)約 1km、幅500mの舌状台地となっている。遺跡はこの台地上にある 4遺跡の中

で最も南側の西縁部に位置し、西側には急巌を経て狭小な沖積地が広がっている。

遺跡の南北には、東から商に向かつて流れる小沢が入り、この南側の沢に画されて南北に 2

つの平垣部が存在している。南側の平垣部はおよそ3，100m2で、これは標高70m前後で、昭和62

年度の調査の対象範囲となっている。一方の北側の平坦部は小出II遺跡と境を接していて、台

地が最も西側に張り出す部分に当たる。平坦部の標高は67m前後で、北側では沢が緩く入り込

んでおり、東西に長く南北がくびれた平面形を呈している。

第 2節調査の方法と経過

1. 調査の方法

調査方法は、グリッド法を採用した。東北横断自動車道秋田線路線内には、中心杭が打設さ

れており、遺構内の中心杭ST A291十40を選定し、これをグリッド原点MA50とした。さら

にこのMA50を起点として、磁北に沿った南北基線と、これに直交する東西基線を設け、 4m

x 4 mのグリッドを設定している。この他レベル原点杭も数箇所に同時に打設している。

グリッド杭には、東西方向に東から由Ivこ向かつてLA→ LT→MA→MTとアノレファベット

の組み合わせを、南北方向は、南から北に向かつて連続する 2桁の数字を用い、この両者の組

み合わせによる記号(LA50など)を記入し、グリッドの呼称には、その東南に当たる杭の記号

を与えている。なお、昭和62年度調査の遺跡南側3，100m2については、このグリッドラインに

沿ったトレンチを設定して調査を行っている。

昭和63年度の調査は、 62年度調査の結果から遺物包含層、遺構確認面までは浅いものと考え、

人力による表土除去から開始している。

出土遺物は、遺構外のものについては、出土グリッド e出土層位@出土年月日を記入したラベ

ノレとともに取り上げ、遺構内出土の遺物についても、出土遺構名・出土j脅位・出土年月日を記入

したラベノレとともに取り上げてし、る。また遺物に関してはその出土状況によって、その都度写
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小出 I遺跡

第 1函調査範間関
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第 1章遺跡の概要

真撮影ゃ図面作成を行っている。

遺構については、その検出を可能な限り掘り込み商において確認するよう努めたが、後世の

讃乱ゃ木根による破壊が著しく、地山面で確認された遺構が多い。

遺構の調査については、主に四分法を用いている。住蔚跡など面積規模の大きな遺構は、プ

ラン確認後、東西及び南北の二方向または長軸及び短軸のニ方向に直行する覆土堆積状況観察

用のベルトを残して調査を進めている。また、規模の小さな土坑などの遺構に関しては、

に沿って半載し、調査を行っている。

調査の記録は、図面と写真に拠った。図面は、平面・土層断面図など基本的には1/20で作図

することとしたが、特に平安時代の火葬墓については1/10の図面を作成している。さらに遺物

の出土状況・重複関係などから数次にわたる図面作成も行った。

旧石器の調査については、 A.B・C.Dの4地区に分けて取り上げていたが整理の過程にお

いて、 D区をC区の中に包括し、 AB区と C区にまとめている。 IB石器取り上げに際しては、

各地区毎に、検出順に通し番号を付し、出土年月日@出土グリッド・グリッド内における位置@

レベノレ・器種などを記入して、これを基本台帳としてコンピューターにデーターを打ち込み、

処理している。

写真撮影は、基本的には35mmモノクロフィルムとリバーサルフィルムを使用し、場合によっ

てはネガカラーフィルムをも使用している。

また、遺構・遺物の年代把握のため、 14Cによる年代測定や、須恵器や中世陶器の蛍光X線

による胎土分析も行ってし、る。

2. 調査の経過

調査は即述のとおり、昭和62年と63年の二箇年にわたって行われている。従って調査の経過

の記述は、年度毎に行う。

昭和62年度

10月12日 地形・現況の把握のため、遺跡および周辺の調査を行し¥， 62年度調査対象地域のト

レンチの設定箇所を決定する。

10月22日 3本のトレンチ(No.1~No.3) の謂査では、表土の下は、漸位層と地山で遺物が出

士しなかった0

10月23日 3本のトレンチの調査結果から、本地域に遺構。遺物は存在しないと判断した。

11月17B 63年度調査範囲内に 3本のトレンチを設定し、このうち遺跡内中央部より土器e石

器が出土する。

11月21日 2本のトレンチをさらに設定する。新た したトレンチからは縄文時代晩期の

25 -



小出 I遺跡

土器片、またブレイクが多量に出土している。

11月27日 新たに 2本のトレンチを設定し、上記遺物の他にも縄文時代中期の土器片も出土し

ている。

12月 2日 新たなトレンチからも土器 e石器が出土し、また珠洲焼と考えられる大翠の破片が

出二上する。

12月10日 中央部やや北側のローム面でナイフ形石器を検出(B区)する。

12月19日 調査終了。本年度調査分の3，100m2は、遺構@遺物とも無かったが、 63年度調査の6，900

併については、出石器時代~中世までの複合遺跡であることが判明している。

昭和63年度

5 丹 9 日~ 5月25日 この間に、昨年度トレンチ調査での排土と、伐採後の枯枝の処理、さ

らにプレハブの設営、ベルトコンベアーの搬入、発掘器材の搬入を行う。また5月14日には

委託事業であるグリッド杭の打設を開始する。

5丹26日 諜査を、調査範囲内の南側より開始する。 II層上面で焼土の広がりや、また、下面

では中期と考えられる縄文土器片が出土している。

5月31日 L J 47グリッドII層上面SN02(焼土遺構)、 LS50グリッド地山面で円形の落ち込

み(SK03)を確認している。

6月6日 MA48グリッドII層中で焼土遺構(SN13)を確認、他に各グリッドより土器奇石器

が散発的に出土する。また昨年ナイフ形石器を出土した地点(LR50グリッド)を中心にj自石

器の調査を行い、ブレイク10数点を検出する。

6月7R MB50グリッドでSK04を検出、半載したところ袋状の土坑と判明し、またこの壁

(ローム面)から 2点のフレイクを検出しており、!日石器ブロックの広がる可能性がある。 M

B49グリッドの焼土の隣に径20cmほどのピット状の落ち込みがあり、それを掘ったところ、

土師器杯が合わせ口状に埋設された遺構を確認(SR05)する。また、 MB51では底部穿孔と

考えられる、倒立した土師器饗を検出する (SR06)。

6月10日 S R05・SR06の精査。 SR05の杯の中には炭とともに骨粉が確認される。また S

R06では土師器奮の隣にさらに小型の土師器警がこれも倒立して検出され、土坑内に大小の

警がセットで骨蔵器として利用されていることが判明する。

6月11日 S R06精査時に、土師器杯の口縁部破片 1個体分が出土し、穿孔された土師器護の

蓋として使用された可能性があると判断する。 MC50III層上面でブレイク eチップがまとまっ

て出土し、!日石器ブロックの存在を確認する。

8月13日 MC48グリッドで、 SR05と同様の土師器杯を合せ口にしたと考えられる遺構(S

R09)を検出したが、木根が入り込んでいて、原型が壊されている。 LS47グリッドでは、

- 26 



第 1章遺跡の概要

須恵器の査が倒立して出土し(SR 10)、これまで出土した SR05.06.09などと同様な性格の

遺構として考えられる。 LQ50グリッドロ層下面から大型のブレイクが出土しはじめ、ここ

に新たなi白石器のブロックが存在することを確認。このブロックをA、昨年度ナイフ形石器

の出士ーした地点をB、ブレイク@チップの出土する地点をC.D区と呼称することとした。

6丹22日 L049グリッドで、炭化物の混入する黒色土の落ち込みを確認、半裁の結果、深さ

1.5m以上のフラスコ状土坑であることが判明する (SKF19)。

6月25日 専門指導員の自石建雄氏来跡、小出遺跡全体の地形と地質について指導を受ける 0

6月2713 MB55で竪穴住居跡(S123)を検出、 MF53でナイフ形石器出土。

6月30日 S 123は複式炉を有する竪穴住居と判明したが、北側斜面のため床面 e壁とも1i2程

度崩壊している。さらに S123に隣接して、 MC55グリッドでは袋状土坑(SK F25)を検出。

またMC52グリッドを中心に検出された溝状の遺構は、径 8mほどの環状にめぐることを確

認する。

7月 1日 すでに確認された遺構と未調査区部分の粗掘りと精査を中心に行い、 8月以降には

!日石器の 4地区の調査を中心に行うための計画を立てる。

7月 5日 L054グリッドで、底面まで赤褐色に焼けた土坑(SK27)を検出している。 SD14 

の溝からは、須恵器系陶器の破片が出土し、 SD14が中世墳墓の可能性があるらしい。

7月 8日 専門指導員の戸沢充則氏来跡。旧石器について指導を受ける。

7月20日 S D14の完掘写真撮影。 S123の炉の掘り下げでは、炉の埋設土器が二重にめぐる

こと、また炉は袋状土坑(SK30)を埋めて造られてし、ることが判るの

7月26日 MA44グリッドで、木根によってほとんど破壊されてし、るが、須恵器の査が正立し

た状況で、また、付近から須恵器材;がほぼー{間体分出土している (SR33)。掘り下げを行っ

ていたB区の|日石器の取り上げを開始する。

8月 1日 すでにB区の取り上げ(全35点)を終了。 A.C.D区の調査に入る。 8月中にA区で

は、 400点の取り上げを行う口 C.D区でも各々186点と200点を取り上げる。また 8月中には

A区に南北の土層観察用トレンチを設定する。

8月5日 専門指導員の吉岡康i楊氏来跡、出土している中世陶器が地元産であるとの指摘を受

ける。

8月23日 専門指導員の渡辺誠氏が来跡、 SK19グリッド出土の炭化種子の同定をお願いする。

8月24日 MB51グリッド!日層上面より尖頭器が出土する。

8月初日 専門指導員の林謙作氏が来跡、尖頭器について種々指導を受ける 0

8月30臼 旧石器各地区の出土状況の全体写真を撮影する。

9月 1日 !日石器の取り上げと併平行して、南側斜面の精査に入る。この 9月中に!日石器はA
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小出 I遺跡

区で2，022点、 C区で288点、 D区で1，414点を取り上げる。さらに9月26日以降、各層重鉱物

組成と 14C年代測定用の試料採集のために深撮りを行う。

9月28日

9月29日 プレハブの撤収に入る。

9月初日 プレハブの撤収、ベルトコンベアーの撤収、発掘器材の撤去を終了し、全調査を終

える。なお、 10月5日には小出遺跡全体の航空写真撮影を行っている。

第 3節遺跡の層序

遺跡の範囲は、平坦部と斜面からなるため、表層の堆積土の厚さは一様ではない。某韓躍で

ある上部船川層は黒色の凝灰質泥岩からなり、遺跡では、その上層との層理面は相当不整であ

る。この上には層厚1. 5~ 2 mの段丘堆積物からなる謄があり、その上に表土がある。また遺

跡の南側斜面には、女川層由来の硬質頁岩が露頭しており、これが、石器の素材として利用さ

れている。遺跡の基本層序として園示したのは、 LR51グリッドのものである。

表土層(1層)は、 a• b • cの3層に分層される。 1a 層は、暗褐色土(7.5Y R3/3)で、間際

の多い土層である。 1b層は黒補色土(7.5Y良3/2)は、 1a層に比べてしまりのある土で、

跡中央の平垣部から東西に分布するもので、焼土遺構の大半、平安時代の蔵骨器などの確認前

であり、下位から次の 1c層の上位にかけては縄

文時代晩期後半~弥生時代の土器が出土してし、る。

Ic層は、暗褐色土(7.5YR3/3)で、 1ao b層に

比べて粘性が強く、炭化物も含まれる。 II層は渇

色(7.5Y R4/4)土層で、 I層に比べてしまりがあ

る。縄文時代中期以前の遺物を包含し、縄文時代

の遺構では、この層の下位で検出できるものがあ

る。 III層は、明掲色系の砂質土で段丘堆積土であ

る。色調は下位に行くほど明るくなり、逆に粘性

は上位ほど強L、。 1日石器は、 III層の上位から中位

にかけて出土する。 N震は、安山岩や砂岩系の件

~人頭大の円磯層で、頁岩!震の亜角擦が混在して

いる。

- 28 
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第 2章 !日石器時代

第 2章旧石器時代

小出 I遺跡の!日石器の出土地毘は、ナイフ形石器と台形様石器を主体とする AB区と槍先形

尖頭器を保有する C区に大別される。以下、 AB区と C区に分けて、記述する o 0 

第 1節 AB区

1. 遺物の出土層伎と平面分布

(1 ) 遺物の出土層位

AB区の旧石器の出土層{立は、基本層位のIII層

であるが、旧石器そのものはII層の除去中からす

でに何点か出土している。[日石器を出土する III層

は、粘性としまりがある IIIa層明補色土(7.5YR

5/6)、IIIa層よりも粘性の強いIIIb層明掲邑土

(7.5YR5/旬、シルト質のIIIc層明寅掲色土(7.5

YR)~黄擾色土(lOY R 7，/8)に分層できる。 こ

れら 3層は従来のB区では安定しているが、 A区

では南から北に緩く傾斜しており、特にIIIa層は

A区の中程から北には存在していない。またIIIb

とIIIc層の層理面は不安定である。旧石器はこ

れら 3層のうちIIIb層からIIIc層上面にかけて、

最も多く出土している。しかしながら出土状況が

緩斜面に帯状になっていることから、遺物に二次

的な動きのあったことは否定できない。

(2) 遺物の平面分布

IIIa 

IIlc 

W 

AB区は調査区の中央北側にある。従来のB区
第~4 図 L R51グリッド土j翠図

はLR50 • 51、LS51グリッドに、 A区は南北てら2ラインから56ラインまで、 LOライ

ンから LEラインにかこまれたグリッド、数にして12グリッドにわたっている口

AB区の!日石器総数は2，089点で、これらはLP53グリッドから LQ55グリッドにかけて集

中し、特にLP • L Q54グリッドに密集している。

これらを視覚的なまとまりとして捉えると、 A区は 9ブロック、 B 1ブロックが認めら
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小出 I遺跡

れ、それぞれをA1-_，A9プロッ夕、 Bブロックとして呼称する口隣接するプロックの境界は、

個体zjlj資料の分布をもとに決定したり

これらぬブロックは北から南へA1~A5~A9 と並び、最も南側の平坦部にB ブロックが

位置している。

A1プ口ック:3.7mの円形の範囲で、中央部から西側にかけて多く分布し、東側では散慢

である。

A2ブロック:1.7mの円形の範囲でほぼ全体に分布する。

A3ブロック:1.5mの円形の範囲で、東側で南北に厚く分布する。

A4ブロック:3.8m x2.5mの南北に細長い楕円形の範囲で、構円の長軸に沿ってほぼ全域

に分布する o

A5ブロック:2.5m x 1.5mの範囲で、西側に濃く分布する。

A6ブロック:2.5m X1.2mの南北に長い楕円形の範囲で、長軸に沿って帯状に分布するo

A7ブロック:2.5m x 1.2mの南北に長い楕円形の範囲で、北側に集中する。

A8ブロック:3.5mX2.0mの南北に長い楕円形の範囲で、長軸に沿って集中する o

A9ブロック:4.0m X2.5mの南北に長い楕円形の範囲で、全体に分布する O

B ブロック:4.0mの円形の範囲で、全体に薄く分布する。

ブロックは帯状に分布するが、中央部に遺物の密集するブロックがあり、両端部のブロック

は、遺物が散漫となる。

ブロックの規模も一様ではなく、 A4ブロックが、 522点と数量的には一番多く、 toolの保

有数も多い。

熱を受けた石器は、全体の12%で特別なまとまりを持たず各ブロックに存在する。

2. 出土遺物

(1) 台形様石器(第 7，...__，13図、国版 4，...__， 6 ) 

63点出土している。中には台形様石器の形態を逸脱しているものもあるが、細部加工と刃部

の保持のあり方に共通点が認められることから、これらすべてを台形様石器として捉えている。

これらは細部加工の施される部位によって、以下のように分類される。

1類:(258 . 1743・230) 素材となる剥片の打面とそれに相対する端部及び刃部に相対する

側縁に急斜度加工を施したものであるの 258と1743はわずかに打面を残し、 230は打面を折断し

た後、急、斜度加工を施している。

2類:(1329 964. 1026 • 135ト 648. 1644) 

に急斜度加工を施したものである。

30 -
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第 2章 !日石器時代

3穎:素材となる奈IJ片の打面を折断し、打面に相対する端部に急斜度加工を施したものであ

るり刃部に相対する{JlJJ縁に対する細部加工の有無ーによってさらに 2縮分される。

3 a類:(403 • 957 • 160 • 606 • 1303 • 1596 • L P 54) 刃部に相対する側縁に細部加工の無

いものである。

3 b類:(1189 • 1707) 刃部に相対する側縁を折断しているものである。

4類:素材となる長IJ片の打面をそのまま残し、打面に対する端部に急斜度加工を施したもの

である。…刃部に相対する側縁に対する細部加工の有無によってさらに 2細分される。

4 a類:(1071・1595• 1892・1225• 1233 • 1397 • 2014 • 106・1002• 1101 • 1969・157• 963 • 

767・1426・64;3・094• 824・LR51・1859• 1431 • 1609 • 1342 • 945 • 575 • 1082 • 760 • 960 • 

MB53. 147b • 250 • 1759) 刃部に相対する傑縁に細部加工の無いものである。

4 b類:(945 • 771 • 1509 • 1442 • 1572 • 1612) 刃部に相対する側縁を折断しているもので

ある。

5類:(839 • 228 • 970・404• 1706 • 476・409) 素材となる剥片の形状が不定形であること

から、石器の形状及び細部加工の部{立が一定しないものを一括している。

本遺跡の台形様石器の中では 4a類が数量的に安定しており、過半数を占めている。各類に

共通している細部加工技能は、折断加工と急、斜度加工であり、平塩加工は見られない。素材と

なる知片は、寸づまりの縦長剥片で、そのまま末端に急斜度加工をほどこすものと、折断後に

急斜度加工を施すものがある。急斜度加工は、腹面側からを基本とするが、腹面・背面の両方

向から施されているものもある。細部加工技術とその施される部位についてはいくつかの差異

が認められるが、製作される台形様石器は、幅と厚さにおいてまとまりがあり、長さについて

はばらつきのあるのが特徴である。(第 5• 6図)

② ナイフ形石器(第14・15図)

6点出土している。 B001は大形の縦長剥片を素材とし、基部のニ側縁に急斜度加工を施し

て、基部を作出している。 446• 1942・1540・021は、同じく基部の二側縁に細部加工を施して

いるが、基部の作り出しは明瞭ではない。 1175は寸づまりの縦長剥片の両側縁に急斜度加工を

施している。いずれも打面を残している。先端形は素材形状を反映して、多様である。

③ 彫器(第15図)

1点出土している。細身の縦長剥片を素材として、剥片末端部に背面から細部加工をほどこ

した後、左肩に 2条の彫刻商を設けている。

④ 二次加工のある剥片(第15• 16図)

剥片の一側縁に急斜度加工を施した225と長IJ片末端部に加工を施した1616、長iJ片のー側縁と

末端部に加工を施した1411がある。
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小出 I遺跡

⑤ 箆用痕のある剥片(第16図)

3点出土している。¥，イサ1も大型の縦長剥J片で、{則縁及び末端部に使用痕が認められる。

@ 掻器(第17• 18悶)

5点出土している。厚手の剥片を素材とし、剥片の一端に刃部を作出している。 222の細部

加工は徴細であるが、 310• 1893の刃部は鋸歯状を呈している。 L054. L P54は、盤状剥片

の一端に細部加工を施した重厚なものである。

⑦ 局部磨製石斧(第18図)

器体中央部で折損した後、折損面及び左側縁から、新たに剥離を加え整形してし、る。そのた

め左右が非対称である O 剥離痕以外は全面研磨されてし品。右側縁には、わずかに稜線を有し、

右側縁下半から刃部にかけては潰れが著しい。

③ 剥片

ここでは剥片を、ナイフ形

石器の目的剥片(KOF)、台

形様石器の目的剥片(TOF)、

分割された剥片(AF)、盤状

斜片 (BF)、その他の剥片

(F)の5つに分類した。ナイ

フ形石器・台形様石器の自的

剥片は、それぞれの石器を計

測し、長幅分布・幅j享分布を

求めた上で、その領域に該当

するものを選択した。分割さ

れた剥片とは、原石を大きく

分割して生じたものであり、

節理面で割れたブロック状の

ものもこれに含んでいる。こ

の分割剥片の中で、盤状を呈

し、石核や撞器の素材となり

得るものを盤状剥片(BF)と

して分離した。その他、剥片

剥離作業の中で生じる様々な

調整長iJ片は、その他の剥片として一括した。

5 

E覇

4 

ロ

園

i _ 号号-争噌5fF唱]岩]官昔申串♂ιιq弓J;J正J
2下1ド品 2F舎』瓦見
i 日ロqf は」

闘
E富

信

唱邑

7 9 
ロfi11づ|よ{I-r.iト
翻ナイフ!L;イi出長 支」

第5図 台形様石器@ナイフ形お器長値比

厚 l

l寸

そ~ ! 、.

lロ

Oー与一

、'" 1 

E霊
隠

口 豊富

口。 目dHfロロ ロ

ロj国事:Fロロロ
口

4 

11I日 ロfi11:'出イ 1・時

鼠ナイつ11':;イIr.i;:

5国 台形様右器 e ナイフ形石器幅簿上ヒ

32 -



第 2章 !日石器時代

傘 益 金 嬰建空ち

i@刊日

?昭 ~D 移。
じ二二斗 964 

~ 

---ー一可 /語 持--1- ;~士

( ~I 札\ ¥ ~:~い\. :i 

IJ ~ 1026 

モ三三三三》

。む三担増心LJ

作三事れ1]

7盟台形操石器 (1)

- 33-



小出 I遺跡

C~~ mJ] ~~~ 

ゆ 91E3j£:y

第 S国台形様石器

- 34-



第 2章 !日石器時代

~~~@ ~~9 

。個。町 ?恒盈 ~W
ぷ二二a 13~7 

ぞ三D

4三三〉 ぷ三ミヲ

選E二ヨ

第 2密台形様石器(:3)

35 -



&-三ヨ 戸ミさヨ

~Q~ ØJ}~時針喧戸
語ミ二当 世;;;::::::::: -

第10筒台形操石器

- 36-



第 2章 !日石器時代

。逗設すで~ ~~~にJ
《二ニ2 込 UI:! E弓 交も

~宴!!lSJ
できミシ

》時~@((]動 8官主@W
ピ丘二#亙ζ与野 14，4:2 ~豆長 I572 

b E自ftm
G三三こゴ Iβ 

第11図台形様石器(5)

37 



dZ市 民 l凶 兵三三つ

巴 d

d 重二ミ
22討

第12図台形様石器(6)

- 38-



第 2章 !日石器時代

ド れヌ
Z三五議込

'!(J，! 

在三五仁、

第13顕 台形様石器(7)

- 39-



小出 I遺跡

くこ>

モシ

f¥ /l相周

f-一て二ブ

G 

-(
 

口
U

第14国 ナイフ形石器(1)

- 40-

l
 

t
 

戸日

'gala--



く二二〉
ミュ

と二〉
《ご〉

(1 

L:> 

11 i'l 

til;: 

第 2章 !日石器時代

どコ
b 

〈ミ3

i川日

/へ¥

第15図 ナイフ形若器(2)。彫器ーニ次加工のある事j片(1)

41 -



小出 I遺跡

仁ご〉
16lb 

... 
uユヨ

義富~~
くこ〉

~ 
〈二一一一_>

第16図

〈 ζ二三〉

エ次加工のある剥片(2)・使用諜のある剥片

- 42-

ι11; 



乙〉

¥sl 

ζミ

第17図掻器(1)

- 43-

.)・)'1

~--

:n() 

第 2主主 !日石器時代

(!il 



小出 I遺跡

LU ←} 

第18詔掻器(2).局部磨製石斧

- 44-

m
 

【f
J
'
1
2』
t
a



3. 個体別資料と剥片剥離技術

(1 ) 個体71IJ資料(第 1

第2章旧石器時代

母岩の違いによって、 No.1 ，-.__，No. 9、No.14の個体に識別した。 No.1 ~No. 9は頁岩、

No.14は玉髄である。単独個体は 5点あり、表中ではその他に含まれている。

個体No.l 全体的に灰白色で、黒色の五郎、縞模様をもっ珪質頁岩である。磯皮商がなく、

原石から分割した状態で遺跡に搬入している。総数は63点である。

{器体No.2 明福灰色の珪質頁岩である。総数は24点である。石器の目的剥片と剥片が主体

であり、その状態で遺跡に搬入されたか、石核が搬出されたと考えられる。

個体No.3 槌灰色の珪質頁岩である。 磯皮面は淡黄色~褐色であり、節理面は掲色の部分

と網目状になる部分がある。この個体は、接合作業によって、遺跡に搬入された

と思われるほぼ同じ大きさに復原されたが、節理が非常に多く、節理面での分割

が頻繁に見られる。また、磯皮菌が一部にしか残っていないことから、遺跡へは

原石を分割して搬入したものと思われる。総数は430点である。

個体No.4 灰褐色の珪質頁岩である。風化にしたがって、灰白色となる。磯皮面は、全体

的に灰自色で灰赤色の縞状の模様がある。節理面が多く、そこで分割が行われて

いる。総数は732点である。

個体No.5 灰渇色の珪質頁岩である。磯皮面はにぶい黄櫨色である。総数は247点である。

個体No.6 灰白色の珪質頁岩である。疎皮面は淡黄色である。この個体も、接合作業によっ

て、遺跡に持ち込まれたと思われる大きさに復原することができた。これは、全

面が探皮笛で覆われており、大人の頭大の円礁である。しかし、この個体は、中

の大部分に網目状の節理が入っており、打撃によってすべてがブロック状に割れ

てしまい、石器製作には至らなかったようである。総数は168点である。

{器体No.7 自色の頁岩である。総数は 8点であり、ナイフ形石器2点と使用痕のある叙片

2点がこれに含まれている。

個体No.8 灰黄褐色の珪質頁岩で、黒色の細かい斑点をもっている。総数は 2点であり、

いずれもナイフ形石器の百的対片である。

個体No.9 灰黄褐色の珪質頁岩で、掲色の磯皮面を残している。総数は 2点で、比較的大

形の剥片である。

個体No.14 白色の玉髄である。これはBブロックで 1点出土しているが、剥片剥離作業は

後述する Cブロックで行なわれていることから、 Cブロックからの混入と考え、

ここでは詳述しない。
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AB区で確認された個体は、以上10個体であるが、そのうち遺跡内で石器製作が行われてい

るのは、 No.l、No.3、Noι、No.5の4個体で、出土総数の約70%を占めている。一方、

No.2、No.7、トJo.8、No.9は、製品または、石器の目的知片が中心となっており、飽遺

跡で製作されてから、本遺跡に搬入されたと忠われる。

捺\君主:::----.JI:毘1体*~、b Nu 1 Nu2 Nu3 Nu4 Nu5 Nα6 No白7 Nu8 Nu 9 Nu14 その他 言十

C 15 2 87 194 42 19 261 620 

F 27 10 219 452 153 111 4 2 l 135 llH 
AF  56 8 l 38 l 104 

BF  2 4 3 9 

UF  1 4つ4 2 5 
RF  2 2 

TOF 11 9 23 30 28 3 104 

KOF 1 1 2 つム」 つω 2 l 11 

T 3 1 23 22 11 2 62 
Iく 1 1 2 2 6 

G l 1 

S 1 l l 3 

CO  2 19 17 5 43 

PE 

59l241 ll=iliぷ言十

第 1表個体別器種組成表

(2) 剥片剥離技術

接合資料の観察に基づき、本石器群の剥片剥離技術を第 2表にまとめた。まず、石核素材で

1:盤状剥片、 II:分割撲に 2大別し、次に Iについては斜片剥離作業の行われる部位でミ立

については残核形状で細分 Lj;こ。細分の観点の遣いは石核素材の違いからくるものである。

ここでは、接合資料の得られたNo.1、No.2、No.3、No.4、No.5の個体について、

その剥片剥離工程とその分類を呈示する。 No.3、No.4、No.5につし、ては、個体が節理面

によっていくつかに分割され、それぞれにおいて剥片剥離作業が進行していることから、分割

された個体については、アルファベットの小文字を用いて表している(例. No.3a)。

奈1]片長1]離作業の工程は→で表しも途中の経過が不明な部分ではシで示してし、る。また、分割

によるものや折断されたものの接合関係は十で表している。打面の位置については、両設打面

の場合、上設打面を上設、下設打面を下設とし しているが、場合によっては、。。転位

と記している。数字は、遺物番号に対応し、それに続く( )内には、器種名か、剥片剥離作

業の内容を記入している口また、長iI荷量痕の観察から存ヂFの予測されるものにつし、ても、その予

測される器種名と剥片剥離作業の内容を表詑した。尚、整理作業の中で注記不明となってしまっ

たものについては①~③で示している。

{国体問o.1 (第19~22図)
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第 2章旧石器時代

分 石材 剥片剥離作業の部位
剥 片 剥 離 技 術 個体 N 0 製作される石器

類 素材 または残核の形状

小口頭
打面を一定にして、盤状条1I片の小口面から連続し

3 b 帯 3d a 
て続長剣片を剥離する。 台形様石器

盤
打面を一定にして、盤状剥片の端部において主要 3c.3m 

b 端 部

状
剥離面倒から連続して剥片を剥離する。 3 0 ・4j 

I 打菌作出禁1I片と目的剥片の剥離を交互に行い、打

長IJ
C 片 面 点が石核を一局する形で求心状に剥片が剥離され 4 a・4e 

片
る。裏面は醸皮面か節理面である。

d 間 菌
打面作出剥片と自的斜片の~J離を交互に行い両簡

4 f 
から剥片が剥離される。打点は石核を一周する。

分割面を背にして、後退する形で剥片が剥離され
3a.3f.3k 

a 板 状
る。打点は90

0

もしくは180
0

転位する。
3 1・5a • 5 b ナイフ形酒器

分 4 c・4d・41 

b 
饗 状 i 打点を90

0

もLくは180
0

転位 Lでち饗子の各密 1

1 b 
II 害1 子 からま引j片が剥離される。

船底状
広い分割面を打面とし、石核の周囲を剥ぎ落とす

4 k • 1 a 台形様石器C 
形で剥片が剥離される。

磯

d 円柱状
両設打面で打点が石核を一周する形で剥片が剥離

4 b 
される。

3e.3g・3h

III 分割磯 分割しただけのものO 3 i . 3 j・4g 

3 n 

第 2表 剥片剥離技術鎖別表

27点が接合している。台形様石器 2点と、石核を 2点含んでいる。

90
0

転位 90
0

転位 900

転位

1306 (TOF)→F (下端調整)→TOF→TOF→076(作業面調整)→127(下端調整)→075(作
90

0

転位

業面調整)→228(T)→255 (F)→957 (T)→TOF→TOF→LP54 (作業面調整)→1179(作業
90

0

転位 90
0

転位

面調整)→737十1080(TOF)→TOF→TOF-..F→1929 (TOF)→1633 (作業面調整)→109(TOF) 

→F→F→F→1271 (作業面調整)→1a+1b(2分割)

No.la 
90

0

転位

1683→F→768→F→F→F→F→F→628 (CO) 

No.1b 
90

0

転位

1482~TOF→TOF→WF-->264→443(作莱面調整)け475(作業商調整)→1171→fOl'→TUF→TUF→
180

0

転位 r--
L:，.F→1744 (TOF)→967 (TOF)→TOF→TOF--

?70 (空手中司苧1]7f-R777P?777???竺型8(や)

90
0

転位 90
0

転位 90
0

1官位

この個体は1271を剥離した後、石核中央部の節理面で、 2分割されている。従って石核の高さ

は2分の lに減ずることとなり、剥離される剥片の大きさも小形化する。また接合してはいな

いものの、ナイフ形石器の目的剥片(437)があることから、剥片の大きさにはかなりの幅があ

るといえよう。全体としてはIIb類に分類されるが、 No.la~ìIIc類に該当する。
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小出 I遺跡

イ思体No.2 (第23図)

長Ij片が 5点接合してし、る。
180"転位。01(KOF)一，.690(TOF)→192 (TOF)→195十650(作業臨調整)

この個体は他の個体に比べて頭部調整が顕著であり、 692づ92・195は打面がほとんどなく

なるまで頭部調整が施されている。この接合資料から、 370の打面部分の加工はナイフ形石器

の基部ではなく、頭部調整であると判断した。石核はなしφ~IIa鎖または IIb類に該当しよう

個体No.3 (付図 4) 

総数138点が接合しており、本石器群の剥片剥離技術が良好に捉えうる資料である。ナイフ

形石器 1点、台形様石器 5点、掻器 1点、削器 1点、二次加工のある斜片 l点、石核 8点がこ

れに含まれている。この個体は、 No.3a~No.30までの15個体に分割されている。分割は、 No.

30→No.3.e→No.3n→No.3m→No.3i→No.3j→No.3h+No.3k→No.3c→No.3g→No.3b十

No.3d→No.3e→No.3f→No.ぬという順序で行われてし、る。

① No.3a (第24図~第27図)

47点が接合している。台形様石器3点、削器 l点、石核 3点を含んでいる。この個体は剥片

剥離作業の途中でさらに 2分割されていることから、これをNo.旬、 No.3a とした。

No.3a 

617(節理面除去)→641+ 1862(節理面i除去)→618(節理面除去)"1 

卜No.3a'(打面作出)ー〉

359(磯皮面除去)--------------------~
180

0

転位 180
0 転位

1007(作業面調整)→TOF→TOF→2021(作業面調整)→KOF→132(作業面調整)→070(作業面調整)一+

|→752(磯皮面除去)→F→F→TOF→215(F)→F→F→TOF→ 

313十1201(作業面調整)-十一←

し→1610→2u19→1044汀OF→F→F→F~14'72→ (TûF)→ 

1843十1845+440(CO)

632十635(作業面調整〉→F--7639(CO)

No.3aの打面作出斜片として盤状に剥離されたNo.3a は以下のような剥片剥離工程をとる。
90'転位

!→595→225( S)→832→257→ 

1759(T)→436(作業面調整)→1026(T)→1892(T)→F→F斗

し→615(CO)
180

0

転位

314→1616(RF)→TOF→TOF→1486(作業面調整)→467→112(CO) 

No.3aは節理が J入っており、良野な E的剥片を量産しているわけではないが、節理の入って
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第 2章 !日石器時代

いなし‘No.3a でJム石器に加工されているものが多し、。 1759の台形様石器が折断加工により

整形されている状態がよくわかる資料である。 IIa類に該当する。

② No.3b (第28図)

12点が接合している。

様皮面と節理屈を両面に有する盤状剥片であるの盤状剥片の一端から}I即こ打面転位をくり返

しながら縦長斜片が長IJ離されている。 1a類に該当する。
180" ~îi位 180"転位 180'転位

056十296→F->307(TOF)→658→F→1364→①→572→885→084→①→F→F→TOF→TOF→096

一，;-097

① No.3c (第29図)

9点が接合している。掻器 1点と石核 l点を含んでいる。 1a類に該当する。

310( S)サ 1493(細部調整)

4781(作業面調整)→F→379(TOF)→1765→700(TOF)→786 (TOF)→1291 (TOF)→TOF 

→TOF→TOF→872(CO) 

④ No.3d (第30・31図)

1975、1829、1845の3点が接合しているが、さらに節理面で分割される。 1845ではNo.3bと

同様に盤状剥片の一端から}I買に縦長長1]片が剥離されている。 1a類に該当する。

また、付額 1に示した853、①、 1942(ナイフ形石器)は、全体が接合してからその空際を埋

める形で接合したもので、個体No.は付していないのだが、これもNo.3b、No.3dと同様に剥

片剥離作業が進められており、機皮面を持たない良好な縦長剥片がナイフ形石器に加工されて

いる。

① No.3e (第32~34図)

10点が接合している。 III類に該当する。

468(AF)十1842(AF)十087 十1836(AF)十1642(AF)十1807(AF)ート1446(AF)十604(AF)十308

(AF)十637(AF)

⑥ No.3f (第35・36園)

19点が接合している。台形様石器 1点と石核 1点を含んでいる。分割により、石核の高さは

約4.5cmv，こ限定されており、ジグザグに後退しながら、剥片の剥離が進められる。第36閣のN

o.3f-2としたものは④の剥離が終了した段階での接合の状態である。 IIa類に該当する。
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439→472 (TOF)→TOF→TOF→TOF→474(作業面調整)一-+929(TOF)→461 (TOF)→TOF→TOF→TOF→ 
と設

f④(作業面調整)→Fけ τOF→

602(作業面調整)→120(作業面調整)-:.-608 (TOF)→095(下端調整)i
i 下設 i
し1102十438 ーーザ

上設

TOF→760(T)ーっ 戸①(作業面調整)→TOF→914(TOF)一

892(打菌作出)___Lー→1967(作業面調整)よ-+TOF→TOF→TOF→TOFー :.-334(TOF)_j 

下設

⑦ No.3g (第34図)

盤状斜片が中央部で割れたものである。 III類に該当する。

③ No.3h (第37図)

5 点が接合している。 III類に該当する。 LP54(AF)~093(AF) 十 1266(AF) 十LR55(AF)十135

⑤ No.3i (第34圏)

礁皮商と節理面で覆われた l個体であるが、剥片剥離作業は行われていなL、。

⑬ No.3j (第38• 39図)

7点が接合している。 III類に該当する。

(1369~985) 十 (1953~1395)→089(AF)→469(AF)→088(AF) 

@ No.3k (第40図)

5点が接合している。石核を l点含んでいる。 IIa類に該当する。
90

0

転位

1469→F→1480(作業面調整)→F→F→TOF→TOF→TOF→1960(TOF)→五OF→五OF→TOF→TOF→

⑥(TOF)→865 (CO) 

⑫ No.3.e (第41図)

7点が接合している。石核を 1点含んでいる。 IIa類に該当する 0

1112→518一 一 一 一 「

180ロ転位

γ112引→ TOF :> TOF )-TOF )-TOF --)-TOF→TOF→711(∞) 

908~ 1265-L940-J 

⑬ No.3m (第42図)

3点が接合してし、る。石核 1点を含んでいる。 1b類に該当する。

LP54~ (335十014十015+444)十(942十125→LP54)十(TOF→TOF→TOF→TOF→TOF→TOF)→

723(CO) 

⑬ No.3n (第43図)

5点が接合している。台形様石器が 1点含まれており、台形様石器の他は、一端から!臓に大

きく分割されている。

404(T)→597十471十1155十092

-70 -
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⑮ No.3o (第44図)

8点が接合してし、る。 1b類に該当する。

082十272+209十220十162十1069十126汀OF-)> TOF -)> TOFーな07(CO)

個体制。‘ 4 (付額 5、第45------54図)

この個体はNo.4a----No.4g ~主で12個体に分割され、それぞれにおいて剥片剥離作業

られてし、る。このうち、 No.4a斗 か4c斗d、No.4g.4h &4i、No.4j'4k.4gがそれぞれ接合して

いる。

① No.4a (第45'"'-'47図)

17点が接合している。石核が 3点含まれている。 1c類に該当する。

748(礁皮頭除去)→F→F→ F→F→1130(磯皮面除去)→477→846

107→1260→710 
90"転位

→ LP54(磯皮面除去@打面作出)十078→TOF→TOF→TOF→TOF→TOF→131(作業問調整)→F→F→
90"転位

1544→F→631丁+1955(磯皮面除去)→F→1422(磯皮面除去@打面作出)→TOF→TOF→TOF→630(CO)

4105(CO) 

② No.4b (第45• 47図)

6点が接合している。台形様石器 1点、石核 1点を含んでいる。 IIb類に該当する。
上設

190(打面作出)→TOF→TOF→TOF→403(T)l
90" 転位 180" 転位

L→063 (TOF)→F→1301 (TOF)→TOF→ F→ F→F→ 
下設

640十745(CO)

③ No.4c (第48函)

6点が接合している。石核が 1点合まれている。 IIa類に該当する。
上設 上設

け 235(磯皮面除去)1 r→KOF→1583→LP54→F→F→ 

1200(磯皮面除去)_j L→F→ F→ F→ F→736_j 

下設 下設

1257(CO) 

④ No.4d (第49図)

15点が接合している。石核を 1点含んでいる。 IIa類に該当する。
上設 90"転位

1110(打面作出)→F(打面作出)→F(打菌作出)→1649(打面作出)→F→F→ F→601(作業

面調整)→1483→(作業面調整)l -+1400(磯皮面除去)一+
下設 90" 転位 90"転位

4No.4b→LP54→LP54→1913→ 
下設

712(磯皮菌除去)-;..TOF→TOF→1473(作業面調整)→TOF→TOF→TOF→TOF→1123(作業面調整)→TOF

→TOF→TOF→1863(作業面調整)→673(作業面調整)→755十603十619(CO)
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旧石器時代

干
i
A
/
¥
J

~

ど

し

ず

d

f

X
4
J
i

田

之

、

〆

亡

国

¥

:

ょ

、
司

{
1
}
よ

戸

7
{

、中
l
L
l
i
/
7
一
二
三
J

:
 

;

t

 

{、l
f
K
I
l
l
J
Y
W
W

令

「

f

ヘ

iI651λ
メ
リ
一
¥

:

f

 

j

t

 

;

)

 

;

(

(

 

、ι

山

ι

γ

J

一

月

v

，g
S

F

-

J

2

 

J

2

 

dz

一
、
=

/

一

}

ャ

一

』

司

副

，

J

:

 

め一平
均一

v
h

町
一A!{:)Lj)

ζ二ユ

山
一ハ心

第44図 {自体No.30

- 81 



、」

J
E
M
山
岡
部
骨

ωe 

No.4 a 

ー

∞

ω
l

~…W/#W.~////////ÆW//Æ~…悌仰~制御脚鉱労~仇

0'63 

No.4 b 

イ語体No.4a (1)(上段)， 個体No.4b (1)(下段)第伯爵



第 2輩出石器時代

く二コ11:1(i 
( i¥ (; i 亡二二〉

σー
川中一)

内一一明

…

己
単
一
庁ど二ブ 1ifNj 

〈子失 レ 9 

で突貯r_)'1?!~て竹村?穆!Øf'Jìl
Y ニ十 (::..ー<:f;! ¥jX / /グ ¥ !/ 11.1可ァダ

可、-…~/I ，u'tf ¥ 引 '11' d 、¥/A ""'-.!.尽ぜ称可時三4一 一一、\ー」一一~，三軍 r-'.J //. V Ikc. /Vプ言 外/
」、」こ竺乙主主I ~ケワf lA ~ 、ヘ /['ι~ /11 

-…一一 …ー
n:う()

(八日)

/l() 

(人 (ji 

(ν
 

1:)1 
(ベ前)くコ

L J'C)，[ 

ノ¥
第46臨個体No.4a 

83 -



- 178-

(およ)(z.)qヤ'ON:5幹部‘(;;JJす )(S)eャ'ON:5持協国政議

/ザ.....¥
~ ~\ ~'-.I --

[，- ('""ザデ-e:=千世P寸寸Y
~ '--;，夜、同.:A ，f-!J 
... .，忽4ノ~〆J〆/1/.'/" A_~~ _ __~ …---，，-//_ ... … …ーな士、 χ I)
℃高街ノスムグ~品 r 

、ミ二ご〉(千:V) 
()jオ}

(¥c: V i 

Slよ

C

伺…
u

山川円一一
ν

( 8 V i て二三〉

日目
W#//h0WAωW/#/.0"#/#///#ÆW////#//#///A妨W#//##//#/////A働仰四W///##////////h部仰勿初物知焔抑協~W////////////////////////////////////////M

( j' __F""¥_ r小、

()E9 
( i' ¥J i 
7.7:1'1 

乙ーベ〉-'勾デ__v 守、~'二工~こT宅;::a:\
rづち:;..-""j )_Lご二二7崎町勺吋 ト、

"f4<::科ご~司、主 r λ/f?'=示ζち..l'~
、、 司、吋よニぢご2弘 、、~一一一一」ム戸ペグ宅〈ー『、4よエネ..J.iL.l¥.¥、

、々 F

，♂ー~阜、 I

_L<Tメ土ミ守九 'q ) 一

、ζケ，，_，/

VI 
S01 

〈二二ア
}
 

〔

i

白

一

I

f

C

τ1‘、1、、
‘

τj.

r仁一らb
 t 亡〉

A
H
V
 

A川
即
刻

報事 I閉寸



てこ二二〉

引
川
Mv-

b
川、
7

n
M
V山

内
M
V
A

て ， ーι守寸Z男竜一 一色 し否、 t 、 メーー戸 〆ヨ

ド ¥/¥，"1 1¥."-./ /1 一一一一，、 2 針/、
一 一一一ぐてつολ /' "心寸 ? 

……  ……  

←} 

第48国個体No.4c 

85.86 -

旧石器時代

liiEl 
(A 1)) 

14;:¥;:; 
( .'¥ 1 

ム
J 

2:35 
(A ..) ) 

てコ



!日石器時代第 2章

しιム一一~ムヌ

112:j 
( f¥ 6 i くこコ

乙ご〉

14!)(! 

{人 i~ 

lX!j:) 

1 へl!く二二〉

ぐこ二プ (i11)) 

一……-
[/11 ，宅~ l&'JJJ1 - …  

fアトL/j[)品
\11リj も ~n

¥¥，)1'7 ¥ /， 

【~~

iη;1 

( ;¥ " ) 
。

mV山
一
叫

昨
U
V
八
一
)

No.4 d 

L P54 

~斗ミ

「ーーへ¥
し/ー¥ーム

Hi4C) 

(A -1 ) 人 」

tiE! 
(!¥ 

1'17:-j 

ーへ () o 
712 
(人i) i くコLP 

仁二コ

- 87.88 -

偲{本No.4d 第49図



第2輩出石器時代

① No.4e (第50図)

2点が接合している。若核を l点含んでいる。

2020(打頭作出)ω->LP54(CO) 

この個体では、打面作出と呂的剥片の剥離を交互に行い、石核を一周する形で少なくとも 5

枚の自的剥片の剥離がされている。 1c類に該当する。

⑤ No.4f (第50図)

3点が接合している。使用痕のある剥片 l点、石核 l点を含んでいる。
90" 車五位 90" 転位 90" 転位

B016(UF.打面作出)→TOF→TOF 汀OF→B004(TOF)→TOF→TOF→TOF→B003(CO)

目的剥片のとり方は、 No.4eと同じである。 1c類に該当する。

⑦ No.4g (第51図)

7点が接合している。 III類に該当する。
90" 転位

1514(傑皮面除去)→1203(際皮菌除去)→F→182十1429十1428十2001+ 184 

③ No.4h (第51図)

11点が接合している。
90" 転位

709(穣皮面除去)→F→F→371(作業面除去)→TOF→TOFけ⑦(作業面調整)一円F→F→1063

90.転位

→1611 (TOF)→F→985→904→1126→1122→1690 

⑤ No.4i (第51図)

2点が接合している
90

0

転位

652(打面作出)→TOF→TOF→TOF→164(CO)

⑮ No.4j (第52.53図)

同 098(作業面調整ア

2点が接合している。 1点が台形様石器、 1点が石核である 0

839(T)→TOF→645(CO) 

ここでは、広い分割田を打簡として周辺を削ぎ落とすように、自的剥j十が剥離されているo

1 b類に該当する。

@ No.4k (第52• 53図)

2 

1221 

している。

70(COi 

1 まれている。

1221が剥離される蔀に少なくとも 5枚の白的剥片が剥離されている。剥片のとり方は、 No.

4jと向じである。 1 る。

-89-
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第2章 !日石器時代

⑫ No.4.e (第52~154図)

15点が接合している。 IIa類に該当する。

607 (KOF)同ぅ680(作業面調整)→1558(KOF)サ155+927+931十LP54十LP54+LP54+ LP53十1416

1530→F→③→171 -

1-LP54 

鑓体問。.5 (第55~57図)

No.5a、5bの2個体がある。

① No.5a (第55• 56図)

12点が接合している。石核を 1点含んでいる。 IIa類に該当する。

151(磯皮面除去)サ322(礁皮面除去)-p201(TOF)→1645(磯皮面徐去)一:午(磯皮面除去)→540

L153→F→ 却 し599(TOF)→TOF→445--
4 

(磯皮面除去)→1684(作業面調整)→TOF→TOF→TOF→TOF→653(TOF)→1732 (CO) 

② No.5b (第55.57図)

15点が接合している。石核を l点含んでいる。 IIa類に該当する。
90.転位

928(磯皮面除去)→684(磯皮面除去)→1848(磯皮面除去)→F→2010サ 8(TOF)→1424(作業面

1174 (磯皮面除去)→644(TOF)→163 (TOF)一ーーーーーーーーーー----

諜整)→1888(TOF)→TOF→1528十1666(磯皮面除去)→TOF→TOF→1731→1643→TOF→2002(CO) 

以上、 No.1 ~No. 5の個体における剥片剥離技術をみてきたが、 IIa類については、 No.

3、No.4、No.5の個体で看取されており、各々に共通した剥片剥離技術といえる。一方 1a 

類はNo.3 Vこ、 1c類、 Id類、 IId類はNo.4に特徴的に認められ、 IIc類はNo.lとNo.4で

のみ確認されている。

こうして得られる目的剥片についてみてみると 1a類、 IIa類のように石核素材の大きい段階

では大形の目的剥片(ナイフ形石器、掻@削器)を剥離し、若核の小形化に伴って小形化した

自的対片(台形様石器)を剥離するものと、最初から石核の高さが限定されており、小形の剥

片だけを剥離するものという違いがある。しかし、製作された台形様石器には、個体による類

型の差異は認め難く(第58図)、生産された目的剥片におけるばらつきは、細部加工技術(折

断@急斜度加工)を駆使することによって向類型の台形様石器に修正されている。また、他器

種においても適宜、目的剥片の選択と細部加工技術の選択がみられる。

分割による多様な石接素材に対応した剥片剥離技術と、それによって剥取された目的剥片に

対する多様な細部加工技術が、各個体を通じて共通する技術基盤といえる。また、①平坦打面

で打問調整をしない、①斜片剥離の際の頭部調整が著しい、①剥片の末端がヒンジ e フラクチャー

で終わる為に作業面調整が頻繁である、という技指的な共通点もあわせて指摘できる。
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小出 I遺跡

4. プロック構成とプロック簡の関係

① 器種組成(第59菌、第3表、付図 2)

各ブロックとも剥片、砕片を合わせた点数がそれぞれのブロックの総数の70------80%を占めて

おり、それに数点の石器が共伴している。

A7・A8.A9を除し、たブロックでは台形様石器が数量的にまとまって出土しており、飽の石

器は、器種 e 数量ともに偏在しており、偏在の仕方にも規則性は認め難い。

また、台形様石器の類型別にその分布を見てみたが、 2b類がA4ブロックのみに見られる

飽は、特に偏在的傾向は認められず、数量的に多い 4a類がブロック全般にわたって存在して

し、る。

i器〕斗て:1 A1 1 A2 1 A3 1 A4 1 A5 1 A6 1 A7 1 A8 1 A9 1 B 1 外 |計 i
G 82 J~ 61 ll4 94 !::JJ § III 

F 113 105 134 330 79 105 35 101 

AF  11 4 14 8 15 22 2 14 

BF 1 l 3 l 

UF  2 1 

RF 2 

TOF 6 11 6 33 3 13 6 7 

KOF 3 2 

T 4 5 13 22 5 7 

K 2 i 

G 

S 1 1 1 

CO  l 6 5 3 5 8 11 

PE l 1 2 

言十 219 158 234 522 201 206 61 257 

第3表 ブロック別器翠組成表

②個体別組成(第4表、付図 3) 

47 9 9 b~l 

64 13 33 1112 

10 4 104 

1 2 9 

l l 5 

2 

6 8 5 104 

2 2 2 11 

l 2 63 

i i I 6 

l 1 

3 

2 2 43 

1 5 

134 37 60 2089 

数量の安定しているNo.3 ~No. 6の個体についてみてみると、各ブロックの保有する個体

には偏在が認められ、大きく 2つのグループに分けることができる。 1つはA1.A2.A3.A

5 • A6 • A8 • A9フロックからなるグルーフで、もう 1つは、 A4・A7.Bからなるグループ

である。 No.4 は、両グループとも総数の約30%~40%を占めて比較的安定して保有されてい

るが、前者と後者とで、はNo.3、No.5の保有率に逆転が見られる。つまり前者はNo.3の保

有率が高く、No.5の保有率が低いのに対し、後者はNo.3の保有率が低く、 No.5の保有率

が高いのである。また使用に耐えずに廃棄されたと思われるNo.6の保有率も、前者では10%

~20%の割合で安定しているのに対し、後者ではほとんどそれを有していないという遣いが認

められる。

③ 接合関係とプロック間の関係

前項で述べたように本遺跡では多数の接合欝係が得られているが、 No.1、No.3、No.4に
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第 2章旧石器時代

ぷ叫ピ1A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 B タト 言十

主主 2 2 1 

No.1 5 3 12 円f 6 8 15 1 l 1 59 I 

No.2 2 2 12 1 2 1 2 “ ワ 24 

No.3 61 36 63 58 27 80 5 8，1 13 8 435 

No.4 79 52 77 215 67 54 21 90 50 8 20 733 

No.5 17 16 12 118 9 11 20 8 13 9 15 248 

No.6 19 17 36 8 35 13 9 29 2 

No.7 l 3 l 2 1 

No.8 l 1 2 

No.9 1 l 

No.14 1 l 

不明 35 31 32 99 56 40 12 50 24 16 9 404 

言十 219 158 234 522 201 206 61 257 134 37 60 2089 

第4表 ブ由ツク別個体組成表

ついては、剥片剥離の工程に従って矢印でそれを示している(第60図~第62図) 0 No. 3、No.

4の個体については、接合関係があまりに複雑であるために、作図にあたり剥片剥離技術の分

類の中から、代表的なものを抜粋した。また、前項の挿陣中では( )内にブロックNo.を付し

ているのであわせてそれも参照していただきたい。

@個体No.1 (第四~22、第60図)

分割が少なく剥片剥離工程の単純なNo・1であるが1306から1271までのブロック間の移動を

見てみると、 A4→A8→A8→A8→A4→A3→A3→A4→A6十Al→A2→A5→A8→A5となり、

これに統く 1482から1288まででは、 A9→A3→A8→A6→A4→A8→A5→A3と移動する。ブロッ

ク聞の移動は頻繁で、 A7ブロックを除くすべてのブロックに亘っている。

. {自体NO.3 (第24~44図、第61 図)

No.3aで、は、 617から1201までの間に、 A6→A3十A1→A6一>A1→A8→A8→A6→A4とブロッ

クを移動する。次に分割された752から440まで、は、 A4-.l>A4-.l> A6十A8十A8と移動し、 1610か

ら639までの間には、 A6→A1→A3→A6→A3十A3→A3と移動する。また、 No.3a' は、 1759

から112までの間に、 A5→A8→A4→A1→A8→A6→A4→A4-.l>A6→A6→A6-.l>A6→A8→A6と

移動している o No.3a、3a' についてみるならば、 A1，A3， A4、A6、A8のブロックにおけ

る移動が頻繁であることが言える。

No.3bは、 056から097までの間に、 A8十A5→A6→A2→A6-.l>A4→A4 -.l> A8-.l> A8→A8とブ

ロックを移動しており、この中では、 A8が主体となるようである。

No.3fは、上設打面の剥片剥離工程について、 439から636までその移動を見てみると、 A8→A6

→A6→A4→A6→A8-.l> A8-.l> A8→A4→A1→A2→A3となり、 A4、A告、 A8が主体となってし、る。

また、 No.3eは、節理の為に使用に耐えずに廃棄されたと思われるのであるが、それはほぼ

一直隷上に分布しち Al十Al十A3十A4十A6+A6十A8+A8+A8+A9というブロックに認め

られる。
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小出 I遺跡

§僧体No.4 (第45図~第54図、第62図)

No.4aで寸主、 748から1330までの間仁、 A3→A6-+A9→A2→A3と移動し、 107から1330までの

間にA8→A6→A6一-+A3と移動する。 A2，A3からA8、A9にかけて帯状に移動しているといえる。

No.4bは、 190から745までの間に、 A8→A8→A8-+A2→A3十A3と移動し、 No.4dでは1110

から619までの間に、 A6-A4→A8→A6→Al→A4→A6→A6-+A6→Al→A8→A4十A9十A5と

し、前者はA2.A3 A8の関係が、後者は、 A4• A6. A8の関係が顕著である。また、 N

0.4.eでは607から1416までの間に、 A9→A7一-+A4→外十A4+A4十A4と移動しており、 A4.

A7. A9の関係が捉えられる。

• 1間体No.5 (第55図~第57図)

No.5aで、は151から1732までの間に、外→外→A6->-A4-A4→A4→A4→A4→A7と移動して

おり、 No.5bで、は、 928から2002までの間に、 A4→A7→A7-->A7→外→A4→A2→A4→A4→A

7→A4→A7と移動することから、 A4とA7の関係が比較的強いといえる。

以上の個体J31j組成と接合関係から言えることは、石器製作の単位となった 1個体が 1ブロッ

クに集中することはなく、むしろ帯状に各ブロックにまたがって分布しているということであ

る。その状況をみてみると、 A1• A3 • A4 • A6 • A8に分布するもの、 A2.A3 • A8に分布す

るもの、 A4~ A6 • A8vこ分布するもの、 A4 A7Vこ分布するものがある。こうした分布は、 L

Qグリッドラインにほぼ一致する!日地形の沢筋に沿ったものであり、遺物は原位鷺をとどめず

に沢筋に沿って動かされたと解釈せざるを得なし、。その 2次的な移動にも、 A8からA6、A3... 

A1へと動いたもの、 A8からA6、A4へと動いたもの、 A7からA4へと動いたものがあり、数次

に亘る遺物の移動が予測される。この 2次的な移動の要因は、土層断面の観察によると

面にIIIa.IIIb.IIIc層が不整合でのっていることから判断して、台地縁辺部の土砂の崩落に

基づくものと考えられる。したがって、 A7• A8 • A9ブロックがわずかに当時のブロックの単

しており、 Bブロックを含め、少なくとも 4ブロックの存在が想定される。

5. 遺跡の構造

遺物が 2次的な移動を受けていることから、ブロックの解釈を行うことはできないが、台地

平坦部に残されたBブロックが、石器と目的剥片の保有率が高く消費の場であったと考えられ

る。それに比べてAl~A9の台地斜面のブロックは、石器製作に基づく剥片@砕片の保有率が

高く、また、台形様石器も保有されていることから、石器の製作と消費の行われた場で、あった

と思われる。ただし、 A区の各ブロックと Bブロックに、同一個体の保有は認められるものの、

接合関係は認められなし、ことから、 Bブロックの独立的な存在が予測される。
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第60図儒体No.l接合関係
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小出 I遺跡

NO グリッド EW SN 標高 受熱器種 プロックNO個トJO体 NO グリゾド EW SN 標高 受熱 器穏 ブロックNO偲N体O 

1 I L Q52 315 260 61.317 外 つ“ 

I LQ52 320 267 61.285 TOF タト つμ 

3 I L Q52 370 278 6/1.265 F タト
4 I L Q52 383 345 64.168 F 

5 I L Q52 375 349 64.182 TOF 外 3 

6 I L Q52 385 390 64.028 F 外 5 

l 6678 9 0 

L P54 303 5 63.357 C A6 
L P54 313 379 63.389 C A5 
L P53 379 325 63..100 F A8 3 

LP53 3，10 391 63.482 F A8 3 

n L P54 354 43 63.293 C A6 
ウ，μつ LPS3 350 388 63.394 AF  A8 3 

7 I L Q52 380 380 61.046 F 外 3 73 LP53 363 391 63.302 C A8 
8 I L Q52 330 380 64.174 TOF 外 74 L P53 389 394 63.362 C A8 4 
9 I L Q52 46 I 353 64.117 HIF 外 5 75 L P53 375 383 63.333 F A8 l 

10 I L Q52 19 I 319 64.217 F 外 4 76 L 1"53 314 3U 63.536 F A8 1 
11 I L P52 370 256 61.385 F 外 4 77 L1"53 297 344 63.576 C A8 
12 I L P 52 377 309 6'1.320 y 外 3 

13 I L P52 327 354 6i1.165 F タト

四i凸円 LP53 320 276 63.657 F lA8 
79 L 1"53 286 274 63.647 C A8 

1<1 I L P52 97 I 358 64.392 AF  外 3 80 LP53 279 283 63.600 C A8 4 
15 I L P52 67 306 6tl.f136 AF  外 3 81 280 63.505 F A8 
16 L P52 53 I 304 64.394 C 外 82 L 1"53 ! 256 289 63.742 F A8 3 
17 I L 053 328 117 6f1. 247 F 外 3 

i 18 L053 383 7“ つ 6，1.176 F 外

19 I L 053 383 123 6;1.226 F 外

83 LP53 270 I 272 I 63.516 F A8 3 
8，1 L 1"53 山 31-l

、コJ 

85 L1"53 278 12，17 I 63. C 8 3 
20 L053 372 162 64.197 TOF A9 86 L P53 27(i 231 63.675 F I A8 3 
21 L053 378 271 64.039 K A9 7 87 LP53 284 234 63.592 AF  正'¥.8 3 

つ“つ“ L053 330 290 64.012 日 C A9 88 L P53 290 233 63.563 AF A8 3 
23 L053 323 310 64.041 AF  A9 3 L P53 298 239 63.610 F' A8 3 
21 L053 342 349 34.003 F A9 5 LP53 306 白つつゐιU 63.565 F A8 4 
25 L053 382 365 64.233 すOF A9 4 91 L 1"53 219 238 63.666 F A8 4 
26 L P53 13 338 63.906 F A9 4 92 LP53 334 233 63.580 CO  A8 3 
27 L P53 10 324 63.833 C A9 4 93 LP53 350 206 63.674 AF  A8 3 

28 L P53 30 367 63.741 F A9 4 94 L P53 318 152 63.857 T 8 4 

29 L P53 43 304 63.803 F A9 4 95 L P53 293 182 63.768 AF  A8 3 
30 L P53 43 304 63.898 UF A9 7 96 LP53 277 183 63.755 CO  A8 3 
31 L P53 52 294 63.851 F A9 3 97 LP53 276 170 63.777 CO  A8 3 
32 L P53 18 233 64.037 C A9 3 98 LP53 265 174 63.748 1ヲ A8 4 

L P53 61 229 63.922 H F A9 99 L P53 275 192 63.737 C A8 
3tl L P53 60 210 63.955 F A9 100 L P53 265 16/1 63.787 F A8 4 

35 LP53 78 233 63.865 c: A9 5 101 LP53 251 175 63.850 F 8 ぷ』

36 L P53 73 275 63.851 F A9 102 L P53 245 150 63.815 F 8 6 
37 L P53 85 282 63.826 C A9 103 LP53 236 172 63.826 F 8 

38 LP53 112 260 63曹846 P A9 10.1 LP53 2.14 18f1 63.757 C A8 4 
39 LP53 111 275 63.823 C A9 4 105 L P53 233 232 63.671 
.10 LP53 83 3.18 63.787 F A9 6 106 LP53 つ~..Jつ7 220 63.655 T I A8 4 

41 L P53 116 299 63.690 AF  A9 6 107 L P53 241 235 63.608 F 8 4 
42 仁 P53 115 343 63.656 A9 6 108 L P53 225 251 63.650 C A8 4 

43 L 1"53 140 341 63.580 AF  A9 6 109 LP53 227 270 63.652 TOF A8 1 
.1t1 LP53 120 365 63.6/10 AF  A9 6 110 L1"53 218 270 63.633 C i¥ 8 1 

45 L P53 105 328 63.760 F A9 6 111 L P53 200 252 63.678 H ι、 A8 
46 L P53 160 339 63.585 AF  A9 6 112 L 1"53 177 日258 63.725 CO  A8 屯.)

，17 L P53 165 337 63.597 F A9 6 113 L1"53 176 231 63.826 F A8 3 
，18 LP53 185 329 63.593 H F A9 5 I 1H L P53 198 213 63.7，18 上i A8 
49 L 1"53 142 316 63.751 C A9 115 L 1"53 220 205 63.718 C AS 4 

50 L 1"53 155 373 63.609 F A9 し1"53 205 186 63.752 F 1¥8 3 

51 LP53 186 Jつ83 63.564 AF  A9 6 117 L P53 205 179 63.762 f、 A8 3 
に，つ， L1"53 17，1 37-1 63.526 C A9 118 L 1"53 182 172 63.8，n TOF A8 3 
53 つ L P53 200 350 63.638 C A9 119 L P53 218 178 63.899 F A8 
54 L P53 205 321 63.6.17 F A8 4 120 L P53 216 170 63.804 F /¥8 3 

55 LP53 190 308 63.6，19 F A9 4 121 L 1"53 189 150 63.84，1 C A8 

56 LP53 215 317 63.559 F A8 3 [?? L P53 185 H7 63.8，17 H C A8 
5門i L 1"53 215 310 63.528 F A8 3 123 L P53 172 139 63.883 C A8 b 

58 LP53 247 318 63.615 TOF A8 4 124 L 1"53 199 1<12 63.791 F A8 コ
S9 L P53 2，11 321 63.552 C /¥8 125 L P53 224 149 63.928 F A8 3 

60 L P53 230 325 63.496 C A8 126 L P53 21.'1 140 63.990 F A 8 ! 3 

61 LP53 260 333 63.539 じ A8 127 L P53 199 127 63.927 F 

62 L P53 256 343 6:).189 ι: A8 128 L P53 176 12，1 63.907 c A8 

63 L P53 320 355 63.426 TOF A8 4 129 LP53 189 117 63.9.12 C A8 3 

64 LP53 299 371 63.412 C A8 4 130 LP53 202 122 63.925 F A8 3 

65LP53「371 63.413 F A8 1 

66 I L P 53 I 298 I 390 63.370 C A8 4 

131 L 1"53 210 115 63.960 F A8 4 

132 I L P 53 I 236 I 136 I 63.775 F A8 3 

第 5表 AB区出土!日石器属性表(1 
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第 2章 !日石器時代

子'W デリーソド Ewl SN 際主|竺 音寺怒
ソJN河口1鱗N4 O 

13:i L P53 212 I 128 63曹 F 
1311 LP53 237 I 124 63. F、 A8 l:i 

NO グリッド EW SN 襟高 受熱 器種 ].[]ックI立。 鐙N体o 

199 LP53 157 380 63.38，1 TOF A9 2 
200 L P54 180 5 63.396 F A9 5 

135 L P53 210 I 102 63. F A 8 I 3 201 LQ54 156 51 63φ361 十rOF A4 b 

136 LP53 204 I 89 63. C A811 202 LQ54 195 105 63.231 TOF A4 5 
137 LP53 197 I 93 63. C A 8 1 1 203 LQ5fl 122 35 63.390 F A4 d 
138 L P53 190 I 93 63. F 204 LQ54 90 I 39 63.259 F Afl 3 

139 L P53 185 I 98 63.940 F A 8 I 3 
140 LP53 174 I 91 63.915 C A8 
1-11 L P53 179 83 64.016 F A8 4 
142 LP53 158 71 61.086 F A8 6 
113 L P53 167 53 6f1.108 C A8 
1-14 LP53 168 ，13 64.010 F A8 'J 

LP53 103 93 64.150 タト 3 

205 LQ54 75 35 63.358 F A4 

j| 
206 LQ54 69 26 63.420 HIF A4 
207 LQ54 68 19 63.398 CO  A4 
208 LQ54 65 6 63.314 F A4 
209 L Q54 ¥ 50 AF  A4 

LQ5:1 ¥ 13 29 I 63.337 F 
211 7 I 35.400 C A4 

146 LP53 114 119 6fi.l07 外 4 212 L Q54 I 9 17 I 63.281 F A4 4 
1-17 LP53 135 148 63.982 TOF A8 213 L Q54 I 24 87 I 63.348 F A4 4 
148 L P53 35 109 64.171 HIF 外 214 LQ54 37 86 63.325 BF A4 5 
149 LP53 93 I 190 63.862 C A9 4 215 LQ54 28 119 63.342 F A4 3 
150 LP53 126 144 64.056 F A8 216 LQ54 18 124 63.275 C A4 4 
151 LP53 374 33 64.021 BF タト 5 217 LQ54 19 148 63.263 F A4 3 
152 I L P53 389 48 63.885 F タト 218 L Q54 I 24 160 63.179 F A4 7 
153 I L P53 396 43 63.985 F 外 5 219 LQ54 27 171 63.230 H F A4 4 
154 LQ53 01 38 63.993 C 外 4 220 LQ54 42 162 63.276 F A4 3 
155 LQ53 37 I 64.000 AF タト 4 221 LQ54 33 144 63.137 F A4 5 
156 LQ53 55 58 63.92t1. F 外 5 222 LQ54 50 1.10 63.2.13 S A4 5 
157 LQ53 84 68 63.889 ず 外 5 223 LQ54 62 136 63.330 F A4 4 
158 LQ53 2t1.5 30 63.973 F 外 5 224 LQ54 51 107 63.377 F A4 4 
159 LQ53 267 113 63.74tL F 外 4 225 LP54 396 171 63.105 RF A6 3 
160 LQ53 357 84 63.858 T 外 5 226 LQ5，1 2 1185 63.295 F A6 4 
161 LQ53 114 172 63.725 F A7 5 227 LQ54 6 I 206 63.165 F A5 
162 LQ53 105 169 63.738 F A7 3 228 LQ54 23 194 63.164 T A4 1 
163 LQ53 190 215 63.505 TOF A7 5 229 LQ54 33 200 63.073 日 F A4 
164 LQ53 158 210 63.681 CO  A7 4 230 LQ54 78 148 63.124 T A4 5 
165 LQ53 172 205 63.523 日 F A7 231 LQ54 85 125 63.112 H F A4 
166 LQ53 171 193 63.622 C A7 232 LQ54 72 124 63.117 F A4 4 
167 LQ53 62 211 63.675 C A7 233 LQ54 103 190 63.073 C A4 5 
168 LQ53 71 215 63.670 F A7 3 234 LQ54 117 165 63.229 F A4 4 
169 LQ53 75 230 63.660 CO A7 4 235 LQ54 138 163 63.157 F A4 4 
170 LQ53 55 225 63.658 CO  A7 4 236 LQ54 128 162 63.117 F A4 4 
171 LQ53 65 222 63.669 AF A7 4 237 LQ54 133 147 63.041 F A4 4 
172 LQ53 22 254 63.541 C A7 4 238 LQ54 152 140 63.077 H TOF A4 4 
173 LQ53 48 275 63.528 C A7 4 239 LQ54 144 136 63.111 F A4 5 
174 LP53 107 264 63.475 y A7 4 240 LQ54 137 130 63.236 TOF A4 2 
175 LP53 123 294 63.465 C A9 5 241 LQ54 106 105 63.147 TOF A4 2 
176 L P53 98 281 63.481 C A9 4 242 LQ54 123 95 63.353 KOF A4 5 
177 LP53 87 282 63.419 F A9 5 243 LQ54 82 90 63.302 H F A4 
178 L P53 80 28t1. 63.418 H C A9 244 LQ54 91 80 63.359 F A4 6 
179 L P53 I 95 2RS! 63.495 F A9 A 245 ! L Q54 ! 140 ! 11.5! 62.967 F i'~ 1[ I 3 
180 L P53 89 308 63.543 F A9 246 LQ54 205 256 63.010 日 F A4 4 
181 LP53 97 300 63.512 F A9 4 247 LQ54 166 133 63.350 日 C A4 
182 LP53 114 302 63.520 CO A9 4 248 LQ54 159 224 62.987 F A4 3 
183 L P53 101 311 63.535 C A9 4 249 LQ54 89 245 62.979 H F A4 
184 L P53 83 336 63.410 HIAF A9 4 250 LQ54 15 297 62骨935 T A3 3 
185 L P53 55 330 63.347 F A9 5 251 LQ54 26 296 62.908 C A3 4 
186 L P53 ‘16 口 308 63.462 F A9 4 6~6 LQ54 58 2:よ~~ 62.971 F A4 
187 L P53 37 325 63.478 F A9 3 253 LQ54 44 244 62.875 F A4 5 
188 LP53 4 I 325 63.568 F A9 4 254 LQ54 70 225 62.882 F A3 2 
189 L P53 7 I 350 63.558 F A9 6 255 LQ54 87 367 62.837 TOF A3 1 
190 LP53 398 365 63.，160 F A8 4 256 LQ54 88 397 62.90'1 C A3 
191 LP53 6 I 377 63.438 H F A9 4 257 LQ5il 113 336 62.985 E A4 、つp 

192 L P53 129 331 63.tl.07 TOF A9 2 258 LQ54 164 380 62.891 T A2 3 
193 LP53 165 307 63.387 KOF A9 3 259 LQ54 179 333 62.999 F A4 5 
19f1 LP53 190 281 63.405 F A8 260 LQ5il 176 287 63.021 co A4 
195 I L P 53 I 200 I 268 I 63.532 I I F A8 “ つu同一回出7 拍蹴 F A8 4 
197 ¥ L P 53 ¥ 165 I 371 I 63.469 I H I F A9 
198 I L P 53 I 178 I 372 I 63.390 I I C A9 5 

261 LQ54 232 305 63宥030 F 外 4 
62.953 F A/l 

263 I L Q 5，1 I 35 I 399 62，879 F A3 3 
264 I L Q 54 I 45 I 392 62.805 F A3 1 

第 5表 A8lK



小出 I遺跡

NO グリッド EW SN 察高 受熱 器種 プロックNO1国N体O NO グリヅド EW SN 標高 受君主 器援 プロァクNO僧NO体

265 LQ54 230 399 62.928 HIF A2 331 LP54 240 67 63.382 F A9 4 
266 LQ55 115 80 62.810 F A2 5 332 LP54 230 80 63.401 F A9 
267 LQ55 211 72 62.748 HIF A2 333 LP54 205 85 63.455 F A9 4 
268 LQ55 146 54 62.730 F A2 4 334 LP54 290 69 63.386 TOF A6 3 
269 LQ55 139 52 62.768 F A2 6 335 LP54 310 36 63.344 F A6 3 
270 LQ55 129 12 62.864 HIF A2 5 336 LP54 295 25 63.382 F A6 3 
271 LQ55 119 5 62.761 C A2 4 337 LP54 300 17 63.328 C A6 4 
272 LQ55 85 21 62.785 F A2 3 338 LP54 263 28 63.363 F A9 4 
273 LQ55 72 27 62.887 TOF A2 2 339 LP54 220 37 63.385 AF  A9 6 
274 LQ55 72 37 62.828 F A2 3 340 LP54 215 。63.578 日 C A9 
275 LQ55 61 35 62.762 C A2 341 LP54 205 23 63.777 C A9 
276 LQ55 100 49 62.787 F A2 4 342 LP54 185 49 63.432 C A9 3 
277 LQ55 77 69 62.720 C A2 4 343 LP54 164 93 63.465 F A9 4 
278 LQ55 71 76 62.704 F A2 3 344 LP54 140 100 63.493 TOF A9 4 
279 LQ55 151 106 62.819 F A1 9 345 LP54 130 15 63.538 F A9 4 
280 LQ55 191 130 62.692 F A1 4 346 LP54 104 17 63.197 F A9 3 
281 LQ55 202 137 62.771 F A1 4 347 LP54 35 。63.784 HIC A9 
282 LQ55 73 124 62.735 日 F A1 4 348 L054 352 65 63.745 F A9 
283 LQ55 10 112 62.736 C A2 4 349 L054 345 100 63.820 F A9 4 
284 LQ55 109 165 62.685 F A1 4 350 LP54 99 240 63.368 C 外
285 LQ55 118 256 62.507 C A1 351 L052 241 374 64.558 CO  外 4 
286 LQ55 151 242 62.517 F A1 4 352 LP53 261 209 63.801 F A8 4 
287 LQ55 163 213 62.548 F A1 1 353 LP53 337 360 63.487 AF  A8 3 
288 LQ55 180 231 62.551 C A1 354 LP52 65 301 64.360 C 外
289 LQ55 133 253 62.476 C A1 3 355 LP53 180 90 63.958 C A8 5 
290 LQ55 149 308 62.490 F A1 6 356 LP53 216 115 63.896 C A8 4 
291 LQ55 9 I 355 62.479 日 P A1 357 LP53 210 131 63.865 F A8 4 
292 LQ55 177 220 62.889 F 外 5 358 LP53 181 158 63.790 C A8 4 
293 LP54 382 357 62.947 C A5 4 359 LP53 270 170 63.763 F A8 3 
294 LP54 382 320 62.932 F A5 4 360 LP53 263 183 63.750 C A8 4 
295 LP54 354 295 62.955 F A5 6 361 LP53 274 196 63.733 C A8 
296 LP54 390 245 63.045 F A5 3 362 LP53 263 207 63.753 C A8 4 
297 LP54 375 220 63.196 AF A5 6 363 LP53 204 210 63.702 C A8 l 
298 LP54 377 249 63.078 F A5 4 364 LP53 225 253 63.619 F A8 3 
299 LP54 357 238 63.130 F A5 4 365 LP53 241 287 63.535 F A8 4 
300 LP54 330 221 63.225 F A5 4 366 LP53 325 277 63.628 F A8 4 
301 LP54 350 194 63.214 F A6 5 367 LQ53 5 I 345 63.421 日 C A8 
302 LP54 333 179 63.250 F A6 6 368 LQ53 90 309 63.372 日 C A7 
303 LP54 351 198 63.207 C A6 1 369 LQ53 121 300 63.417 F A7 4 
304 LP54 275 250 63.138 AF A5 6 370 LQ53 106 310 63.442 UF A7 2 
305 LP54 361 162 63.226 F A6 4 371 LQ54 25 72 63.213 F A4 4 
306 LP54 358 151 63.146 C A6 1 372 LP54 214 330 63.042 F 外 6 
307 LP54 352 134 63.242 TOF A6 3 373 L053 380 362 63.876 C A9 4 
308 LP54 359 117 63.294 AF A6 3 374 LP53 278 249 63.629 C A8 
309 LP54 365 94 63.240 TOF A6 375 LP53 218 309 63.520 C A8 3 
310 LP54 390 87 63.291 S A6 3 376 LP53 211 318 63.548 C A8 
311 LP54 1385 85 63.297 !F A6 1 ! 377 LP53 225 331! 63.500 C p.~ 8 
312 LP54 390 76 63.388 F A6 5 378 LQ54 53 30 63.295 C A4 4 
313 LP54 394 69 63.346 AF A6 3 379 LQ54 73 24 63.271 TOF A4 3 
314 LP54 360 80 63.289 F A6 3 380 LP54 385 71 63.332 C A6 3 
315 LP54 351 66 63.250 AF A6 3 381 LQ54 19 125 63.255 C A4 3 
316 LP54 345 80 63.263 F A6 4 382 LP54 399 185 63.126 C A6 3 
317 LP54 373 49 63.348 F A6 4 383 LQ54 161 244 62.948 F A4 5 
318 LP54 360 53 63.3"7l F A6 5 384 LQ54 182 335 62.912 F A4 4 
319 LP54 371 35 63.292 日 C A6 385 LQ55 228 5 62.880 H C A2 
320 LP54 351 50 63.267 F A6 3 386 LQ55 188 137 62.682 C A1 5 
321 LP54 319 127 63.356 F A6 3 387 LP53 185 115 63.842 C A8 
322 LP54 315 140 63.402 F A6 5 388 LP53 217 111 63.886 C A8 4 
323 LP54 300 165 63.205 F A6 6 389 LP53 211 130 63.846 C A8 
324 LP54 263 184 63.362 F A6 4 390 LP53 278 171 63.756 F A8 4 
325 LP54 240 174 63.274 F A6 6 391 LP53 50 200 63.903 F A9 5 
326 LP54 240 185 63.202 日 C A6 392 LP53 184 395 63.464 F A9 6 
327 LP54 203 176 63.386 C A6 393 LQ54 38 73 63.206 F A'l 4 
328 LP54 232 148 63.415 F A6 3 394 LQ54 42 82 63.185 C A4 5 
329 LP54 218 114 63.499 F A9 6 395 LQ54 24 117 63.229 日 C A4 
330 LP54 255 99 63.329 H F A6 4 396 I L P 53 I 218 I 178 63.710 I H C A8 

5表 A詰IK出土!日高器属性褒(3)



第 2章 !日高器時代

NO グリッド EW SN 標高 受熱 器種 プロックNO領N体O NO グザッド EW SN 標高 受熱 器種 プロックNO健N体O 

397 LP53 224 208 63.660 C A8 4 463 LP54 341 92 63.215 日 C A6 
398 LP53 228 200 63.665 F A8 3 464 LP54 330 92 63.171 F A6 
399 LP53 73 I 315 63.710 C A9 6 465 LP54 333 90 63.178 F A6 1 
400 LP53 110 361 63.598 C A9 466 LP54 325 62 63.206 F A6 3 
401 L053 309 81 64.195 F 外 4 467 LP54 3話 48 63.205 F A6 3 
402 LP53 358 70 63.826 C 外 4 468 LP54 343 39 63.232 AF A6 3 
403 LP53 185 129 63.837 T A8 4 469 LP54 345 47 63.203 AF A6 3 
404 LP53 220 170 63.726 T A8 3 470 LP54 355 24 63.262 F A6 3 
405 LP53 213 193 63.676 F A8 4 471 LP54 337 11 63.264 AF A6 3 
406 LP53 229 197 63.661 F A8 6 472 LP54 325 11 63.321 TOF A6 3 
407 LP53 252 218 63.602 C A8 3 473 LP54 345 5 63.287 HIC A6 
408 LP53 265 238 63.571 C A8 4 474 LP54 お0 73 63.224 F A6 3 
409 LP53 205 230 63.617 T A8 3 475 LP54 350 z6 63.18L F A6 l 

410 LP53 210 234 63.632 HIC A8 476 LP54 360 101 63.155 T A6 4 
411 LP53 274 238 63.536 F A8 4 477 LPS4 158 108 63.181 F A9 4 
412 LP53 200 264 63.604 HIF A8 4 478 LP54 365 130 63.130 F A6 3 
413 LP53 185 263 63.615 C A8 4 479 LP54 235 84 63.298 F A9 6 
414 LP53 170 284 63.575 C A9 3 480 LP54 236 1∞ 63.243 C A9 4 
415 LP53 131 296 63.615 F A9 6 481 LPS4 208 128 63.269 C A9 
416 ! LP53 90 290 63.715 F _A. 9 ! 482 LP54 320 180 63.120 E士 ... 4.. 6 5 
417 LP53 87 292 63.722 F A9 5 483 LP54 319 202 63.部4 E壬 C A6 
418 LP53 140 319 63.5叩 C A9 3 484 LP54 352 199 63.019 HIC A6 
419 LP53 260 282 63.475 C A8 485 LP54 352 188 63.087 F A6 6 
420 LP53 270 288 63.501 C A8 l 486 LP54 309 233 63.036 C A5 6 
421 LP53 2釦 316 63.452 C A8 487 LP54 310 245 63.006 C A5 6 
422 LP53 283 316 63.436 F A8 4 488 LPS4 274 321 62.939 C A5 3 
423 LP53 274 326 63.419 F A8 4 489 LPS4 3拘 284 62.釦7 C A5 1 
424 LP53 275 327 63.419 F A8 4 4叩 LP54 343 292 62.894 C A5 4 
425 LP53 259 315 63.440 F A8 4 491 LP54 341 304 62.914 F A5 6 
426 LP53 244 313 63.489 C A8 
427 LP53 230 320 63.457 AF A8 6 

492 LPS4 352 2邸 62.貨当日 F A5 6 
493 LP54 354 2開 62.8偲 F A5 4 ~ 

42君 LP53 245 345 63官403 fて A8 1 4!M LP54 355 318 62.84.6 C A5 5 
429 LP53 204 350 63.4即 日 C A9 495 LP54 3部 325 62.831 F A5 6 
430 LP53 183 341 63.517 C A9 4部 LP54 認。 252 62.932 C A5 
431 LP53 154 361 63.4弼 F A9 497 LP54 376 297 62.861 C A5 
432 LP53 141 361 63.556 F A9 5 498 LP54 374 281 62.918 C A5 4 
433 LP53 23 355 63.706 F A9 4 499 LP54 367 340 62.815 C A5 
434 LP53 9 I 383 63.650 F A9 3 500 LP54 385 344 62.825 F A5 6 
435 LP53 201 346 63.406 C A9 4 501 LP54 378 322 62.833 H C A5 
436 LP53 300 350 63.397 F A8 3 502 LP54 382 231 62.954 C A5 4 
437 LP53 312 354 63.390 KOF A8 l 503 LQ54 24 222 62.983 AF A5 3 
438 LP53 306 361 63.344 CO A8 3 504 LQ54 18 232 62.960 C A5 5 
439 LP53 329 358 63.356 CO A8 3 505 LQ54 16 245 62.935 F A5 4 
440 LP53 305 382 63.341 CO A8 3 506 LQ54 28 243 62.906 TOF A3 3 
441 LP53 310 393 63.301 C A8 4 507 LQ54 10 266 62.911 F A3 6 
442 LP53 338 388 63.290 C A8 508 LQ54 15 277 62.890 H F A3 

E 長43 LP53 377 1375 63.314 F 1"1.0 。i 5泊 LQ54 7 i 287 62.858 C A3 
444 LP53 375 218 63.519 AF A8 510 LQ54 17 289 62.861 C A3 
445 LQ53 300 82 63.733 BF 外 5 511 LQ54 61305 62.822 F A3 4 
446 LQ53 278 119 63.698 K 外 7 512 LQ54 26 2叩 62.853 F A3 6 
447 LQ53 225 121 63.659 C 外 513 LQ54 32 部9 62.902 H C A3 
448 LQ53 77 264 63.600 F A7 7 514 LQS4 46 282 62.845 C A3 6 
449 LQ53 87 279 63.409 C A7 3 515 LQ54 57 305 62.808 F A3 3 
450 LQ53 95 289 63.385 日 F A7 4 516 LQ54 41 ヨ)6 62.8∞ F A3 5 
451 LQ53 90 335 63.302 E王 F A7 517 LQ54 58 319 62.831 F A3 3 
452 LQ53 82 350 63.309 F A7 5 518 LQ54 42 320 62.823 F A3 3 
453 LP54 125 40 63.453 F A9 3 519 LQ54 51 325 62.807 F A3 3 
454 LP54 141 59 63.407 TOF A9 4 520 LQ54 56 333 62.839 F A3 5 
455 LP54 185 45 63.378 F A9 6 521 LQ54 43 337 62.834 F A3 4 
456 LP54 184 62 63.336 F A9 522 LQ54 41 321 62.782 F A3 2 
457 LP54 245 40 63.296 C A9 6 523 LQ54 50 303 62.815 C A3 3 
458 LP54 292 44 63.265 C A6 4 524 LQ54 23 273 62.875 1ヲ A3 4 
459 LP54 302 50 63.283 E王 C A6 525 LQ54 21164 63.023 F A6 4 
460 LP54 321 50 63.271 F A6 4 526 LQ54 81 90 63.118 日 C A6 
461 LP54 330 66 63.200 TOF A6 3 527 LQ54 71 65 63.197 C A6 4 
462 1 L P 54 1 305 1 82 1 63.242 1 H 1 C A6 528 1 L QS4 1 40 1 45 1 63.210 C A4 5 

第 5表 A器産出土i自石器属性表(4)



小出 I遺跡

NO グリッド EW SN 援お 受?l¥若量 種 プロックNOi鮒NO NO クリパ、 EW SN 標高 受熱 器積 7口:'7NO 

529 LQ51 52 36 63.189 c A4 4 381 263 63.131 F A8  宅て3
530 LQ54 33 68 63.175 F lt ，1 5 L P53 330 282 63雫396 T A8  3 
531 LQ51 12 70 63.133 C A4 597 LP53 306 319 63.360 AF  A8 3 
532 LQ54 54 79 63.H6 I土 A4 。r 598 LQ53 154 6九 63.720 F 外 4 
533 LQ54 59 10 63.210 C A4 4 599 LQ53 90 309 63.297 TOF A7  5 
534 LQ54 72 10 63.238 F A4 4 600 LQ53 75 331 63.267 C A7 
535 LQ54. 74 108 63.094. C A .1 601 LP53 173 i 2'18 63.520 F A8  4 
536 LQ54 80 85 63.155 HIF Atl l 602 LP53 104 235 63.476 F A9 3 
537 L Q54 I 70 120 63.102 F A4 5 603 LP53 98 233 63.481 F A9 4 
538 LQ54 105 111 63.101 F A4 4 604 LP53 59 230 63..160 BF  A9 3 
539 LQ54 100 110 63.090 F A4 5 605 LP53 23 275 63.383 C A9 5 

LQ54 F A .1 5 LP53 258 331 63.361 τ A8 1 
LQ54 32 I 304 62.852 AF  A3 3 L P53 239 392 63.325 KOF A9 4 

542 LQ54 29 323 62.797 C A3 3 608 LP53 301 388 63.278 TOF A8 3 
543 LQ54 46 331 62.786 F A3 1 609 LP53 322 384 63.267 AF  A8 3 
541 LQ54 57 322 62.790 C A3 3 610 L P53 317 395 63.249 F A8 4 
545 LQ54 108 275 62.856 H C A4 611 LP53 117 385 63.520 F A9 6 
546 LQ54 118 329 62.822 F A4 3 612 L P54 132 16 63.131 G A9 4 
547 LQ54 183 355 62.807 H C A4 613 L P54 206 83 63.279 日 C A9 

! 548 ! LQ54 131 397 62.695 ! " ... ~ 2 .1 ! 61-1! LP5.l “円278九 ，13 63.216 !C i¥ 6 、つJ 

549 LQ54 195 192 62.973 C A4 4 615 LP54 284 33 63.221 CO  A6 3 
550 LQ54 203 170 62.986 F A4 4 616 LP54 303 64 63.154 C A6 3 
551 LQ54 164 141 62.990 F A4 4 617 L P54 345 45 63.170 F A6 3 
552 LQ54 126 151 63.003 日 C A4 618 LP54 346 53 63.156 F A6 3 
553 LQ54 104 177 62.983 C A4 3 619 LP54 387 225 62.946 CO  A5 4 
554 LQ54 94 173 62.989 C A4 4 620 LQ54 1 I 280 62.856 AF  A3 6 
555 LQ54 191 136 63.043 F A4 5 621 LQ54 11 270 62.882 F A3 4 
556 LQ55 12 33 62.737 C A1 5 622 LQ54 15 264 62.876 AF  A3 kつJ 

557 LQ55 22 41 62.720 F A2 623 LQ54 20 261 62.880 F A3 4 
558 LQ55 63 63 62.628 F A2 4 624 LQ54 25 266 62.866 F A3 
559 LQ55 76 143 62.605 HIC A1 625 LQ54 13 275 62.871 C A3 6 
560 LQ55 91 150 62.537 F A2 6 LQ54 18 272 62.859 c 、 A ム υq 4 
561 LQ55 97 163 62.543 F A1 4 LQ54 13 281 62.862 F A3 6 
562 LQ55 230 113 62.605 HIF A1 4 628 LQ54 22 279 62.855 CO  A3 1 
563 LQ55 101 218 62.517 F A1 4 629 LQ54 23 285 62.845 C A3 1 
564 LQ55 180 241 62.440 AF  A1 3 630 ムQ54 25 300 62.834 CO  A4 4 
565 LQ55 184 218 62.463 H F A1 4 631 LQ54 30 300 62.838 F A3 4 
566 LQ55 223 216 62.433 F A1 4 632 LQ54 31 299 62.835 F A3 3 
567 LQ55 211 235 62.455 C A1 3 633 LQ54 37 292 62.819 AF  A3 3 
568 LQ55 275 300 62.388 F A1 4 634 LQ54 42 292 62.816 F A3 4 
569 LP55 360 45 62.687 F A2 3 635 L051 ss 300 62.804 AF  A3 3 
570 LP55 143 2 62.848 F 外 4 636 LQ54 58 311 62.770 CO  A3 3 
571 LQ55 33 304 62.622 C A1 4 637 LQ54 54 311 62.788 AF  A3 3 
572 LQ54 26 141 62.904 F A4 3 638 LQ54 59 330 62.772 F A3 
573 LQ54 13 100 63.117 F A6 4 639 LQ54 54 340 62.748 CO  A3 3 
574 LQ54 102 118 63.083 日 F A4 6'10 LQ54 52 347 62.746 F A3 4 
SiS i :LQS4 12 マE i 137 63.032 I τ j A4 zιi 641 L Q54 i ö~ i j'lo i 62.739 r 正'>.j J 

576 L P54 390 145 63.043 F A6 642 LQ54 80 378 62.717 C A3 4 
577 LQ53 363 185 63.015 F 外 6 613 LQ54 85 90 63.082 T A4 2 
578 LQ53 82 158 63.563 F A7 4 644 LQ54 89 83 63.070 TOF A4 5 
579 LQ53 87 336 63.260 TOF A7 2 645 LQ54 95 96 63.050 CO  A4 4 
580 LQ53 98 300 63.309 CO  A7 5 646 LQ54 130 125 63.071 F A3 3 
581 L P53 263 183 63.593 C A8 617 LQ54 132 132 63.037 F A4 4 

L P53 245 214 63.558 C A8 5 648 LQ54 149 129 63.005 T A4 5 
LP53 269 224 63.518 F A8 4 649 LQ54 159 120 63.013 C A4 4 

584 L P53 269 233 63.527 F A8 3 650 LQ54 150 125 63.035 F A4 2 
585 LP53 250 263 63.501 C A8 651 LQ5/1 158 125 63.033 I土 1¥.1 
586 LP53 252 276 63.465 TOF A8 5 652 LQ5，1 116 138 62.981 F 1¥4 4 
587 L P53 265 305 63.'111 C A8 653 LQ54 151 140 62.982 TOF Ail 刀r 

588 LP53 286 312 63.395 I土 A8 

|同55591 0 

L P53 277 323 63.385 C A8 4 

L P53 258 3/15 63.371 C A8 
LP53 2、iァ6 349 63.3'15 F A8 

592 LP53 314 349 63.343 C A8 3 
593 L P53 351 334 63.303 C A8 4 
594 L P53 380 351 63.290 F A8 4 

65，1 I L Q54 I 136 I 165 62.950 F A'1 4 

!日 出田町

62.936 F A，1 5 
656 I L Q 54 I 142 I 392 62.68，1 F A2 
657 I L Q54 I 153 I 392 62.662 F A2 4 

日 8叶57I :2 62.702 F .l¥ 2 、つJ 

659 I L Q 55 I 186 I 98 62.557 F A1 5 

~~LLQ;日 10 し 33 62.658 C A 1 

5表 ABIK出土



第2輩出石器時代

NO グリァ 1;' EW SN 標高 受熱 器種 7ロックトw{領N体O NO グリッド EW SN 標高 受著名 器喜重 ipヅタNO

66l LQ55 181 40 62.637 C A2 6 727 LP53 140 333 63.501 F A9 4 
662 LQ55 84 I 194 62.482 F A1 4 728 L P53 148 355 63.'155 AF  A9 6 
663 LQ55 225 189 62.174 C A1 4 729 L P53 151 379 63.427 C A9 4 
664 LQ53 284 69 63. il9 C 外 l 730 LP53 123 380 63.455 AF  A9 6 
665 LQ53 100 2i1 63.3，14 TOF /¥7 5 7.31 LP53 114 378 63.'173 C A9 
666 LQ53 87 I 306 63.290 HIF /¥7 732 LP53 318 371 63.255 C A8 4 

667 LP53 190 238 63‘577 C /¥8 4 733 LQ53 56 1385 63.177 F A7 4 
I 668 LP53 355 240 63.450 F A8 4 734 LQ53 72 I 394 63.165 F A7 4 

669 LP53 365 305 63.351 C A8 3 735 LQ54 26 I 92 63.058 C A4 
670 LP53 300 305 63.376 C A8 4 LQ54 ?“? ・ 99 63.056 F A'1 4 
671 LP53 285 295 63.395 F A8 3 LQ54 9 1-1.1 63.018 TOF A6 1 

LP53im 、つJ<つJ~つ4 63.369 F 6 

66774 3 
L P53 I 274 356 63.319 F A8 4 

L P53 I 225 305 63.443 F A8 3 

LQ54 61 1/111 62.995 F 4 
LQ54 114 154 62.946 T A4 4 

740 214 62.923 F A5 4 
675 L P53 I 300 288 63.477 F j¥ 8 b 741 LQ54 8 I 213 62.918 C A5 
676 LP53 156 309 63曹511 C A9 4 742 LQ54 59 I 208 62.908 C A4 3 
677 LP53 130 333 63.519 C A9 4 743 LQ54 14 I 229 62.908 C A5 
678 LP53 94 337 63.566 C A9 4 744 LQ54 12 1244 62.879 C A5 4 
679 L P53 109 394 63.519 F A9 6 745 LQ54 17 I 266 62.861 CO  A3 4 
680 I LQ53 90 ::l40 63.241 ! lF .r̂1. 7 A ・ 746 L Q54! 28 1267 62，842 I F A3 6 
681 LQ53 85 365 63.205 CO  A7 4 747 LQ54 21 275 62.822 F A3 4 
682 LQ53 86 355 63.204 F A7 5 748 LQ54 32 275 62.822 F A3 4 
683 LQ53 80 350 63.217 HIF A7 4 749 LQ54 33 286 62.801 F A3 3 
684 LQ53 82 398 63.172 F A7 5 750 LQ54 42 288 62.805 F A3 3 
685 LQ54 64 40 63.126 UF A4 7 751 LQ54 36 283 62.796 F A3 4 
686 LQ54 24 49 63.139 日 C A4 752 LQ54 56 286 62.781 F A4 3 
687 LQ54 143 122 62.996 C A'1 5 753 LQ54 53 296 62.872 C A3 4 
688 LQ54 147 145 62.958 F A4 5 754 LQ54 100 264 62.800 H F A4 5 ! 
689 LQ54 158 188 62.909 HIF A4 755 LQ54 107 270 62.796 F A4 4 
690 LQ54 160 140 62.955 TOF A4 2 756 LQ54 100 243 62.837 C A4 4 
691 LQ54 88 130 63.004 HIC A4 757 LQ54 108 240 62.845 F A4 4 
692 LQ54 121 150 F A4 LQ54 123 229 62.R44 C /¥4 

LQ54 122 164 F A4 LQ54 132 222 62.868 日 F A4 
LQ54 132 175 62.930 F A4 LQ54 96 315 62.738 T A4 

695 LQ54 165 2，15 62.851 日 C A4 761 LQ54 49 309 62.778 F A3 
696 LQ54 13 236 62.905 F A5 6 762 LQ54 44 310 62.778 F A3 3 
697 LQ54 14 266 62.874 F A3 3 763 LQ54 20 301 62.799 F A3 4 
698 LQ54 10 270 62.848 F /¥3 4 764 LQ54 24 311 62.785 F A3 6 
699 LQ54 14 281 62.840 C A3 3 765 LQ54 31 306 62.791 F A3 5 
700 LQ54 30 282 62.811 TOF A3 3 766 LQ54 29 301 62.791 AF  A3 6 
701 LQ54 31 2i1 62.815 C A3 4 767 LQ54 57 341 62.719 T A3 4 
702 LQ54 24 293 62.806 HIF A3 4 768 LQ54 68 335 62.734 F A3 1 
703 LQ54 38 296 62.802 C A3 6 769 LQ54 77 354 62.689 F A3 4 
704 LQ54 37 301 62.803 C A3 6 770 LQ54 69 361 62.679 AF A3 6 
705 LQ55 71 14 62.636 AF  A2 6 771 LQ54 70 355 62.679 T A3 4 
706 LQ55 27 111 62.582 F A1 
ウg臼ハ円g ι γLC、~5ご5 -137 ¥ 263 62.359 ¥ c 、 .T*:1. 1 i J円 z 

772 LQ54 74 371 62.661 H F ~: I ~ I i 773 LQ54 ¥ 6 365 ¥ 6己，、.736 r IA・包，_内d 

708 LQ55 201 278 62.355 C A1 3 774 LQ54 20 385 62.695 F A3 4 
709 LP54 347 50 63.124 F A6 4 775 LQ54 57 389 62.652 C A3 3 
710 LP54 355 47 63.134 AF  A6 4 776 LQ54 79 397 62.636 AF  A3 6 
711 L P54 361 63 63.129 CO  A6 3 777 LQ54 116 391 62.630 BF A2 4 
712 L P54 369 62 63.126 F A6 4 778 LQ55 56 16 62.622 F A1 
713 L P54 358 80 63.116 C A6 3 779 LQ55 96 5 62.607 日 F A2 4 

LP54 378 86 63.108 F A6 4 780 LQ55 137 9 62.605 C A2 4 
715 L P54 375 171 63.011 AF  A6 6 781 LQ55 114 35 62.583 F A2 3 
716 LP54 345 205 62.990 AF  A6 6 782 LQ55 62 71 62.575 AF A2 6 
717 LP54 346 209 62.981 F A6 6 783 LQ55 34 111 62.550 HIC A2 
718 L P54 341 269 62.985 C A5 4 784 LQ55 32 136 62.522 C A1 5 
719 LQ55 85 10 62.6:13 C A2 3 785 LQ55 104 125 62.498 F A1 3 
720 LQ55 168 291 62.335 C A1 786 LQ55 117 136 62.489 TOF A1 3 
721 L P53 185 220 63.660 Pe A8 787 LQ55 95 160 62.456 F A1 6 
722 LP53 195 245 63.545 P巴 A8 788 LQ55 91 20.1 62..HO F A1 4 

国 LP53lγ
63.:133 CO  A8 

724 I L P 53 I 386 I 235 63.434 F A8 

725 I L P 53 I 288 I 299 63.378 C A8 

726 I L P 53 I 280 I 298 63.388 C /¥8 

789 LQ55 93 219 62.420 F A1 3 
790 LQ55 98 241 62，399 HIF /¥1 

791 LQ55 159 239 62，388 F /¥1 4 

7921 LQ55122913141 62，2961 H 1 F A1 

第 5表 A自主主出土i白石器属性表((リ



小出 I遺跡

NO グリッド EW SN 標高 受署員 若善 種 プロック

793 LQ55 351329 62.356 F Al 4 
794 LP54 395 367 62.729 F A5 4 
795 LP54 299 355 62.793 C A5 
796 L P54 338 293 62.856 C A5 3 
797 LP54 338 279 62.891 F A5 5 
798 LP54 377 278 62輔856 AF  A5 6 
799 LP54 349 241 62.917 C A5 5 
800 LP54 378 . 83 63.102 C A6 4 
801 LP54 354 59 63.123 F A6 4 
802 LP54 334 41 63.165 F A6 
803 LP54 339 2 63.204 F A6 3 

LP54 328 28 63.189 C A6 3 
LP54 304 12 63.227 C A6 5 

806 LP54 304 20 63.211 F A6 4 
807 LP54 164 30 63.349 C A9 4 
808 LP54 125 48 63.367 日 C A9 
809 LP53 221 210 63.550 C A8 4 
810 LP53 323 343 63.272 C A8 3 
811 LP53 310 375 63.248 F A8 4 
812 LsP53 1 159 320 63.497 1 f、 j.¥_ 9 5 ! 
813 LP53 167 345 63.438 HIC A9 
814 LP53 120 379 63.460 C A9 6 
815 LP53 116 382 63.467 F A9 6 
816 LP54 145 97 63.295 C A9 6 
817 LP54 314 13 63.198 AF A6 6 
818 LP54 350 230 62.933 C A5 6 
819 LP54 360 311 62.819 C A5 4 
820 LP54 383 279 62.847 F A5 4 
821 LQ54 01340 62.755 F A5 6 
822 LQ54 62 360 62.677 C A3 4 
823 LQ54 54 345 62.700 F A3 4 
824 LQS4 29 289 62.790 T A3 3 
825 LQ54 36 287 62.790 F A3 4 
826 LQ54 11 280 62.816 AF A3 3 
827 LQ54 10 220 62.881 AF  A5 6 
828 LQ54 10 226 62.881 F A5 6 
829 LQ54 11 230 62.881 F A5 4 
830 LQ54 121 242 62.816 H F A4 4 
831 LQ54 108 232 62.830 TOF A4 4 
832 LQ54 127 226 62.844 F A4 3 
833 LQ54 114 213 62.862 TOF A3 5 
834 LQ54 131 207 62.870 TOF A4 4 
835 LQ54 154 184 62.895 F A4 
836 LQ54 157 162 62.918 F A4 4 
837 LQ54 165 151 62.922 C A4 2 
838 LQ54 132 173 62.911 C A4 4 

息むUさd口3 LQ54 1151 16む 62.925 i iT A4 4 
840 LQ54 98 119 63.005 F A4 4 
841 LQ54 80 71 63.056 HIF A4 
842 LQ54 66 3 63.142 C A4 3 
843 LQ54 36 18 63.130 日 C A4 
844 LQ55 112 30 62.560 HIF A2 
845 LQ55 115 41 62.536 TOF A2 4 
846 LQ55 105 53 62.535 F A2 4 
847 LQ55 106 76 62.517 F A2 3 
848 LQ55 96 91 62.518 F A2 4 
849 LQ55 87 81 62.536 F A2 4 
850 LQ55 80 86 62.533 F A2 6 
851 LQ55 69 92 62.536 F A2 
852 LQ55 83 98 62.512 F A2 6 
853 LQ55 124 110 62.473 CO A1 3 
854 LQ55 110 128 62.480 C A1 3 
855 LQ55 42 160 62.501 F A1 1 
856 LQ55 50 207 62.435 F Al 3 
857 LQ55 272 159 62.459 F A1 4 
8581 LQ55 12511274 62.328 日 C A1 
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標高|受熱|器

62‘335 I 1 F 
62.333 1 I F 

63.395 I I C 
63.3261 1 C 0 

63.373! I C 
63.403 I I C 

63.158 I I C 0 

63.150 I I C 

62.6571 I AF  
62.650 I I F 

62.699 I I F 
62.693 I I F 

62.725 I 1 F 

62.7591 I F 
62.7301 1 AF  
62.7971 1 C 
62.746 I I F 
62.7601 I F 

62.832 I I F 

62.933 I 1 T 0 F 
62.985 I I T 0 F 
62.9801 1 F 
62.9391 H I F 
62.5571 1 AF  
62.565 1 1 F 
62.5511 1 TOF 

62.5491 1 F 
62.5401 1 AF  
62.5411 1 C 
62.5841 H 1 F 

62.5431 1 TOF 
62.5111 1 TOF 

62.411 1 1 F 

62竃412I I C 
63.348 I I C 
63.394 I I F 
63.200 I H 1 F 
63.030 I H I F 
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第 5表 A産申土!日石器属褒(7)



第2章 !日石器時代

NO グリッド EW SN 標高 受熱 器護霊 プロックNO僧N体O NO グリッド EW SN 標高 受熱 器種 プロ γクNO領NO体

925 LQ54 118 86 63.010 F A4 4 991 LQ55 73 I 100 62.513 F A2 6 

926 LQ54 123 100 62.996 C A4 2 992 LQ55 145 208 62.390 F A1 

927 LQ54 114 149 62.926 F A4 4 993 LQ55 123 245 62.344 C A1 4 

928 LQ54 125 207 62.862 HIF A4 5 994 LP54 350 99 63.068 C A6 3 

929 LQ54 127 244 62.799 TOF A4 3 995 LP54 360 121 63.035 C A6 1 

930 LQ54 118 250 62.793 F A4 5 996 LP54 356 109 63.053 HIC A6 

931 LQ54 107 254 62.768 F A4 4 997 LP54 381 129 63.008 F A6 4 

932 LQ54 76 I 274 62.767 F A4 4 998 LP5'1 354 146 62.996 AF A6 6 

933 LQ54 25 279 62.803 C A3 4 999 LP54 386 142 63.006 HIF A6 4 

934 LQ54 96 I 293 62.734 C A4 5 1000 LP54 367 164 62.983 F A6 3 
935 LQ54 91 I 275 62.754 HIF A4 1001 LP54 384 180 62.952 日 C A6 
936 LQ54 20 283 62.791 F A3 4 1002 LP54 387 220 62.904 T A5 4 

937 LQ54 21 269 62.798 F A3 6 1003 LP54 346 210 62.933 C A5 3 

938 LQ54 22 165 62.947 C A4 4 1004 LP54 379 261 62.868 AF A5 6 

939 LQ54 9 I 201 62.895 TOF A5 4 1005 LP54 387 348 62.738 C A5 4 

940 LQ54 5 I 209 62.897 AF  A5 3 1006 LP53 314 226 63.426 C A8 4 

941 LQ54 9 I 220 62.878 F A5 3 1007 LP53 370 320 63.271 F A8 3 
942 LQ54 01230 62.879 F A5 3 1008 LQ54 121 99 62.995 てrOF A4 2 
943 LQ54 14 I 203 62.783 F A3 1009 LQ54 137 150 62.915 C A4 4 

! 944 LQ54 24 301 62.777 r A3 3 ! 1010 LQ54 170 160! 62.908 F ii.11 3 

945 LQ54 24 306 62.765 T A3 4 1011 LQ54 144 160 62.910 HIF A4 4 

946 LQ54 36 305 62.768 HIF A3 1012 LQ54 90 160 62.912 HIF A4 

947 LQ54 39 296 62.745 F A3 4 1013 LQ54 44 134 62.952 C A4 4 
948 LQ54 34 314 62.772 C A3 5 1014 LQ54 25 109 63.009 TOF A4 5 
949 LQ54 52 309 62.734 C A3 1015 LQ54 22 145 62.958 F A4 4 
950 LQ54 108 285 62.743 F A司 3 1016 LQ54 46 185 62.880 HIC A4 
951 LQ54 47 319 62.724 HIC A3 1017 LQ54 15 I 210 62.876 C A5 4 
952 LQ54 56 324 62.702 F A3 4 1018 LQ54 28 269 62.794 F A3 6 
953 LQ54 50 341 62.700 F A4 4 1019 LQ54 24 276 62.808 F A3 6 
954 LQ54 53 339 62.684 F A3 4 1020 LQ54 36 285 62.776 F A3 4 
955 LQ54 53 345 62.671 C A3 1021 LQ54 26 297 62.781 F A3 4 
956 LQ54 50 349 62.671 C A3 4 1022 LQ54 29 292 62.781 HIC A3 
957 LQ54 55 354 62.658 T A3 1 1023 LQ54 66 290 62.747 AF  A4 3 
958 LQ54 72 325 62.694 C A3 4 1024 LQ54 70 272 62.748 C A4 4 
959 LQ54 66 324 62.694 F A3 3 1025 LQ54 71 267 62.760 F A4 5 
960 LQ54 60 355 62.677 T A3 4 1026 LQ54 88 287 62.730 そr A4 3 
961 LQ54 64 340 62.677 F A3 3 1027 LQ54 91 227 62.816 日 C A4 
962 LQ54 72 330 62.674 F A3 1 1028 LQ54 97 229 62.816 TOF A4 5 
963 LQ54 73 340 62.674 T A3 4 1029 LQ54 107 255 62.766 F A4 3 
964 LQ54 76 342 62.661 T A3 4 1030 LQ54 133 246 62.823 F A4 5 
965 LQ54 74 350 62.661 H C A3 1031 LQ54 135 232 62.812 F A4 4 
966 LQ54 70 355 62.650 F A3 3 1032 LQ54 132 229 62.814 F A4 4 
967 LQ54 57 360 62.656 TOF A3 1 1033 LQ54 128 228 62.814 F A4 4 
968 LQ54 56 364 62.656 F A3 6 1034 LQ54 123 230 62.805 日 F A4 5 
969 LQ54 46 375 62.635 C A3 4 1035 LQ54 120 221 62.846 F A5 5 
970 LQ54 14 364 62.641 す A5 5 1036 LQ54 114 215 62.853 F A4 4 
9711 LQ~込 '''' 349 62.655 C .... .ð.~ 3 つ‘; i 1037 L Cミ54 116 つUfUE3df 6、つ~.邑Eミ:16 C .J.llJ...4 4 
972 LQ54 70 370 62.623 F A3 6 1038 LQ54 129 212 62.835 F A4 4 
973 LQ54 63 389 62.611 C A3 3 1039 LQ54 162 173 62.897 H F A4 5 
974 LQ54 79 389 62.596 F A3 3 1040 LQ54 156 194 62.856 F A4 5 
975 LQ54 114 334 62.668 C A4 1041 LQ54 28 320 62.718 F A3 6 
976 LQ54 143 390 62.594 F A2 4 1042 LQ54 53 322 62.691 C A3 4 
977 LQ54 134 399 62.578 F A2 4 1043 LQ54 58 325 62.691 F A5 5 
978 LQ54 115 391 62.583 F A2 7 1044 LQ54 47 339 62.689 AF  A3 3 
979 LQ55 101 8 62.558 日 C A2 1045 LQ54 86 304 62.712 TOF A4 1 
980 LQ55 102 33 62.522 F A2 6 1046 LQ54 88 303 62.712 F A4 4 
981 LQ55 121 28 62.520 C A2 5 1047 LQ54 70 330 62.680 F A3 3 
982 LQ55 130 41 62.516 日 F A2 1048 LQ54 42 353 62.654 F A3 4 
983 LQ55 119 36 62.516 I干 A2 4 1049 LQ54 74 348 62.643 F A3 4 
984 LQ55 106 44 62.501 F A2 3 1050 LQ54 94 347 62.645 F A4 5 
985 LQ55 101 40 62.514 F A2 3 1051 LQ54 55 354 62.641 F A3 3 
986 LQ55 95 50 62.514 C A2 4 1052 LQ54 76 357 62.634 H C A3 
987 LQ55 106 48 62.501 C A2 3 1053 LQ54 86 356 62.634 F A3 4 
988 LQ55 121 60 62.488 F A2 5 1054 LQ54 60 364 62.630 F A3 3 
989 LQ55 83 58 62.520 C A2 4 1055 LQ54 76 364 62.620 F A3 3 
990 LQ55 104 84 62.481 I I F A2 6 1056 LQ54 82 364 62.620 F A3 4 

第 5表 ABIK出土i白石器属性表(8)



小出 I遺跡

NO ゲ 1)ッド EW SN 標高 受熱 器種 プロックNO NO グリヅド EWI SN 標高 受熱 苦号 種 プロックNO個NO体I
1057 LQ54 62 I 375 62.613 F A3 6 1123 LP54 352 25 63.090 F A6 4 

1058 LQ54 76 I 380 62.595 F A3 4 1124 L P54 351 41 63.078 AF  A6 3 

1059 LQ54 94 I 376 62.594 C A3 4 1125 L P54 360 44 63.058 F A6 4 

1060 LQ54 116 304 62.700 C A4 5 1126 L P54 364 54 63.058 F A6 4 

1061 LQ5t1 110 336 62.654 C A4 4 1127 LP51 :i73 53 63.048 C A6 1 

1062 LQ54 127 335 62.668 E干 A4 4 1128 LP54 377 61 63.033 C A6 

1063 LQ54 106 355 62.624 F A4 4 1129 LP54 368 70 63.011 AF  A6 3 

1064 LQ54 108 364 62.604 F A2 1130 LP54 369 76 63.014 F A6 4 

1065 LQ54 113 370 62.622 F A2 3 1131 L P54 326 110 63‘039 F A6 6 

1066 LQ54 116 375 62.601 F A2 3 1132 L P54 380 120 62.968 C A6 

1067 LQ54 114 380 62.601 F A2 5 1133 LP5/1 3'15 181 62.910 C A6 3 

1068 LQ54 111 、つJに8丹'" 62.586 F A2 4 1B1 LP5.1 3.14 175 62.920 F A6 d 亡

1069 LQ55 132 15 62.533 F A2 3 1135 LP54 370 299 62.905 TOF A5 1 

1070 LQ55 135 24 62.528 F A2 3 1136 LP54 348 215 62.890 C A5 
1071 LQ55 120 20 62.522 T A2 3 1137 L P5/1 371 212 62.864 F A5 4 

1072 LQ55 103 36 62.502 TOF A2 3 1138 L P54 358 22/1 62.865 C A5 

1073 LQ55 124 60 62.'184 C A2 5 1139 L P54 373 226 62.842 F A5 4 

1074 LQ55 130 69 62.488 F A2 4 1140 LP54 328 221 62.852 C A5 

1075 LQ55 75 78 62.488 F A2 6 1141 L P5，j 388 271 62.858 AF  A5 6 

1076 LQ55 口98 112 62.459 r Al 1・ ini2 LP54 341 234. 62.851 ， に(ノ A5 

1077 LQ55 80 125 62.458 F A1 3 1143 L P54 365 239 62.843 C A5 

1078 LQ55 86 178 62.401 C A1 6 1141 L P54 383 243 62.829 C A5 3 

1079 LQ55 100 171 62.387 F A1 3 1115 LQ54 2 I 245 62.818 F A5 3 

1080 LQ55 120 210 62.329 TOF A1 1 1H6 L P54 390 260 62.791 C A5 

1081 LQ55 134 218 62.333 F A1 3 1147 LP54 341 265 62，828 F A5 6 

1082 LQ55 126 217 62.333 T A1 3 1148 LP54 343 281 62.752 C A5 

1083 LQ55 131 213 62.333 C Al 4 1149 LP5'1 377 282 62.771 日 C A5 

1084 LQ55 145 238 62.333 F A1 4 1150 LP54 365 293 62.752 C A5 4 

1085 LQ55 102 172 62.413 C A1 3 1151 LP54 369 326 62.709 C A5 

1086 LQ55 211 186 62.405 C A1 4 1152 LQ54 48 393 62.581 F A3 6 

1087 LQ55 260 185 62.408 C A1 3 1153 LQ54 56 369 62.588 C A3 

1088 LQ55 283 143 62.464 F ';'_̂l.. 1 4 1154 LQ54 56 346 62.619 H F 1¥3 

1089 LQ55 294 126 62.494 C A1 3 1155 LQ54 60 341 62.619 F A3 3 

1090 LQ55 295 168 62.446 C Al 1156 LQ54 42 341 62.665 F A3 3 

1091 LQ54 295 187 62.418 H C A1 1157 LQ54 38 338 62.665 C A3 3 

1092 LP54 395 361 62.684 F A5 4 1158 LQ54 37 333 62.655 F A3 4 

1093 LP54 386 325 62.751 C A5 1159 LQ54 30 324 62.654 C A3 4 

1094 L P54 381 327 62.732 F A5 6 1160 LQ54 47 325 62.662 C A3 5 

1095 L P54 373 326 62.755 C A5 1161 LQ54 54 324 62.662 F A3 4 

1096 LP54 397 240 62.844 C A5 4 1162 LQ5t1 68 320 62.653 日 F A3 5 

1097 LP54 364 234 62.879 E王 C A5 1163 LQ54 日1 316 62.666 F A3 4 

1098 LP54 382 207 62.889 H C A5 1164 LQ54 64 309 62.673 C A3 

1099 LP54 365 210 62.903 F A5 4 1165 LQ54 36 306 62.686 F A3 

1100 LP54 349 215 62.912 C A5 1166 LQ54 24 305 62.701 F A3 4 

1101 LP54 396 93 62.905 T A6 4 1167 LQ54 23 309 62.690 C A3 4 

1102 L P54 393 142 62.948 CO  A6 3 1168 LQ54 21 307 62.702 F A3 l 

llVj L 1"54 382 145 62.966 し 1'1.0 4 1169 LQ51 11 307 62.702 J:< A3 J 

1104 L P54 361 130 62.990 TOF A6 4 1170 LQ54 92 333 62.632 F A4 4 

1105 L P54 385 120 62.984 CO  A6 5 1171 LQ54 96 340 62.623 F A4 1 

1106 LP54 389 45 63.081 H C A6 1172 LQ54 100 370 62.587 日 C A2 

1107 LP54 354 52 63.090 C A6 1173 LQ54 105 304 62.585 F A2 3 

1108 LP54 346 42 63.108 C A6 5 1174 LQ54 107 365 62.585 F A2 5 

1109 L P54 346 51 63.092 C A6 1175 LQ54 121 360 62.599 K A4 5 

1110 L P54 350 45 63.100 F A6 1176 にQ54 124 339 62.615 H F A4 

1111 LP54 325 20 63.145 TOF A6 1177 LQ54 133 336 62.615 F A4 5 

1112 LP54 326 10 63.151 F A6 1178 LQ54 126 335 62.625 TOF A1 3 

1113 LP54 310 20 63.161 C A6 1 1179 LQ54 110 323 62.660 F A4 I 

11H L P5.1 341 30 63.13-1 C A6 1180 LQ5，1 102 3H 62.671 F A1 

1115 L P53 25お 296 63.3お2 C A8 刀 1181 仁QS4 102 307 62.671 i中 A，j 

1116 LP53 267 295 63.382 C A8 3 1182 LQ54 98 306 62.671 F A4 5 

1117 L P53 276 321 63.343 C A8 3 1183 LQ54 127 298 62，694 C A/l 5 

1 8LP… 日制
C A8 

11191 L P53 I 338 I 329 I 63.272 C A8 

1120 1 L P53 1 275 1 355 1 63.29'1 F A8 

1121 1 L P 54 1 324 1 11 1 63.124 AF  A6 

1122 I L P54 I 334 I 81 63.118 F A6 

1184 LQ54 165 325 62.650 C A4 3 

1185 LQ54 117 284 62.697 F A4 4 

1186 LQ5tl 1116 266 62.731 C A4 

1187 LQ54 141 251 62，760 C A4 3 

1188 LQ54 143 241 62.761 F A4 
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E

優怠 母手数裟

62.7611 1 T 

62.7831 H I C 

62.818 I H I C 

62.8231 I C 

62.795 I H 1 C 

62.795 I 1 F 

62.8041 I C 

62.807 I I F 

62.819 I H I C 
62.819 I H I F 

62.736 I I F 

62.7561 1 F 

62.7561 I AF  

62.7561 1 F 
62.718 I I F 

62.7651 I F 

62.737 I 1 F 

62.7851 I F 

62.765 I 1 C 
~~円........ ， r-

む己 .i!:Jl 1 I ~ 

62.885 I H 1 C 

62.849 I I F 

62.826 I 1 F 
62.8.15 I I C 

62.860 I I T 0 F 
62.883 I I F 

62.913 I H I C 

62.956 I I C 

62.949 I I C 
62.974 I I F 

62.947 I I F 
6つ9つつ IH I “・白.:.." l ..l..l 1 

62.964 I I F 
62.946 I I F 

62.927 I I F 

62.900 ¥ H ¥ C 

62.896 I I T 
62.93，11 H 1 F 

62.844 I I K 0 F 
62.835 I I F 

62.880 I I F 

62.874 I I F 

62.871 I I F 

62.879 I I F 

62.876 I I T 

62.866 I H I C 

62.883 i H i C 

62.881 I I C 

62.880 I I F 

62.925 I H I C 

62.937 I I F 

63.016 I I F 
63.083 I I T 0 F 

63.007 I I C 

63.025 I I C 

63.037 I I F 

3.075 I I F 63.075 I 

62.719 I I T 0 F 
62.560 I H I F 

63.428 I I F 

62.413 I I AF 
62.4551 I F 

62.489 I I F 
62つ4号 IC.J'iO I 

62.300 I I C 

62.336 I I C 
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第2章 !日石器時代

NO グリッド EW SN 際高 受熱 器種 プロ 7クNO個NO体

1255 LQ55 237 201 62.365 C A1 3 
1256 LQ55 241 251 62.313 C A1 
1257 LQ53 65 I 305 63.222 CO  A7 4 
1258 LP54 245 47 63.214 C A9 
1259 LP54 352 24 63.081 C A6 
1260 LP51 361 35 63.064 F A6 4 
1261 L P54 354 33 63.064 F A6 4 
1262 L P54 367 75 62.992 F A6 4 
1263 L P5.1 376 96 62.960 AF  A6 6 
1264 L P54 374 99 62.960 F A6 3 
1265 L P54 376 106 62.960 F A6 3 
1266 LP5'1 388 134 62.930 AF  A6 3 
1267 L P54 354 141 62，965 F A6 1 

1268 L P54 345 196 62.879 F A6 4 
1269 L P54 358 198 62.871 F A6 6 
1270 L P54 373 195 62.867 F A6 3 
1271 L P51 371 211 62.816 F A5 1 
1272 L P54 380 211 62.813 F A5 3 
1273 L P54 391 229 62.829 C A5 

i 127，1 L P54 369 223 62.834 AF A5 3 
1275 LP54 341 228 62.830 F A5 6 
1276 L P54 359 221 62.810 F A5 4 
1277 L P54 339 227 62.861 F A5 5 
1278 LP5'1 331 262 62.813 F A5 3 
1279 L P54 357 248 62.793 F A5 3 
1280 L P54 365 255 62.784 日 C A5 
1281 L P54 367 245 62.828 C A5 
1282 LP54 376 254 62.80'1 F A5 4 
1283 L P51 381 260 62.800 C A5 
1284 L P5'1 386 266 62.800 F A5 4 
1285 L P54 392 288 62.735 C A5 
1286 LQ5，1 26 314 62.671 し円 A3 
1287 LQ54 44 330 62.643 F A3 5 
1288 LQ54 58 329 62.633 CO  A3 1 
1289 LQ54 69 346 62.607 F A3 4 
1290 LQ54 62 355 62.607 F A3 6 
1291 LQ54 61 357 62.595 TOF A3 3 
1292 LQ54 62 373 62.586 C A3 3 
1293 LQ54 70 376 62.586 F A3 3 
1294 LQ54 77 369 62.581 C A3 
1295 LQ51 74 302 62.675 F A4 4 
1296 LQ54 77 304 62.675 F A4 5 
1297 LQ54 105 314 62.647 C A4 4 
1298 LQ54 117 304 62.679 C A4 5 
1299 LQ54 107 331 62.626 F A1 5 
1300 LQ54 103 348 62.595 F A4 4 

11301 i L Q 54 1 113 i 387 62.563 TOF A2 4 
1302 LQ54 126 348 62.605 TOF A1 4 
1303 LQ54 126 336 62.615 T A4 5 
1304 LQ51 124 330 62.624 HIF A4 4 
1305 LQ54 12，1 329 62.639 F A4 
1306 LQ54 138 339 62.616 TOF A4 I 

1307 LQ54 134 380 62.580 F ιA“ つ 4 
1308 LQ51 139 365 62.586 F A4 4 
1309 LQ54 147 365 62.586 F A4 4 
1310 LQ54 178 378 62.594 F A2 4 
1311 LQ54 142 332 62.62/1 H F A4 
1312 LQ54 155 315 62.652 F A'l 
1313 LQ5/1 138 297 62.672 日 F A4 
1314 LQ54 160 269 62.714 C A4 
1315 LQ5'1 117 290 62.685 E干 A4 
1316 LQ54 121 275 62‘706 H C iU 
1317 LQ54 118 269 62.713 H C A ，1 
1318 LQ511 1H 280 62.697 F Afl 5 
1319 LQ54 111 295 62.680 C A4 4 
1320 LQ5.1 81 209 62.807 F A4 

第 5表 AB区出土!日石器属性表(]())
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小出 I遺跡

NO グリッド EW SN 原高 受熱 器種 プロックNO個N体O NO グリッド EW SN 様高 受熱 器種 プロックNO健N体O 

1321 LQ54 80 I 219 62.792 F A4 4 1387 LQ54 1 I 261 62.740 C A5 
1322 LQ54 74 I 263 62.737 F A4 5 1388 LP54 398 286 62.735 C A5 4 
1323 LQ54 68 I 260 62.735 HIC A4 1389 LQ54 50 I 373 62.595 F A3 4 
1324 LQ54 44 265 62.747 C A3 4 1390 LQ54 58 I 393 62.553 HIF A3 
1325 LQ54 47 282 62.728 F A3 3 1391 LQ54 66 399 62.540 C A3 4 
1326 LQ54 44 280 62.728 HIF A3 1392 LQ54 171 275 62.683 HIC A4 
1327 LQ54 19 I 295 62.714 C A3 3 1393 LQ54 164 286 62.676 日 C A4 
1328 LQ54 27 300 62.710 F A3 3 1394 LQ54 119 275 62.689 HIF A4 4 
1329 LQ54 66 285 62.711 T A4 3 1395 LQ54 90 266 62.717 F A4 3 
1330 LQ54 63 293 62.695 CO  A3 4 1396 LQ54 73 254 62.737 TOF A4 4 
1331 LQ54 172 200 62.806 C A4 4 1397 LQ54 30 I 264 62.735 T A3 3 
1332 LQ54 151 200 62.806 C A3 5 1398 LQ54 28 256 62.730 F A3 
1333 LQ54 153 211 62.794 C A4 4 1399 LQ54 23 260 62.744 F A3 
1334 LQ54 148 209 62.794 HITOF A4 5 1400 LQ54 76 229 62.764 F A4 4 
1335 LQ54 141 200 62.807 F A4 4 1401 LQ54 66 235 62.775 F A4 4 
1336 LQ54 135 202 62.802 HIC A3 1402 LQ54 45 217 62.880 T A4 
1337 LQ54 100 210 62.796 F A4 5 1403 LQ54 6 I 200 62.880 AF  A3 6 
1338 LQ54 189 190 62.825 H1F A4 4 1404 LQ54 64 204 62.790 C A4 
1339 LQ54 183 184 62.828 HIC A4 1405 LQ54 80 179 62.824 F A4 5 
1340 LQ54 151 170 62.870 C /'.4. 4・ ! 1406 LQ54 ケ，~つ 161 62.3.!13 HITOF .A.4 3・
1341 LQ54 125 170 62.848 日 F A4 4 1407 LQ54 113 170 62.830 HIC A4 
1342 LQ54 116 172 62.838 T A4 5 1408 LQ54 128 165 62.838 HIF A4 4 
1343 LQ54 127 148 62.867 F A3 5 1409 LQ54 125 157 62.858 F A4 5 
1344 LQ54 74 191 62.821 F A4 4 1410 LQ54 134 149 62.860 y A4 5 
1345 LQ54 73 184 62.835 F A4 4 1411 LQ54 159 141 62.862 UF A4 4 
1346 LQ54 57 171 62.852 F A4 3 1412 LQ54 120 140 62.855 F A4 4 
1347 LQ54 90 135 62.890 H F A4 1413 LQ54 127 126 62.885 日 C A4 
1348 LQ54 87 112 62.921 F A4 3 1414 LQ54 134 123 62.893 HIF A4 4 
1349 LQ54 85 100 62.943 H F A4 1415 LQ54 75 134 62.869 C A4 4 
1350 LQ54 87 100 62.943 T A4 4 1416 LQ54 81 98 62.921 HIF A4 4 
1351 LQ54 87 101 62.943 F A4 4 1417 LQ54 80 91 62.928 F A4 5 
1352 LQ54 72 88 62.977 H F A4 1118 LQ5t1 77 91 62.928 H C .，t.11;).. 3 

1353 LQ54 80 80 62.985 H C A4 1419 LQ54 83 95 62.922 TOF A4 4 
1354 LQ54 90 64 62.998 CO  A4 4 1420 LQ54 81 102 62.916 F A4 4 
1355 LQ54 51 26 63.075 C A4 4 1421 LQ54 64 104 62.914 日 C A4 
1356 LQ55 136 6 62.529 F A2 5 1422 LQ54 40 114 62.880 F A4 4 
1357 LQ55 119 7 62.518 F A2 3 1423 LQ54 77 76 62.978 F A4 5 
1358 LQ55 113 16 62.505 F A2 4 1424 LQ54 75 80 62.954 F A4 5 
1359 LQ55 142 9 62.526 F A2 2 1425 LQ54 62 87 62.931 F A4 4 
1360 LQ55 134 22 62.512 F A2 4 1426 LQ54 46 69 62.936 T A4 4 
1361 LP54 384 36 63.044 C A6 3 1427 LQ54 70 54 63.007 F A4 5 
1362 LP54 370 65 62.986 H F A6 4 1428 LQ54 69 71 62.960 日 F A4 4 
1363 LP54 368 81 62.972 H F A6 5 1429 LQ54 70 27 63.020 F A4 4 
1364 LP54 367 86 62.968 F A6 3 1430 LQ54 72 20 63.025 F A4 5 
1365 LP54 380 88 62.958 F A6 3 1431 LQ54 151 314 62.644 T A4 5 
1366 LP54 385 81 62.970 C A6 1432 LQ54 130 312 62.635 F A4 4 

i 1367 LP54 382 79 62.975 し A6 4. i i 1433 Licl::J冬 120 i 325 62.613 r A 4  4 

1368 LP54 374 104 62.945 F A6 3 1434 LQ55 130 30 62.497 H F A2 
1369 LP54 374 110 62.934 F A6 3 1435 LQ55 139 32 62.494 日 F A2 
1370 LP54 377 108 62.932 F A6 3 1436 LQ55 101 33 62.499 F A2 3 
1371 LP54 325 100 63.013 F A6 4 1437 LQ55 103 39 62.490 F A2 3 
1372 LP54 346 119 62.973 C A6 4 1438 LQ55 120 53 62.468 F A2 4 
1373 LP54 374 139 62.900 F A6 4 1439 LQ55 185 59 62.488 F A2 4 
1374 LP54 353 212 62.850 C A5 1440 LQ55 115 80 62.453 F A2 
1375 LP54 390 219 62.824 C A5 4 1441 LQ55 185 106 62.468 C A1 
1376 LP54 346 230 62.834 C A5 1442 LQ55 112 114 62.428 T A1 3 
1377 LP5'1 373 231 62.807 AF  A5 6 1443 LQ55 90 128 62.390 F A1 6 
1378 L P54 368 246 62.771 F A5 4 1114 LQ55 105 167 62.388 F A1 4 
1379 LP54 372 249 62.788 H F A5 1445 LQ55 90 169 62.370 F A1 6 
1380 LP54 384 243 62.793 F A5 1446 LQ55 95 173 62.379 AF  A1 3 
1381 LP54 391 246 62.810 C A5 1447 LQ55 74 179 62.377 C A1 3 
1382 LP54 379 251 62.775 H C A5 1448 LQ55 69 172 62.400 C A1 4 
1383 LP54 381 262 62.733 H F A5 1449 LQ55 56 170 62.408 F A1 
1384 LP5/1 386 269 62.752 C A5 4 1450 LQ55 31 153 62.421 C A1 
1385 LP54 387 259 62.746 F A5 6 1451 LQ55 26 156 62.388 F A1 

13861 LP54139512~己主ムー c A5 4 1452 1 L Q55 1 17 1 1.10 62.446 F A1 

5表 AB区出土IB若器属性表(11)



第 2章 !日石器時代

NO グリッド EW SN 標高 受熱 告ま 種 プロックNO NO グ 1) ソド EWI SN 標高 受熱 器種 プロヅクNO偲N体O 

1453 LQ55 110 199 62.348 F /¥1 1519 LQ54 74 87 62.911 C A4 4 
1454 LQ55 94 ! 247 62.318 C /¥1 4 1520 LQ54 65 85 62.927 C /¥.1 4 
1455 LQ55 138 256 62.299 C /¥1 3 1521 LQ54 46 79 62.918 Pe A4 
1456 LQ55 1、つJ、にJ 221 62.320 F /¥1 aつJ 1522 LQ54 S6 90 62.916 C /¥4 
1157 LQ55 131 202 62.328 TOF /¥1 5 1523 LQ54 36 106 62.888 F A4 5 
1458 LQ55 147 197 62.342 F /¥1 3 1524 LQ54 61 106 62.873 F /¥4 4 
1459 LQ55 221 237 62.314 C /¥1 3 1525 LQ54 56 111 62.870 F /¥4 5 
1460 LQ55 225 230 62.339 F /¥1 3 1526 LQ54 65 128 62.856 C /¥4 
1461 LQ55 229 226 62.315 C /¥1 3 1527 LQ54 73 121 62.857 F /¥4 
1462 LQ55 250 191 62.365 C /¥1 1528 LQ5!j F A4 5 
1L163 LQ55 253 182 62.381 F /¥1 3 1529 LQ5/1 80 I 123 62.869 F A4 5 
1464 LQ55 266 19，1 62.368 /¥1 1530 LQ54 79 I 127 62.869 F /¥4 4 
1465 LQ55 248 164 62.396 /¥1 1531 LQ51 129 I 108 62.892 F A4 2 
1466 LQ55 251 152 62.417 F /¥1 3 1532 LQ54 142 128 62.861 HIF /¥4 4 
1467 LQ55 260 153 62.417 C /¥1 1533 LQ54 126 125 62.875 F A4 5 
1468 LQ55 271 152 62.425 Pe /¥1 1534 LQ51 135 142 62.853 F /¥1 5 
1469 L P51 337 5 63.097 /¥F /¥6 3 1535 L Q51 119 132 62.866 HIF A4 4 
1170 L P51 354 15 63.059 T /¥6 3 1536 LQ54 140 154 62.823 HIF /¥4 5 
1171 L P51 367 14 63.036 F /¥6 4 1537 LQ51 134 169 62.820 F /¥1 

11.1721 L P54 360 31 63.017 TOF ‘叫'"円6 .:J ! 1538 I L Q5'l PR 17.1 i 62.811 F l' 、1..:1 、町:J 

1173 L P54 370 56 63.000 F /¥6 4 1539 LQ54 140 191 62.804 HIC A4 
1174 L P51 383 52 62.980 F /¥6 3 1510 LQ51 132 175 62.819 K /¥1 単

1175 LP51 387 61 62.956 C /¥5 4 1511 LQ51 160 190 62.802 HIF A4 
1476 L P54 387 67 62.965 F /¥5 3 1542 LQ54 147 212 62.768 C /¥4 
1177 LP54 392 79 62.947 F /¥6 3 1543 LQ54 84 155 62.844 F A1 5 
1478 LP51 176 68 62.952 HIF /¥9 4 1514 LQ54 78 164 62.817 F A4 4 
1479 L P54 377 78 62.950 F /¥6 4 15/15 LQ54 77 153 62.831 F A1 4 
1480 LP51 373 81 62.950 F /¥6 3 1546 LQ54 82 175 62.805 F A4 4 
1481 L P51 170 106 62.915 F /¥9 4 1547 LQ54 76 I 170 62.819 TOF A4 5 
1482 L P54 176 105 62.915 F /¥9 1 1518 LQ54 90 191 62.791 C A4 5 
1483 L P54 380 98 62.915 F /¥6 4 1549 LQ54 59 189 62.801 F A4 4 
1484 LP54 386 101 62.915 C A 広 1550 LQ51 “つ“つ 170 62.795 F J.f'1J.. 4 5 
1485 L P51 383 108 62.893 /¥F /¥6 3 1551 LQ54 23 179 62.809 H F A4 6 
1486 L P51 386 105 62.900 F /¥6 3 1552 LQ54 14 I 177 62.807 F A4 5 
1487 L P54 388 127 62.892 F /¥6 4 1553 LQ54 14 I 225 62.700 C A5 4 
1488 L P54 390 149 62.839 /¥F /¥6 3 1554 LQ54 68 210 62.763 F A4 5 
1189 LP54 389 156 62.839 /¥F /¥6 3 1555 LQ54 74 211 62.796 F A4 5 
1490 L P54 393 157 62.873 TOF /¥6 4 1556 LQ54 70 223 62.756 F /¥4 3 
1491 L P51 395 163 62.833 H C /¥6 1557 LQ54 70 227 62.756 F A4 4 
1192 LP54 394 174 62.827 F /¥6 1558 LQ54 83 236 62.746 KOF A1 4 
1493 L P54 383 194 62.850 F /¥6 3 1559 LQ.'i4 71 244 62.736 /¥F A4 3 
1194 LP54 372 200 62.850 F /¥6 3 1560 LQ54 73 281 62.695 F A4 6 
1495 L P54 355 213 62.825 C /¥5 3 1561 LQ54 103 261 62.699 F A4 5 
1496 LP54 360 228 62.801 壬王 C /¥5 1562 LQ54 124 270 62.683 F A4 5 
lt197 LP54 366 227 62.801 C /¥5 1563 LQ54 136 275 62.667 F A4 4 
1498 LP54 380 234 62.783 C /¥5 1564 LQ54 135 269 62.678 F A4 3 

i 1499 j L P5.:1 i j5~ ・ 228 62.I84 iC J-I.;) i 1565 i L Q5!1 i 165 276 62.675 じ i /¥4 i 4 
1500 L P54 375 238 62.792 i土 /¥5 6 1566 LQ54 160 270 62.685 HIF A4 
1501 LP54 386 248 62.746 C /¥5 4 1567 LQ51 159 293 62.650 C /¥4 4 
1502 L P54 384 256 62.738 C /¥5 6 1568 LQ54 30 292 62.695 F A1 4 
1503 L P54 393 236 62.768 F /¥5 6 1569 LQ54 24 305 62.656 F /¥3 4 
1504 LP54 395 246 62.768 F /¥5 6 1570 LQ51 13 316 62.632 C A3 4 
1505 L P54 387 269 62.734 C /¥5 1571 LQ54 28 319 62.642 日 C A3 
1506 L P54 396 300 62.699 F /¥5 6 1572 LQ54 32 330 62.631 T A3 4 
1507 L P54 323 274 62.781 C /¥5 4 1573 LQ54 50 316 62.596 F A3 6 
1508 LQ54 75 35 63.004 F /¥4 4 1574 LQ54 59 346 62.592 F /¥3 1 
1509 LQ54 64 39 62.986 T /¥/1 D 1575 LQ54 73 360 62.573 日 F /¥3 
1510 LQ54 62 44 62.998 日 F /¥4 5 1576 LQ54 85 339 62.602 F A/1 
1511 LQ5/1 66 H 62.978 F /¥4 1577 LQ5，1 86 358 62.573 F A3 
1512 LQ54 66 ，15 62.970 H F /¥4 4 1578 LQ5，1 10/1 367 62.562 F A2 
1513 LQ5，1 69 /18 62.970 日 F /¥4 1579 LQ54 109 350 62.581 日 ド /¥4 
1514 LQ5/1 55 62.962 F A4 1580 LQ54 118 347 62.592 F A4 
1515 LQ54 65 60 62.963 F /¥4 1581 LQ54 125 349 62.592 F A4 3 
1516 LQ54 66 68 62.963 F /¥4 4 1582 LQ5'1 129 350 62.587 F A4 4 
1517 LQ54 70 70 62.958 F /¥4 4 1583 LQ5.1 134 330 62.599 F /¥4 
1518 ¥ LQ54 ¥ 74 ¥ 76 62.950 I H I F /¥4 4 158/1 LQ54 140 327 62.622 F iU 1/1 

第 5表 A 島区出土!日石器属性表(l~)



小出 I遺跡

NO グリッド EW SN 標 高 受熱 器種 プロヅクNOfN資体O NO グリッド EW SN 標高 受熱 器種 プロゾクNO

1585 LQ51 141 326 62.622 HIC A'1 1651 LQ5t! 50 84 62.900 C A4 

1586 LQ54 139 318 62.614 F A4 4 1652 LQ54 49 I 90 62.897 C A4 4 

1587 LQ54 135 343 62.600 F A4 4 1653 LQ54 45 I 91 62.897 日 C A4 

1588 LQ54 150 344 62‘590 F A4 3 1654 LQ54 56 I 107 62.860 C A4 5 

1589 LQ54 154 350 62.576 HIC A4 1655 LQ54 40 I 107 62.871 F A4 3 

1590 LQ54 145 350 62.576 F A4 5 1656 LQ54 ，19 I 98 62.876 F A'l 

1591 LQ54 125 362 62.560 C A4 3 1657 LQ54 47 I 113 62.855 TOF A4 4 

1592 LQ54 150 370 62.562 日 C A4 1658 LQ54 48 I 135 62.825 F A4 4 

1593 LQ54 115 374 62.556 HIC A2 1659 LQ54 62 I 128 62.850 F A4 4 

1594 LQ54 126 383 62.537 F A2 4 1660 LQ54 69 I 115 62.853 F A4 5 

1595 LQ54 136 385 62.538 T A2 4 1661 LQ5'i 84 I 115 62.855 F A1 5 

1596 LQ54 90 I 391 62.534 T iミ3 3 1662 LQ54 110 109 62.878 HIF A4 

1597 LQ54 89 I 384 62.540 F A2 4 1663 LQ54 130 100 62.920 F A4 4 

1598 LQ54 82 I 380 62.556 C A4 1664 LQ54 63 I 142 62.826 C A4 

1599 LQ5/1 157 386 62.5/15 F A3 4 1665 LQ54 88 I 153 62.810 HIC A/l 

1600 LQ54 172 399 62.539 HIF A2 5 1666 LQ54 76 I 158 62.798 HIF A4 5 

1601 LQ54 175 391 62.548 HIF A2 1667 LQ54 80 1 162 62.796 F A4 4 

1602 LQ54 184 392 62.548 HIF A2 1668 LQ54 761 170 62.784 F A4 4 

1603 LQ55 184 16 62.511 F A2 4 1669 LQ54 601 166 62.786 C A4 4 

! 1604 ! LQ55 160 68 62.t165 !H C T.2 ! 1670 LQ54 57 171 62.777 !F T.4 3 

1605 LQ55 160 313 62.225 AF  A1 6 1671 LQ54 71 175 62.788 F A4 4 

1606 ムQ55 196 258 62.301 C A1 4 1672 LQ54 83 183 62.784 F A4 4 

1607 LQ55 234 266 62.293 F A1 4 1673 LQ54 73 187 62.752 F A4 4 

1608 LQ55 236 251 62.306 C A1 4 1674 LQ54 137 151 62.796 F A4 3 

1609 L P54 366 22 62.992 T A6 3 1675 LQ54 84 194 62.750 F A4 4 

1610 LP54 368 30 62.973 F A6 3 1676 LQ54 53 189 62.767 F A4 5 

1611 L P54 368 37 62.980 TOF A6 4 1677 LQ54 27 186 62.765 y A4 3 

1612 L P54 370 49 62.984 1、 A6 3 1678 LQ54 31155 62.825 F A6 3 

1613 LP54 372 52 62.984 F A6 4 1679 LQ54 51 141 62.834 H C A6 

1614 LP54 368 51 62.987 AF  A6 3 1680 LQ54 72 209 62.746 F A4 6 

1615 LP54 368 57 62.979 H F A6 4 1681 LQ54 125 215 62.736 H F A4 

1616 LP54 368 77 62.928 RF A6 3 1682 LQ54 63 212 62.751 AF  A4 6 

1617 L P54 375 82 62.933 TOF A6 3 1683 LQ54 52 221 62.721 F A4 1 

1618 LP54 371 86 62.921 TOF A6 4 1684 LQ54 88 226 62.742 F A4 5 

1619 LP54 376 85 62.905 F A6 1685 LQ54 78 239 62.733 H F A4 4 

1620 L P54 379 93 62.905 F A6 4 1686 LQ54 22 266 62.715 F A3 

1621 LP54 385 111 62.886 F A6 3 1687 ムQ54 87 263 62.691 F A4 4 

1622 L P54 380 115 62.881 F A6 5 1688 LQ54 110 257 62.680 F A4 6 

1623 LP54 390 115 62.883 F A6 1689 LQ54 132 285 62.635 F A4 4 

1624 L P54 376 121 62.888 C A6 1690 LQ54 133 294 62.621 F A4 4 

1625 LP54 392 125 62.871 F A6 3 1691 LQ54 150 266 62.660 F A4 4 

1626 LP54 384 140 62.856 F A6 1692 LQ54 158 280 62.650 F A4 4 

1627 LP54 390 146 62.833 F A6 4 1693 LQ54 126 305 62.605 F A4 4 

1628 LP54 397 158 62.823 F A6 4 1694 LQ54 75 375 62.524 F A3 4 

1629 LP54 364 221 62.792 C A5 1695 LQ54 90 344 62.555 C A4 3 

1630 LP54 368 229 62.775 H C A5 1696 LQ54 62 339 62.580 H F A3 4 

君 1631 LP54 381 22，ヨi 5ハ今;:.，・月784 E F sで)_5 5 11697! LQ54 ¥ 62 J内 J向 5 62.589 F T... 3 ¥ 

1632 L P54 381 236 62.766 F A5 3 1698 LQ54 62 329 62.591 F A3 3 

1633 L P54 388 234 62.765 H F A5 1 1699 LQ54 55 329 62.579 F A3 5 

1634 L P54 388 241 62.749 C A5 1700 LQ54 54 334 62.57-1 F A3 4 

1635 L P54 389 251 62.732 H F A5 1701 LQ54 62 295 62.664 F A4 4 

1636 LP54 394 262 62.728 C A5 4 1702 LQ54 25 321 62.620 F A3 3 

1637 L P54 360 260 62.752 C A5 1703 LQ54 28 344 62.605 E王 F A3 

1638 LP54 341 264 62.760 C A5 1704 LQ54 20 377 62.593 F A3 6 

1639 L P54 336 285 62.740 H C A5 1705 LQ54 51 364 62.545 F A3 6 

1640 L P54 380 294 62.702 H C A5 1706 LQ54 92 397 62.520 T A3 3 

1641 L P54 379 303 62.683 H C A5 1707 LQ54 104 399 62.516 T A2 3 

1642 LQ54 50 31 62.968 AF  A4 3 1708 LQ54 131 383 62.531 F A2 6 

LQ54 62 40 62.966 F A4 5 1709 LQ54 lt19 399 62.520 C A2 4 

1644 LQ54 61 <12 62.966 T A4 5 1710 LQ55 29 23 62.522 C A2 

16，15 LQ54 71 45 62.953 F A4 5 1711 LQ55 14 52 62.520 C A2 1 

1646 LQ54 73 70 62.919 F A4 4 1712 LQ55 19 36 62.479 F A2 4 

1647 LQ54 39 62 62.931 F A4 4 1713 LQ55 99 34 62.484 F A2 6 

1648 LQ54 45 71 62.929 C A4 4 1714 LQ55 105 29 62.490 F A2 6 

1649 LQ54 50 74 62.908 F ALl 4 1715 LQ55 107 29 62.490 C A2 

1650 I L Q541 21 I 80 I 62.898 C A il 4 1716 I L Q55 I 101 16 62.500 F A2 3 

第 5表 AB区出土!呂石器属性表(1:3)
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第2輩出石器時代

NO グリッド EW  SN 獲高 受熱 器種 プロァクNO{間NO体 NO グリァト EW  SN 標高 受熱 器種 プロァタNO健N体O 

1717 LQ55 130 9 62.515 C A2 3 1783 LQ54 173 299 62.615 F A4 5 
1718 LQ55 131 19 62.500 HIF A2 1784 LQ54 157 302 62.605 F A4 2 
1719 LQ55 137 11 62.506 C A2 4 1785 LQ54 151 291 62.617 F A4 4 
1720 LQ55 148 11 62.519 F A2 3 1786 LQ54 110 295 62.616 TOF A4 5 
1721 LQ55 173 6 62.529 F A2 4 1787 LQ54 80 I 292 62.621 日 C A1 
1722 LP53 216 216 63.543 F A8 1788 LQ54 13 I 325 62.622 HIC A3 
1723 LP53 296 291 63.346 C A8 1789 LQ54 53 I 325 62.536 C A3 4 
1724 LP53 313 290 63.325 F A8 3 1790 LQ54 75 I 310 62.543 F A3 5 
1725 LP53 354 323 63.262 F A8 4 1791 LQ54 127 324 62.572 F A4 3 
1726 LP53 310 385 63.203 C A8 1792 LQ54 139 320 62.573 F A4 4 
1727 LP53 383 368 63.18，1 C A8 1793 LQ54 141 335 62.559 F A4 3 
1728 LQ.53 39.5 8 63.971 F 外 1794 LQ54 178 330 62.568 C 

LQ53 161 179 63.457 日 F A7 1795 LQ54 190 334 62.570 F A4 4 
1730 LQ53 92 311 63.2181 H F A7 4 

1731 LQ53 89 320 63.19.5 F A7 5 

1796 LQ54 176 379 62.528 HIF A2 

1797 LQ54 151 361 62.536 日 F A4 
1732 LQ53 87 330 63.168 CO  A7 5 1798 LQ54 134 364 62.525 F A4 3 
1733 LQ53 85 338 63.165 F A7 5 1799 LQ54 132 377 62.535 TOF A2 5 
1734 LQ53 95 325 63.187 H F A7 5 1800 LQ54 124 385 62.511 F A2 
1735 LQ53 80 351 63.146 F A7 3 1801 LQ54 109 390 62.509 F A2 4 

! 1736 LP51 382 119 52.830 lF (，， 6 包 1上Q毛80りつ乙」 LQ54 85 386 62，513 F A3 6 
1737 LP54 394 162 62.807 AF  A6 3 1803 LQ54 93 394 62.507 C A3 5 
1738 LP54 364 203 62.779 C A6 1804 LQ54 88 395 62.496 F A3 3 
1739 LP54 360 220 62.771 F A5 6 1805 LQ55 129 13 62.488 F A2 5 
1740 L P54 369 209 62.764 F A5 4 1806 LQ55 91 161 62.366 F A1 5 
1741 LP54 378 219 62.750 HIC A5 1807 LQ55 101 155 62.351 AF  A1 3 
1742 LP54 395 210 62.755 HIC A5 1808 LQ55 231 266 62.286 F A1 6 
1743 LP54 381 228 62.719 τ A5 3 1809 L P54 370 34 62.966 F A6 3 
1744 LP54 387 231 62.727 TOF A5 1 1810 LP54 384 239 62.750 F A5 4 
1745 LP54 378 229 62.725 H C A6 1811 LP54 387 263 62.713 C A5 6 
1746 L P54 378 231 62.725 F A6 5 1812 L P54 387 313 62.632 AF  A5 6 
1747 LP54 379 231 62.725 日 F A5 1813 LP54 393 309 62.630 C A5 
1748 LP54 384 235 62.727 F A5 4 1814 L. P54 387 372 62.595 C A5 
1749 L P54 332 250 62.754 C A5 4 1815 LQ54 74 32 62.925 すOF A4 
1750 LP54 360 254 62.715 F A5 6 1816 LQ54 65 51 62.910 F A4 
1751 LP54 342 270 62.718 F A5 3 1817 LQ54 57 44 62.926 日 F A4 
1752 LP54 370 258 62.701 C A5 4 1818 LQ54 49 86 62.905 F A4 4 
1753 LP54 388 256 62.704 F A5 4 1819 LQ54 49 69 62.883 F A4 5 
1754 LP54 387 253 62.719 F A5 3 1820 LQ54 50 79 62.870 F A4 5 
1755 LP54 380 267 62.717 C A5 1821 LQ54 29 62 62.894 F A4 5 
1756 LP54 384 273 62.714 H C A5 1822 LQ54 41 82 62.868 F A4 5 
1757 L P54 384 289 62.664 C A5 4 1823 LQ54 88 215 63.000 F A4 4 
1758 LP54 389 310 62.650 C A5 1824 LQ54 220 130 62.937 H F A4 
1759 LP54 398 317 62.639 T A5 3 1825 LQ54 142 265 62.647 TOF A4 5 
1760 L P54 397 337 62.612 F A5 6 1826 LQ54 139 330 62.559 F A4 4 
1761 LP54 392 369 62.606 F A5 4 1827 L P53 12 191 63.835 F A9 6 
1762 LQ54 58 35 62.962 H C A4 1828 LP53 132 337 63.467 F A9 6 

!1ムウeζ63 LQ54137 79 立Uつ向.88つ'" 工HIC A4 ¥ ， 1829 ¥ L P 53 ¥ 225 j~l 63.362 i isF A 8 i 3 i 
1764 LQ54 49 95 62.856 HIF A4 1830 LP53 224 322 63.339 F A8 3 
1765 LQ54 27 104 62.848 F A4 3 1831 LP53 247 339 63.296 F A8 3 
1766 LQ54 20 115 62.845 F A4 5 1832 LP53 264 374 63.264 HIF A8 5 
1767 LQ54 42 115 62.837 F A4 5 1833 LP53 275 337 63.296 C A8 
1768 LQ54 62.836 F A4 1834 LP53 296 355 63.255 F A8 5 
1769 LQ54 56 I 111 62.836 F A4 4 1835 LP53 304 361 63.235 C A8 1 
1770 LQ54 130 109 62.840 日 F A4 1836 L P53 271 283 63.340 AF  A8 3 
1771 LQ54 137 114 62.847 H F A4 1837 LP53 270 273 63.376 F A8 3 
1772 LQ54 46 131 62.815 F A4 4 1838 L P53 276 263 63.369 C A8 4 
1773 LQ5.1 87 1-13 62.792 C A4 5 1839 L P53 288 255 63.381 F A8 3 
1774 LQ54 137 156 62.784 F A1 ιつJ 1840 L P53 300 272 63.330 C A8 
1775 LQ54 46 177 62.718 AF  A4 3 1841 L P53 30/1 300 63.297 C A8 
1776 LQ54 40 172 62.765 C A4 5 1842 LP53 313 312 63.265 AF  A8 
1777 LQ54 55 190 62.739 F A'1 4 1843 L P53 336 222 63.392 co A8 
1778 LQM 61 209 62.717 AF  A4 3 18/H L P53 372 285 63.267 F A8 
1779 LQ5.1 69 225 62.740 F A3 

62.66，1 F A4 
1781 I L Q54 I 143 I 269 62.648 F A1 
1782 I L Q5'1 I 1，17 I 286 62.634 E王 F A4 

[剖s…醐
63.260 AF  A8 

1846 I L P53 I 377 I 305 63.270 C A8 
1847 I L P 53 I 380 I 31'1 63.249 C A8 
1818 I L Q53 1160 1 139 63.508 F A7 

第 5表 A密度出土!日石器属性表(1'1)



小出 I遺跡

NO グリッド EW SN 標高 受熱 器在室 プロヅクNO個N体O NO グリヅド EW SN 様高 受熱 器種 ブロヅケNO{個N体O 

1849 LP5，1 226 26 63.242 日 C A9 1915 LQ55 162 207 62.311 C A1 5 
1850 LQ55 188 24 62.488 C A2 1916 LQ55 1<11 20，1 62.317 F A1 4 
1851 LQ55 175 16 62.493 上1I C A2 1917 LQ55 148 207 62.302 F A1 3 
1852 LQ55 175 45 62.568 C A2 1918 LQ55 134 233 62.286 日 C A1 
1853 LQ55 146 57 62.459 H f土 A2 1919 LQ55 171 258 62.275 C A1 3 
185，1 LQ55 122 49 62.456 F A2 4 1920 LQ55 186 222 62.308 C A1 4 
1855 LQ55 117 38 62.461 F A2 5 1921 LQ55 217 242 62.295 C l'.l 
1856 LQ55 133 116 62.397 F Al 6 1922 LQ55 202 242 62.298 C A1 4 
1857 LQ55 1.53 123 62.396 F A1 4 1923 LQ55 194 270 62.262 F A1 4 
1858 LQ55 128 1.12 62.390 AF  A1 5 1924 LQ55 231 2，15 62.302 F A1 
1859 LQ55 127 1116 62.390 T A1 4 1925 LQ55 231 257 62.286 F A ，1 
1宗60 LQ55 mli38 62.395 日 r. 

LQ55 93 I 164 62.362 H C A1 

1926 LQ55 232 266 62.27，1 F A1 4 

1927 LQ55 223 276 62.265 F A1 4 
1862 LQ55 86 181 62.351 AF  A1 3 1928 LQ55 137 74 F A2 3 
1863 LQ55 139 207 62.321 y A1 4 1929 LQ55 128 80 62.404 TOF A2 
1864 LQ55 151 198 62.335 F A1 4 1930 LQ53 229 259 63.232 H C A7 
1865 LQ55 170 155 62.369 C A1 1931 LP53 358 264 63.268 C A8 4 
1866 LQ55 240 161 62.368 C A1 3 1932 LQ55 140 35 62.459 F A2 4 
1867 LQ55 241 144 62.387 C A1 4 1933 LQ55 135 28 62./169 F A2 4 

! 1868! LQ55 つにワ 142 62.~92 C T.，_ 1 4 舗 1934 LP53 63.360 ! p A 9 6 
1869 LQ55 259 163 62.373 F A1 主詳 1935 LQ55 135 I 50 62.442 F A2 5 
1870 LQ55 132 237 62.305 F A1 5 1936 LQ55 170 I 96 62.，104 C A1 
1871 LQ55 137 236 62.301 F A1 4 1937 LQ55 217 I 273 62.264 F A1 l 
1872 LQ55 152 254 62有241 AF  A1 6 1938 LQ55 217 280 62.255 C A1 4 
1873 LQ55 191 257 62.282 F A1 3 1939 LQ55 234 281 62.260 C A1 4 
1874 LQ55 229 264 62.285 F A1 3 1940 LQ55 225 292 62.247 C A1 4 
1875 LP53 4 1176 63.840 C A9 4 1941 LQ55 236 343 62.220 C A1 
1876 L P53 218 286 63.402 C A8 1942 L P53 204 240 63.435 K A8 3 
1877 L P53 269 272 63.374 C A8 1943 LP53 340 393 63.126 F A8 1 
1878 L P53 280 265 63.336 F A8 4 1944 L P54 330 3 63.082 F A6 4 
1879 LP53 259 229 63.446 日 C A8 1945 LQ54 75 5 62.960 F A4 4 
1880 L P53 280 239 63.390 F 1 A g 1946 LQ53 176 18 63，712 日 C 争i

1881 L P53 295 290 63.289 C A8 1947 LQ54 189 389 62.507 C A2 3 
1882 LP53 304 300 63.271 C A8 1948 LQ54 180 381 62.512 HIF A2 
1883 LP53 330 274 63.285 C A8 1949 LQ54 160 393 62曹498 F A2 4 
1884 L P53 349 268 63.288 H C A8 1950 LQ55 176 15 62.471 C A2 4 
1885 LP53 357 349 63.188 C A8 1951 LQ55 136 25 62.450 TOF A2 5 
1886 L P53 370 359 63.179 F A8 4 1952 LQ55 155 33 62.443 F A2 4 
1887 LQ54 168 393 62.514 H F A2 1953 LQ55 140 52 62.418 F A2 3 
1888 LQ55 139 14 62.478 TOF A2 5 1954 LQ55 148 115 62.370 HIF A1 
1889 LQ55 156 21 62.482 F A2 5 1955 LQ55 139 108 62.376 F A1 4 
1890 LQ55 131 62 62.440 C A2 1 1956 LQ55 136 112 62.368 F A1 6 
1891 LQ55 174 76 62.428 F A2 4 1957 LQ55 120 124 62.360 F A1 4 
1892 LQ55 138 134 62.371 T A1 3 1958 LQ55 117 157 62.338 F A1 5 
1893 LQ55 141 138 62.349 S A1 主詳 1959 LQ55 132 192 62.318 E王 C A1 
1894 LQ55 151 190 62.327 TOF A1 3 1960 LQ55 156 206 62.301 日 TOF A1 3 

! 1895 LQ55 154 噌ム己d 主u 立uつu.っuて3]ム ¥F A 一1 ¥ :1 i j 1961 LQ55 1む11 187 62.329 i gにJ、 rえ¥.1 4 
1896 LQ55 125 18ら 62.345 C A1 3 1962 LQ55 100 197 62.328 F A1 4 
1897 LQ55 144 214 62.309 F A1 4 1963 LQ55 100 203 62.316 C A1 4 
1898 LQ55 142 216 62.309 F A1 6 1964 LQ55 86 199 62.332 C A1 3 
1899 LQ55 145 219 62.308 F A1 3 1965 LQ55 82 219 62.306 F A1 3 
1900 LQ55 123 241 62.296 AF  A1 6 1966 LQ55 143 228 62.207 F A1 
1901 LQ55 80 177 62.362 C A1 6 1967 LQ55 127 240 62.288 F A1 3 

LQ55 12 152 62.409 C A1 5 1968 LQ55 114 231 62.290 AF  A1 6 
1903 L P53 279 332 63.252 C A8 1969 LQ55 134 27 62.457 T A2 3 
1904 LQ53 253 86 63.596 H C 外 1970 L P53 121 391 63.376 F A9 6 
1905 LQ53 280 83 63.611 F 外 4 1971 LQ53 71 311 63.200 H F A7 
1906 L P53 297 272 63.283 F A8 3 1972 LQ53 90 319 63.188 F A7 4 
1907 LP53 301 225 63.379 C A8 3 1973 LQ53 82 349 63.U1 F A7 4 
1908 L P53 349 249 63.313 C A8 4 197，1 LQ55 112 241 62.269 TOF A1 
1909 L P53 360 2211 63.361 C A8 4 1975 LQ55 116 239 62.269 AF  A1 3 
1910 LQ53 263 150 63.482 F 外 4 1976 LQ55 169 172 62.3/17 日 C A1 
1911 I L Q55 I 145 I 136 62.356 F A1 3 

llm…1田
62.3<11 F A1 3 

19131 L Q55 1154 1174 62.333 F A1 4 

1914 I L Q55 I 153 I 192 62.313 C A1 

1977 LQ53 113 ム円5 吋6 63.283 H F A7 

1978 LQ53 100 217 63.209 TOF A7 5 
1979 LQ55 157 210 62.294 F A1 6 
1980 I L Q55 I 157 I 230 62.282 C A1 4 

第 5表 ABIK出土!日石器属性表(15)
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第 2章 !日石器時代

NO グリプド EW SN 標高 受熱 器種 プロ 7クNO僚N体O NO グリッド EW SN 擦高 受熱 告告 種 ブロックNO個NO体

1981 LQ55 211 219 62.297 C A1 5 20.17 LP54 。。 0.000 F A5 3 
1982 LQ55 218 240 62.280 F A1 5 2048 LP54 。。 0.000 AF  A5 3 
1983 LQ55 224 236 62.286 C Al 3 2049 LP54 。。 0.000 F A5 2 
1984 LQ55 221 255 62.264 C A1 4 2050 LQ57 。。 0.000 F 外 9 
1985 LQ55 217 265 62.253 F Al 4 2051 LQ55 。。。目。。。 F A1 5 
1986 LQ55 224 270 62.259 C A1 4 
1987 LQ55 234 256 62.277 C A1 4 3001 LR51 。。 0.000 K B 主詳

1988 LQ55 268 264 62.282 HIF A1 3002 LR51 。。 0.000 KOF B 5 
1989 LQ55 181 244 62.275 F Al 3 3003 LR51 211 39 65.173 TOF B 4 
1990 LQ55 176 253 62.256 F A1 4 3001 LR51 311 85 65.196 TOF B 4 
1991 LQ55 175 270 62.243 F Al 6 3005 LR51 295 78 65.168 TOF B 5 
1992 LQ55 171 266 62.2，10 F Al 6 3006 LR51 295 72 65.152 TOF B 5 
1993 LQ55 165 274 62.244 F A1 5 3007 L R51 291 75 65.151 F B 
1994 LQ55 18 I 257 62.311 C A1 3 3008 LR51 330 79 65.164 T B 5 
1995 LQ55 24 319 62.267 F A 1 3 3009 LR51 340 90 65.172 TOF B 5 
1996 LQ53 86 330 63.155 TOF A7 5 3010 LR51 350 100 65.127 C B 
1997 LQ53 85 358 63.111 HIF A7 3011 LR51 376 98 65.177 F B 
1998 LP53 322 230 63.323 C A8 3 3012 LR51 330 122 65.140 C B 
1999 LQ55 76 379 62.216 F A1 4 3013 LR51 253 116 65.122 F B 5 
2000 LQ55 226 291 62.242 HIC Al ! 3014 LR51 225 98 65.098 TOF B 1 
2001 LQ53 80 360 63.090 AF  A7 4 3015 LR51 237 158 65.071 C B 
2002 LQ53 82 354 63.103 CO  A7 5 3016 LR51 180 88 65.142 UF B 4 
2003 LQ53 91 349 63.137 F A7 3 3017 LR51 85 162 65.060 F B 5 
2004 LQ53 70 370 63.088 C A7 3018 LR51 80 172 65.066 F B 
2005 LQ55 264 194 62.319 F A1 4 3019 LR51 82 175 65.076 C B 
2006 LQ55 275 207 62.316 F A1 4 3020 LR51 150 182 65.044 y B 4 
2007 LQ55 276 255 62.284 C A1 3021 LR51 165 322 64.988 CO  B 
2008 LQ55 120 180 62.502 C A1 3 3022 LR51 245 313 64.986 C B 
2009 LQ53 119 291 63.208 H F A7 3023 LR51 380 340 65.057 TOF B 
2010 LQ53 110 310 63.180 F A7 5 3024 L R51 400 313 65.222 F B 14 
2011 LQ55 94 115 62.378 F A1 6 3025 L S51 32 44 65.235 F B 4 
2012 L P53 241 198 63.419 C A8 3 3026 L S51 41 55 65.215 F B 
2013 LQ53 84 369 63.048 F A7 5 3027 L S51 56 12 65.615 F B 
2014 LQ54 81 21 62.915 T A4 5 3028 L S51 70 16 65.546 KOF B 8 
2015 LQ54 65 50 62.884 H F A4 3029 L S51 86 15 65.652 縄文
2016 L P54 380 54 62.899 F A6 3 3030 LR50 310 380 65.141 C B 
2017 LQ54 180 264 62.630 日 F A4 4 3031 LR51 98 8 65.153 H F B 4 
2018 LQ55 138 43 62.401 F A2 3 3032 LR51 328 78 65.151 C B 
2019 LQ55 131 240 62.272 F A1 3 3033 LR51 316 114 65.102 C B 
2020 LQ55 124 236 62.279 F A1 4 3034 LR51 131 240 65.023 C B 
2021 LQ55 136 255 62.259 F A1 3 3035 LR51 100 340 65.054 F B 4 
2022 LQ55 146 224 62.290 H F A1 3036 LR51 202 250 64.959 F B 4 
2023 L P54 。。 0.000 F A5 1 3037 LR51 219 285 64.946 TOF B 5 
2024 LP54 。。 0.000 AF  A5 6 3038 LR51 。。 0.000 F 外
2025 L P55 。。 0.000 F 外 5 3039 L T52 。。 0.000 KOF 外 8 
2026 L T56 。。 0.000 TOF 外 5 

! 2027 LR51 。。 0，0001 !CO B 1 5 
2028 LP54 。。 0.000 F A5 4 
2029 L P54 。。 0.000 F A5 5 
2030 LP54 。。 0.000 F A5 4 
2031 LP53 。。 0.000 F A8 4 
2032 LP56 。。 0.000 F 外 4 
2033 LP54 。。 0.000 BF A5 4 
2034 LP54 。。 0.000 CO  A5 
2035 LP54 。。 0.000 F A5 4 
2036 LP54 。。 0.000 CO  A5 4 
2037 L P54 。。 0.000 BF A5 4 
2038 LP54 。。 0.000 F A5 4 
2039 LP54 。。 0.000 F A5 4 
2040 L P54 。。 0.000 F A5 d 

2041 L P54 。。 0.000 BF A5 4 
2042 LP54 。。 0.000 AF  A5 4 
2043 L P5'l 。。 0.000 AF  A5 4 
20，14 LP53 。。 0.000 AF A8 4 
2045 LR54 。。 0.000 CO  外 3 
2046 I L R55 0101 0.000 AF  外 3 

」幽幽包

第 5表 AB区出土!日石器属性表(l13)



小出 I遺跡

第 2節 C区

1. 遺物の出土層位と平面分布

(1) 遺物の出土層{立

C区のi白石器は、 A B区同様基本層位のIII層か

ら出土しており、各膚理面とも比較的安定してい

る。旧石器はIIIa層からIIIb層上面にかけて出土

しており、垂産分布の稿はほぼ50cmで、ある。

(2) 遺物の平面分布

C区は調査区北西部の台地が舌状に張り出す部

分で、標高は65'"'-'66mで、遺跡内で、は最も高い地域

である。 遺物の総数は1，672点で出土範囲は、南

北で49ラインから56ラインまで、東西でMBライ

ンからMIラインに函まれる範囲で、 34グリッド

にわたっている。

1，672点は北側のJ¥1D 54 • J¥1 F 54グリッドに集

中しているが、平面的なまとまりと個体別分布か

らC1'"'-'C8の8ブロックに分けることができる。

このうちjヒ倶日のMF54グリッドを中J心とする C1 

ブロックとMD54グリッドを中心とする C2ブロッ

クは、径 8m前後の範囲に広がっているが、 C3

II 

IIIa 

-hu i
 

i
 

IIIc 

W 

63.oni 

第63凶 IvI E 53グリッド土層国

ブロック'"'-'C8ブロックは長径4mほどの楕円形の範囲に広がる。石器はC1 • C 2・C3ブ

ロックに全体の80%近い1，376点が集中している。また受熱した:tJ器は全体の約22%で特別な

まとまりを持たない。

2. 出土遺物(第64~66図)

器種には、槍先形尖頭器 1点、ナイフ形石器 3点、掻器 3 局部磨製石斧 1点が出土して

いるが、剥片 e 砕片が全体の90%を占めている。石材は頁岩の他チャート、玉髄などがある。

(1 ) 槍先形尖頭器(1500)

最大幅が器体の腕下半部にある木葉形の槍先形尖頭器である。断面はカマポコ形を呈してい

る。表裏面とも丁寧な押圧剥離によって調整されている。

(2) ナイフ形石器(1785• 2297 • 1343) 
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第 2章 旧 石 器 時 代

1785は、断面が三角形で基部の二側縁と先端部のー側縁に細部加工を施したものである。先

端部の加工は背面から行われている。 2297はナイフ形お器の基部であり、先端部を欠失してい

る。基部の二側縁に細部加工が施されてしι。1343は基部と先端部を欠失したナイフ形石器と

思われる。二側縁に細部加工が施される。 2297• 1343とも受熱している。

(3) 彫器(LS46II)

ブロック外から出土している。縦長剥片の一端に細部加工を施し、作業面を作出したのちに

2条の彫万面を設けている。

(4) ピエス e エスキーユ(1123)

チャート質の小形のもので、河端からの剥離面が顕著である。

(5) 二次加工のある剥片(1653• 2009・1444・1913• 2043 • 224・114• 1525 • 204 • 102 • 124 

5・1281・2175)

1653は、剥片の両端を折断し、援形に仕上げたものである。使用痕が認められる。

2009 • 1444 • 1913 • 2043は扇形の小形の剥片の打面に相対する側縁に徴締な加工を施したもの

である。 224・114・1525は小形の剥片のー側縁に細部加工を施したものである。 224・1525で

は背面から加工が行われている。 204• 102リ 245・1281・2175は欠損しているが、側縁に残さ

れた細部加工は明瞭である。

(6) ポイントブレイク(I¥..1D50II) 

槍先形尖頭器の製作時に生じる剥片をポイン卜ブレイクとした。その特徴は、背面全体に平

坦剥離の痕跡をもち、狭小な打面部にも平坦剥離の痕跡を残している。剥片は槍先形尖頭器の

断菌形に対応するかのように湾曲している。

(7) 局部磨製石斧(1741)

風化が著しく観察が間難であるが、おそらく表面の大部分は磯皮面であり、その刃部を両面

とも研磨したものである。基部の右側議は折損している。尚、これはC区で出土しているが、

出土謄位が黒色土下部であることから、 AB区に組成する可能性も考えられる。

3. 個体別資料と金11片剥離技術

ここでは、計171闘の母岩が残されている。個体No.は、ポイントブレイクについてはP1'"'-'

P10を付し、その他のものについては、 No. 1O~No.16を付している。その飽に単独個体が 9

点ある。ただし、ポイントブレイクを含む剥片、砕片の割合が遺物総数の約98%を占めている

ことから、{自体識別の不可能なものも多く、識別できたものは全体の63%にとどまっている。

また、石核も少数で個体内で接合し たものもなかった。

個体No.lO 黒色を帯びた渇色のチャートである。数量的には最も多い個体である。 剥片封
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ノト出 I遺跡

離は分説と長さ 2~3cmの小剥片の剥離を頻繁に行うことによって進められて

いく。ピエス@エスキーユが 1点製作されている。

個体No.ll 透明度の高い黒曜石である。長さが2.5cmの剥片を最大とし、中にはポイント

ブレイクも含まれている。

個体No.12 風化面から白色化する黒色頁岩である。長さが 1cm~ 7 cmの不定形剥片で、

折断されているものが多い。

個体No.13 部分的に赤化する黄色頁岩である。長さ 1cm'"'-' 6 cmの不定形剥片で、ある。

個体No.14 玉髄である。長さ 1cm'--._，4.5cmの不定形長IJ片と、分割面を背に後退して剥片

を剥離した石核がある。

個体No.15 自色の不純物が混入する黒色の珪質頁岩である。長さ 1cm~ 2 cmの小剥片が

ほとんどである。

個体No.16 白色の不純物が混入する灰色の珪質頁岩である。 2次加工のある鎚片 2点から

なる。

ポイントブレイクは、押圧剥離による剥離痕からなる背面構成を涼し、器体が湾曲している

ものを選加したo P1は灰白色頁岩、 P2は珪質の灰白色頁岩、 P3は寅灰白頁岩、 P4は燭灰白頁

岩、 P5は灰黄褐色頁岩、 P6は珪質の黒茶色頁岩、 P7は灰色頁岩、 P8は黒灰色頁右、 P9は玉髄、

P10はホルンフエルスである。いずれも長さO.5cm----2 cm程で、あるがP3の中には、長さ 5cm、

楢3.5cmvこ及ぶものもある。

4. ブロック構成とブロック間の関係

(1) 器種組成(第67図、第6表、付図 6) 

主なブロック別の器種組成は第67図に示している。二次加工のある剥片 e 使用痕のある剥片

はC4ブロックを除いて全ブロックから出土しているが、ナイフ形石器と槍先形尖頭器は、偏

在している。また石斧はC2ブロックから出土しているが、前述したように他の石器群に伴う

とは言い難いものである。

ポイントブレイクは、数字の上ではC1~ C2、C3ブロックに多いが、各ブロックに占める割

合から見ると、全ブロックともそれほどの格差はなく、総点数の少ないC4ブロックを除く

ブロックが槍先形尖頭器の製作に関与していたことが予測される。また、ポイントブレイクは

小形のものが多く、槍先形尖頭器の素材となりうる大きさの剥片や原石も出土していないこと

から、あらかじめ整形した素材を遺跡に搬入し、縮部加工だけをこの遺跡において行ったもの

と考えられる。

(2) 個体別組成(第 7 付図 7)
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第 2主主 !日石器時代

中している。これは分割による剥片、

多い個体であり、そのほとんどがC2ブロックに集

したもので、 C2ブロックにおいて剥片剥離

No ‘10は329}2，と、ここで i
u
 

れたの ろう。またNo.15はC6ブロックのみで見られ、 No.llとNo.13

はC1ブロックに、 No.12はC7ブ口ックにそれぞれ集中する。 No.14はC3ブロックに比較

るものの、全ブロックにまんべんなく見られる。

ポイントブレイクは、 P1"P4、 多いが、 C1、C2、C3プロックのしイdれに

も分布していることから、 11屈体の製作の場所を限定することはできなかった。

(3) ブロック間の関係

ここでは接合資料を得ることができなかったことから、ブロック間の関係についてそれ

に論じることはできないが、個体の共有関係から見るならば、 C1，C2、C6、C7の各ブロック

はそれぞれに主とする母岩を保有して石器製作を行った場で、他のブロックは、何らかの形で

それらに付随するものであったと思われる。

器〕叫ミ::fl C1 C2 C 3 C1 C 5 C6 C7 C8 言十

fコ 1 1 

K 1 2 3 

UF'H.F 3 3 6 3 3 I 1 20 

S l 2 3 

PES l 1 ? 

PF 66 29 58 1 10 7 13 184 

F 146 304 135 11 28 47 47 21 739 

C 162 207 177 8 31 20 88 15 708 

AX l 1 

CO 7 1 l 

1672 9 2 
PE 2 

計 378 553 381 20 74 77 152 37 

第 6表 ブロックJJlj器種結成表

プ工ト土 単 No.10 NO.ll NO.12 NO.13 NO.14 No.15 No.16 P.1 P.2 P.3 P.4 P.5 P.6 P.7 P.8 P.9 P.10 不

C 1 31 14 11 24 8 15 5 3 l 5 2 9 1 11 276 378 

C2 270 2 2 3 9 3 2 1 6 6 2 247 553 

C3 41 33 2 l 71 14 2 27 11 1'1 2 2 268 381 

C4 2、a 2 161 20 

C5 2 8 l 1 3 I 1 6 2 2 45 74 

I C6 1 ι つ 31 1 24 つ〆 l l 411 77 

C7 32 l l l 1 5 1 110 152 

C8 ず3
ーワJ 1 1 1 301 37 

5十 91 329 17137141 391 24 1 21 6 91 391 3 37 81 16 1 111033 1672 

第 7衰 ブロックJJIJ溜枠組成表
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小出 I遺跡

NO グリッド EW SN 標高 受熱 器種 プ口 1VNO i鰍NO NO グリヅド EW SN 漂高 受熱 器種 プロァ 7NO儲N体O 

1 I MC50 40 250 65.943 CO  C 7 67 I MCI[9 206 293 65.840 F C7 
2 I MC50 61 248 65.914 HIF C7 12 68 I MCI[9 20 340 65.786 F C 7 
3 I MC50 63 252 65.914 F C7 69 MC50 125 6 65.835 HIF C 7 
4 I MC50 66 254 65.908 PF C7 P6 70 h在C50 35 5，1 6.5.926 F C 7 
5 I MC50 77 244 65.891 C C7 71 h在C.50 111[ 92 6.5.862 F C7 
61 MC50 69 224 65.900 C C7 72 MC50 87 87 6.5.776 C C7 
7 I MC50 64 225 65.904 HIC C7 73 MC50 163 137 65.901 F C7 
8 I MC50 46 215 65.865 日 C C7 7，1 MC50 145 160 65.861 HIPF C7 
911在C50 33 220 65.886 C C7 75 MC50 104 145 65.791 C C7 
10 MC50 25 269 65.909 F C7 76 MC50 114 191 65.886 F C7 12 
11 ル1C50 14 295 65.941 F C7 77 MC50 90 261 65.900 HIF C7 12 
12 MC50 I 12 280 F C 12 MC50 79 296 65.750 C C 7 
13 MC50 I 2 277 65.924 F C7 12 MC.SO 147 208 65，877 C C7 
14 MC50 17 258 65.908 F C7 12 80 MC50 139 216 65.787 HIC C7 
15 h在C50 57 285 66.048 F C7 12 81 MC50 85 390 65.767 C C 7 
16 h在C50 15 241 65.947 日 F C7 12 82 h在C50 122 399 65.771 C C7 
17 MB50 396 228 65.897 C C7 83 MC50 214 294 65.842 HIC C7 
18 h在C50 20 227 65.960 C C7 84 MC50 185 230 65.878 C C7 
19 MC50 19 228 65.962 H PF C7 85 五，fC50 185 201 65.911 C C7 
2G E三C50 1ム1ム =ηム1ム， ヂ、J・888τH 、円J C7 

h在B50 361 198 65.970 F C7 

lVl聖戸C!JO お|市 65.882 F CI  

MC50 225 I 147 6.').82.5 F C7 12 
22 MB50 330 185 65.785 RF C7 12 88 MC50 238 123 65.866 F C7 12 
23 MB50 340 178 65.882 日 F C7 12 89 MC50 250 112 65.877 日 F C 7 
24 MB50 382 159 65.898 PF C7 90 MC50 225 65 65.749 C C7 
25 恥1B50 390 298 65.882 F C7 12 91 MC50 239 70 65.915 F C7 
26 MB50 315 287 65.957 H F C 7 92 MC50 279 70 65.828 F C7 12 
27 MB50 305 282 65.955 C C7 12 93 五在C50 278 16 65.802 C C7 
28 h在B50 300 374 65.847 日 F C8 94 MC49 347 368 65.805 日 C C 7 
29 乱ifB50 285 392 66.009 F C8 14 95 MC50 384 40 65.815 H C C7 
30 MB50 265 346 65.911 日 F C8 96 乱，fC50 3.54 128 65.830 F C 7 13 
31 h在B50 200 292 65.887 F C7 97 MC50 353 120 65.83'1 H C C7 
32 MB50 175 112 65.008 C C 7 98 MC50 359 120 65.834 し〔 C7 
33 MB50 175 37 65.896 Pe C7 99 h在C50 356 125 65.826 F C7 12 
34 MB50 144 63 65.886 F C7 100 MC50 285 195 65.785 H F C7 
35 MB50 122 60 65.270 C C7 12 101 MC50 269 302 65.920 日 C C 7 
36 MB.19 207 392 65.895 PF C7 102 MC50 320 396 65.724 RF C6 主幹

37 MB49 71 278 65.954 H F C7 12 103 MC50 320 327 65.766 PF C6 
38 MB50 250 163 66.028 Pe C7 104 MC50 272 270 66.0.53 日 F C 7 
39 MB50 249 158 66.005 F C7 10.5 MC50 373 236 65.800 C C6 
40 MB50 370 118 65.901 PF C7 106 MC50 341 191 65.830 F C7 
41 ルfB50 329 49 65.932 H C C7 107 MD.50 2.5 254 65.740 PF C6 
42 MB50 311 36 65.922 日 PF C7 108 MD50 6 I 109 65.777 PF C7 
43 MB49 332 392 65.842 H C C7 109 MD50 40 42 65.746 F C 7 
44 MB49 330 344 65.948 H C C7 110 MD49 11.5 242 6.5.540 F C7 P4 
45 MB50 355 39 65.787 日 C C7 111 MD49 156 349 65.558 日 C C7 
46 h在B50 397 58 65.944 H C C7 112 MD50 171 15 65.692 F C6 

1 '1内i 噌I'ii【Iム主3501390片01 77守 j 65.7円月ryc_;￥ i "c' 
|し/

48 I MB50 I 393 I 96 I 65.936 C C7 
l 可113ιjMD50j135j '12J 65.7371 IF しり i 

114 MD50 131 90 65.727 RF C6 16 
49 MC50 5 I 120 65.862 PF C7 115 MD.50 190 87 6.5.712 F C6 13 
50 MC50 27 116 65.917 F C7 14 116 MD50 156 135 65.7.52 PF C6 
51 MC50 42 132 65.878 F C7 117 MD50 146 131 65.750 HIC C6 12 
52 MC50 46 139 65.904 C C7 118 MD50 120 162 6.5.732 F C6 
53 MC50 29 150 65.920 F C7 119 MD50 105 200 65.777 H F C6 
54 MC50 26 163 65.813 H C C7 120 h在D50 87 197 65.724 F C6 15 
55 MC50 60 174 65.904 H F C7 12 121 MD50 191 239 65.746 F C6 
56 MC50 68 192 65.852 HIF C7 122 MD50 70 356 65.780 PF C6 11 
57 MC50 74 96 65.927 H F C 7 123 ルfD50 177 38.5 65.692 C C6 
58 MC50 73 95 65.927 F C7 12 121 MC50 286 395 65.987 H PF C6 
59 MC50 71 100 65.893 日 C C7 12 125 五在B50 385 298 65‘754 H C C7 
60 MC50 74 100 65.877 C C7 12 126 MC50 26 115 65.912 C C7 
61 MC50 62 28 65.903 F C7 12 127 MC50 143 228 65.758 H C C7 
62 五在C49 .14 380 65.896 H F C7 128 MC50 118 187 65.865 C C7 
63 MC49 ，10 362 65.936 日 F C7 129 MC50 69 94 65.907 C C7 
64 MC49 5 I 307 65.822 H C C7 130 札1C50 64 284 65.952 y C7 
65 MC49 87 295 65.877 狂 F C7 131 MC50 49 138 65.819 PF C 7 

~♀t19 己15 I 32立 65.8.18 C C7 132hd C501 80 I 262 65.794 PF C7 

第 8表 C区出土!日石器属性表(1) 
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第2章 !日石器時代

NO グワ ド EW SN 療高 受熱 器種 7口ァクNO個N体O NO グザクド EW SN 標高 受熱 器鍾 プロックNO個NO体

133 乱1C50 150 218 65.877 HIC C7 M1351 208 100 65.931 F C8 
134 MC50 65 246 65.904 C C7 MB51 221 100 65.836 C C8 
135 MC50 53 236 65.878 F C7 P6 201 MB51 174 136 65.899 F C8 13 
136 MC50 25 218 65.850 HIC C7 202 MB51 195 176 65.885 日 C C8 
137 MC50 28 223 65.855 C C7 203 M1351 87 136 65.873 F C8 
138 MC50 50 256 65.926 C C7 204 MB51 65 160 65.844 RF C8 
139 MC50 36 249 65.913 F C7 205 MB51 40 I 177 65.819 E士 C8 
140 MC50 26 257 65.900 日 C C7 206 MI351 70 134 65.860 F C8 
141 MB50 393 266 65.814 C C7 207 MB51 97 138 65.892 F C8 
142 MC50 01278 65.883 C C7 208 五11351 11 I 35 65.830 HIF C8 
143 ?νIC.50 2 I 267 65.882 C C7 209 五在1351 27 40 66.02/1 C C8 
144 MC50 1 I 280 65.881 C C7 12 MB51 10 1 65.959 HIF C8 
145 νrC50 18 I 284 65.924 F C7 12 ! 211 MB51 203 子 105 65.835 F C'.R 13 
146 h在C50 146 144 65.847 C C7 212 MB51 215 176 65.818 HIC C8 
147 乱1C50 294 116 65.735 日 C C7 213 M1351 205 189 65.809 日 C C8 
148 MC50 244 135 65.829 C C7 214 MB50 105 267 65.935 F C7 14 
149 h在C50 347 289 65.778 PF C6 215 MD51 260 305 65.700 C C5 
150 MC50 273 15 65.767 C C7 216 恥1D51 301 245 65.764 C C5 
151 MC50 284 63 65.747 日 C C7 217 MD51 252 160 65.888 F C5 P8 

~v1C;-19 35;:1 ・つ36ミJ之A丞 65.737 JてL予1τ、 L戸J 内d IViD51 f!.，{L. 159 65.839 HIC C5 
153 MD50 176 13 65.658 日 C C6 219 MD51 326 144 65.806 F C5 P7 
154 MD50 168 19 65.701 C C6 220 h在D51 330 133 65.720 F C5 P6 
155 MC50 41 258 65.904 F C7 12 221 MD51 276 93 65.698 C C6 
156 MC50 14 I 296 65.839 C C7 222 MD51 385 15 65.745 F C6 13 
157 MC50 22 275 65.858 C C7 223 h在D51 279 8 65.760 H F C6 
158 MC50 64 290 65.727 PF C7 224 MD51 373 10 65.798 RF C6 16 
159 MC50 81 263 65.744 C C7 225 MD51 393 17 65.681 F C6 15 
160 MC50 40 140 65.796 H C C7 226 M1351 3 I 162 65.763 C C8 
161 MB50 396 145 65.790 C C7 227 MB51 82 127 65.741 C C8 
162 MC50 66 248 65.901 F C7 P6 228 h在B51 90 156 65.741 F C8 
163 h在C50 44 252 65.904 C C7 12 229 MD51 267 148 65.769 F C5 
164 MC50 62 257 65.896 C C7 230 MD51 285 150 65.736 PF C5 
165 MC50 53 239 65.883 C C7 231 MD51 317 147 65.790 C C5 
166 MC50 38 247 65.889 C C7 232 MD51 321 134 65.706 C C5 
167 MC50 01265 65.783 C C7 233 h在D51 325 130 65.691 F C5 
168 MC50 10 275 65.823 C C7 234 MD51 360 77 65.639 F C6 
169 MC50 17 281 65.751 日 C C7 239 MD51 320 143 65.749 日 C C5 
170 MC50 18 268 65.781 C C7 240 MD50 210 301 65.765 H F C6 
171 h在C50 43 259 65.880 C C7 241 MD50 266 365 65.728 F C6 13 
172 MC50 66 93 65.844 C C7 242 h在D50 310 388 65.750 F C6 
173 MC50 45 269 65.733 C C7 243 MD50 328 375 65.698 日 C C6 
174 MC50 147 198 65.855 日 F C7 244 MD50 361 391 65.755 F C6 16 
175 MC50 262 250 65.894 C C7 245 MD50 369 374 65.689 縄文
176 五在C50 85 100 65.764 C C7 246 MD50 383 392 65.634 F C6 15 
177 MC50 55 255 65.890 C C7 247 h在D50 380 305 65.639 C C6 
178 h在C50 64 252 65.881 C C7 248 MD50 378 291 65.660 H C C6 

i 179 i lv:IC50 i 52 i 24~) 6~.~~~) j F' j C 7 i 12 i 
180 I MC50 I 6，1 I 245 I 65.859 F C7 P6 

249 j rviD5u・357j 244・ 65.588i ，τF C 6 iP 3 
250 MD50 307 255 65.656 C C6 

181 MC50 47 239 65.864 C C7 12 251 MD50 286 277 65.682 F C6 
182 MC50 48 252 65.877 C C7 252 MD50 256 200 65.695 F C6 15 
183 h在C50 52 252 65.873 HIC C7 253 ME50 16 397 65.615 F C6 
184 MC50 59 257 65.855 C C7 254 h在E50 96 399 65.470 HIC C6 
185 MC50 58 240 65.850 C C7 255 孔1E50 127 398 65.424 日 F C6 15 
186 MC50 68 249 65.859 C C5 256 h在E50 99 350 65.504 F C6 
187 MC50 55 254 65.802 C C5 257 ME50 81 355 65.600 F C6 15 
188 h在C50 60 236 65.836 C C5 P6 258 ME50 48 341 65.563 C C6 15 
189 MC50 44 250 65.832 C C5 259 ME50 ，12 336 65.585 F C6 15 
190 h在B50 380 280 65.773 C C7 260 ME50 50 331 65.579 F C6 15 
191 MC50 43 312 65.746 C C5 261 ME50 69 325 65.519 F C6 15 
192 MB51 207 91 65.945 F C8 262 ME50 74 306 65.615 F C6 15 
193 五在B51 11 128 65.892 F C8 263 恥1E50 200 307 65.417 H C C6 
194 MB51 '10 129 65.909 F C8 264 ME50 207 308 65.399 F C6 15 
195 五在1351 50 149 65.890 F C8 P6 265 h在E50 6 I 259 65.574 C C6 15 
196 MB51 30 196 65.901 F C8 266 MD50 368 246 65.559 F C6 12 
197 MB51 98 135 65.913 日 C C8 270 乱1D50 267 353 65.708 H F C6 
198 I MB51 I 106160 65.896 C C8 2711 MD50 1332 I 349 1 65.658 C C6 15 

第 8表 C !K出土!日石器属性表(~)



小出 I遺跡

NO グリッド 1ジ干す SN 標高 受熱 器穏 プロァクNO個N体O NO グリ 7ド EW SN 獲高 受数 器種 7'ロソクNO俄N体0 

272 MD50 381 391 65.619 PF C6 P7 1049 MD54 245 26 65.783 F C2 10 
273 瓦在D50 386 291 65昏648 HIF C6 15 1050 MD54 252 26 65.719 F C2 10 

iZ222277774 5 6 7 8 

MD50 271 202 65.675 F C6 
ME50 49 329 65.545 F C6 
ME50 65 331 65.512 F C6 15 
ME50 90 321 65.490 F C6 15 
ME50 135 293 65.465 1デ C6 15 

1051 MD54 272 30 65.701 F C2 10 
1052 MD5/1 278 3 65.780 C C2 10 
1053 MD54 283 12 65.727 CO  C2 10 
105!1 MD54 290 20 65.722 C C2 10 
1055 MD54 289 30 65.747 F C2 101 

279 加1E50 103 294 65.526 F C6 15 1056 MD54 311 26 65.759 HIC C2 10 
280 ME50 86 291 65.531 C C6 1057 MD54 316 8 65.647 日 C C2 10 
281 ME50 72 289 65.574 C C6 1058 MD54 327 6 65.640 C C2 
282 ME50 65 293 65.606 C 1059 MD54 308 44 65.768 F C2 10 
283 ME50 60 276 65.579 C C6 
284 ME50 81 265 65.499 F C6 15 

初 54|「「 65790 HIF C2 10 
1061 MD54 I 360 I 65 I 65.743 F C2 

285 ME50 67 257 65.490 F C6 15 1062 h在D54 374 67 65.748 F C2 10 
286 島1E50 80 25!1 65.!185 F C6 15 1063 MD54 368 4 65.756 F C2 10 
287 ME50 235 205 65.230 F C6 15 1064 MD54 333 95 65.636 F C2 14 
288 ME50 255 271 65.229 F C6 1065 MD54 324 95 65.650 F C2 10 

1066 MD54 309 84 65.735 F C2 14 
1001 MD54 59 5 65.610 HIF C2 1067 MD54 311 110 65.640 F C2 10 

MD54 5広 '¥0 65.755 H fで E九一 ワー

1003 MD54 45 38 65.642 H C C2 

Tvl:D54 296 与2iS5憎
p 

~ ~ 1
10 

I 1069 MD54 288 91 I 65.777 F C2 
1004 MD54 23 51 65.711 日 C C2 1070 MD54 288 103 65.782 F C2 10 
1005 MD54 5 I 75 65.712 F C2 14 1071 MD54 294 116 65.786 F C2 10 
1006 MD54 55 66 65.755 C C2 10 1072 MD54 305 70 65.786 F C2 
1007 MD54 45 73 65.756 F C2 10 1073 MD54 285 65 65.772 C C2 
1008 MD54 55 85 65.727 C C2 1074 MD54 262 99 65.755 C C2 
1009 MD54 82 79 65.732 C C2 10 1075 MD54 304 133 65.764 F C2 10 
1010 MD54 75 56 65.796 日 C C2 1076 MD54 292 133 65.696 F C2 
1011 MD54 117 77 65.802 C C2 10 1077 MD54 270 127 65.772 F C2 10 
1012 MD54 96 57 65.817 H F C2 1078 MD54 276 140 65.689 日 F C2 
1013 MD54 111 58 65.805 F C2 1079 MD54 260 142 65.755 H F C2 
1014 MD54 107 49 65.811 日 C C2 10 1080 MD54 241 242 65軍768 F C2 つ

1015 MD54 99 40 65.792 C C2 10 1081 MD54 235 115 65.797 日 F C2 
1016 MD54 113 18 65.812 F C2 10 1082 MD54 224 108 65.799 F C2 10 
1017 MD54 126 15 65.815 F C2 10 1083 MD54 212 123 65.680 F C2 10 
1018 MD54 142 13 65.828 C C2 1084 MD54 198 130 65.737 F C2 10 
1019 MD54 139 25 65.791 F C2 10 1085 MD5/! 172 92 65.784 CO  C2 10 
1020 MD54 157 28 65.821 F C2 10 1086 MD54 172 118 65.829 日 F C2 
1021 MD54 164 40 65.835 C C2 10 1087 MD54 170 108 65.824 F C2 10 
1022 MD54 154 40 65.833 H C C2 1088 MD54 160 121 65.832 F C2 10 
1023 MD54 159 46 65.831 F C2 10 1089 MD54 159 95 65.824 C C2 10 
1024 MD54 146 55 65.837 F C2 10 1090 MD54 125 102 65.811 日 C C2 
1025 MD54 130 58 65.783 C C2 1091 h在D54 116 43 65.781 日 C C2 
1026 MD54 148 77 65.841 C C2 10 1092 MD54 114 35 65.805 F C2 10 
1027 MD54 165 76 65.830 C C2 1093 MD5!1 113 117 65.752 C C2 10 
1028 MD54 169 66 65.828 F C2 10 1094 MD54 94 116 65.782 F C2 10 

i 192921fD54i lE3171355.S253 IF ! Cヌ i，A i 
1030 I MD5'1 I 191 I 61 I 65.765 F C 2 i 10 

1 ~?~~ I ~.~~~.~ I ~: 11~~ 1 ~~' ::~ I ¥F 
1096 I MD54 i 40 I 96 I 65.717 し C2 

1031 MD54 173 22 65.798 C C2 1097 MD54 44 119 65.735 C C2 
1032 MD54 185 22 65.752 F C2 10 1098 MD54 71 170 65.755 F C2 
1033 MD54 194 2 65.822 C C2 1099 MD54 77 190 65.750 H C C2 
1034 MD54 203 7 65.806 HIF C2 10 1100 MD54 110 180 65.690 F C2 10 
1035 MD54 205 22 65.816 F C2 10 1101 MD54 95 163 65.692 F C2 
1036 MD54 215 8 65.801 C C2 1102 MD54 114 180 65.695 C C2 10 
1037 MD54 230 35 65.808 C C2 10 1103 MD54 118 160 65.795 C C2 10 
1038 MD54 216 44 65.807 F C2 P6 1104 MD54 121 154 65.796 C C2 10 
1039 MD54 220 43 65.815 F C2 10 1105 ルID54 120 132 65.754 C C2 10 
1040 MD54 204 73 65.825 I干 C2 10 1106 MD54 135 142 65.792 C C2 
1041 MD54 222 70 65.830 C C2 1107 h在D54 146 166 65.776 F C2 10 
1042 MD54 207 85 65.823 F C2 10 1108 MD54 165 170 65.752 C C2 10 
1043 MD54 235 82 65.807 C C2 10 1109 MD54 190 170 65.808 C C2 10 
1044 MD5!1 255 67 65.766 F C2 10 1110 MD5!1 180 157 65.796 C C2 10 
1045 MD54 242 57 65.799 C C2 10 1111 MD54 181 141 65.826 日 C C2 
1046 MD54 235 55 65.797 F C2 10 1112 MD54 193 144 65.826 C C2 13 
1047 MD54 251 56 65.788 C C2 10 1113 MD54 202 142 65.819 F C2 10 
1048 MD54 258 35 65.780 C C2 10 1114 MD54 214 147 65.802 C I C 2 10 

8表 C区出土!日石器属性表
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第 2章 !日石器時代

NO グリヴド EW SN 標高 帯人主山主 器穫 プロヅクNO鍛NO体 NO グリ ド EW SN 標高 受熟 器種 プロックNO健N体O 

b在D54 206 161 65.798 F C2 10 1181 MD54 155 360 65.475 F C2 P4 
1116 MD54 239 160 65.745 C C2 10 1182 MD54 150 398 65.347 F C2 
1117 MD54 235 179 65.694 F C2 10 1183 五在D54 135 333 65.541 HIC C2 
1118 乱ifD54 249 187 65.692 C C2 10 1184 MD54 39 I 321 65.555 C C2 
1119 MD54 256 158 65.775 HIF C2 1185 乱在D54 23 I 300 65.531 HIF C2 P8 
1120 MD54 265 166 65.777 HIF C2 1186 MD54 361 152 65.736 縄文
1121 h在D54 280 153 65.69'1 F C2 10 1187 MD54 325 163 65.725 CO  C2 10 
1122 MD54 285 185 65.789 C C2 1188 MD54 330 154 65.674 C C2 10 
1123 MD54 302 184 65.781 F C2 10 1189 MD54 315 154 65.691 C C2 10 
1124 MD54 320 175 65.800 F C2 10 1190 五在D54 300 190 65.778 F C2 10 
1125 MD54 373 201 65.761 F C2 10 1191 MD54 264 120 65.776 F C2 10 
1126 MD54 373 251 65.739 CO  C2 10 1192 h在D55 325 10 65.435 C C2 10 
1127 h在D54 310 200 65.716 CO  C2 1O! 1193 MD55 223 23 65.286 F 仁空 10 ! 
1128 MD54 298 234 65.661 F C2 1194 乱在D53 398 379 65.776 F C2 10 
1129 MD54 298 263 65.744 CO  C2 10 1195 MD53 390 370 65.767 PF C2 
1130 MD54 279 251 65.748 E王 F C2 10 1196 h在D53 389 325 65.781 C C2 
1131 五在D54 278 217 65.736 C C2 1197 五在D53 368 305 65.645 C C2 
1132 MD54 285 203 65.645 H C C2 1198 MD53 373 380 65.674 日 PF C2 
1133 恥在D54 270 197 65.669 H C C2 1199 MD53 368 395 65.771 C C2 12 

~v1 γu 、5三A 255 1nn 65.760 C C2 
1135 MD54 250 208 65.777 C C2 i ~~お IviD53 362 340 65.702 i しー C2 

1201 h在D53 318 385 65.786 C C2 
1136 MD54 148 215 65.771 C C2 10 1202 MD53 325 388 65.786 F C2 
1137 MD54 243 203 65.771 F C2 10 1203 h在D53 324 364 65.797 C C2 
1138 MD54 224 197 65.729 C C2 10 1204 MD53 344 349 65.782 C C2 
1139 五在D54 198 196 65.774 H C C2 1205 MD53 330 347 65.785 F C2 10 
1140 MD54 203 235 65.717 F C2 10 1206 MD53 343 332 65.813 F C2 
1141 MD54 210 244 65.709 H C C2 10 1207 MD53 325 336 65.762 C C2 10 
1142 MD54 183 230 65.708 F C2 P4 1208 h在D53 317 336 65.765 F C2 
1143 h在D54 190 241 65.730 H F C2 10 1209 MD53 340 321 65.795 H C C2 
1144 恥ifD54 196 255 65.715 H C C2 1210 MD53 337 308 65.790 F C2 10 
1145 MD54 176 217 65.678 C C2 1211 MD53 319 309 65.631 C C2 
1146 MD54 167 250 65.715 F C2 Iコ2 1212 MD53 300 299 65.601 日 F C2 10 
1147 MD54 165 210 65.656 PF C2 P4 1213 h在D53 285 301 65.728 C C2 10 
1148 h在D54 157 216 65.650 H F C2 1214 MD53 270 309 65.810 F C2 10 
1149 h在D54 146 219 65.655 F C2 1215 MD53 255 329 65.770 F C2 10 
1150 MD54 88 206 65.698 F C2 10 1216 MD53 270 348 65.810 F C2 10 
1151 MD54 80 227 65.716 F C2 10 1217 MD53 285 354 65.697 F C2 10 
1152 h在D54 51 250 65.580 H C C2 1218 MD53 265 368 65.663 C C2 
1153 MD54 40 264 65.517 F C2 10 1219 MD53 273 388 65.735 F C2 
1154 MD54 80 253 65.676 H C C2 10 1220 MD53 290 391 68.222 F C2 10 
1155 MD54 94 229 65.723 F C2 10 1221 MD53 250 372 65.803 F C2 10 
1156 恥1D54 97 244 65.676 日 F C2 10 1222 MD53 245 382 65.803 F C2 10 
1157 MD54 110 259 65.664 H F C2 P1 1223 MD53 235 373 65.842 C C2 10 
1158 MD54 79 272 65.641 F C2 10 1224 MD53 233 396 65.824 H C C2 
1159 MD54 79 291 65.633 F C2 1225 MD53 229 382 65.805 F C2 
1160 MD54 96 300 65.508 F C2 1226 MD53 226 359 65.780 C C2 10 
i ::包 3 話D~.i 11:?・2をき・ 65.705 i j F' i C 2 j 

1162 I MD54 i 132 I 238 65.705 じ C2 

i 1227，lvlD53 j 220 1 352 i 65.755 1 Ir  ウ i C 2 i 101 
1228 MD53 251 333 65.765 C C2 10 

1163 MD54 181 274 65.701 C C2 1229 MD53 243 334 65.756 C C2 10 
1164 MD54 188 274 65.704 C C2 10 1230 MD53 239 326 65.747 F C2 10 
1165 MD54 197 282 65.626 C C2 1231 MD53 210 340 65.730 C C2 10 
1166 h在D54 268 266 65.636 F C2 10 1232 MD53 205 363 65.820 F C2 10 
1167 MD54 240 268 65.658 C C2 1233 MD53 221 380 65.803 F C2 10 
1168 MD54 2~0 288 65.688 F C2 10 1234 MD53 209 384 65.811 F C2 10 
1169 MD54 252 280 65.666 F C2 1235 MD53 187 371 65.722 C C2 
1170 MD54 270 284 65.566 C C2 10 1236 MD53 191 387 65.822 F C2 
1171 MD54 292 296 65.637 C C2 1237 MD53 181 388 65.815 F C2 10 
1172 MD54 341 304 65.553 C C2 1238 MD53 165 393 65.793 C C2 
1173 MD54 393 322 65.451 F C2 10 1239 MD53 159 393 65.793 F C2 10 
1174 MD54 240 296 65.594 H F C2 1240 MD53 120 393 65.640 C C2 10 
1175 MD54 240 317 65.594 F C2 10 1241 MD53 107 396 65.753 F C2 10 
1176 MD54 248 308 65.596 F C2 1242 瓦1D53 96 373 65.602 C C2 10 
1177 MD54 235 326 65.500 F C2 10 1243 MD53 23 393 65.672 C C2 
1178 MD54 203 307 65.625 C C2 1244 MD53 8 I 395 65.756 C C2 
1179 恥fD54 200 324 65.623 C C2 1245 h在D53 8 I 345 65.692 1ヲ C2 
1180 MD54 170 321 65.558 F C2 1246 I MD53 I 20 I 328 65.822 H 1ヲ C2 

第 8表 C区出土|日石器廃性表(4)



小出 I遺跡

NO グリッド EW SN 標高 受熱 器 種 プロヅクNO健N体0 NO グリァド EW SN 援高 受熱 器種 プロックNO僧N体O 

1247 MD53 109 333 65.678 PF C2 11 1313 MC53 107 157 65.614 HIF C3 

1248 MD53 99 300 65.594 C C2 1314 品ifC53 154 153 65.703 PF C3 

1249 MD53 115 290 65.632 F C2 1315 MC53 175 151 65.742 F C3 10 

1250 MD53 194 306 65.797 C C2 10 1316 MC53 18'1 150 65.7t1O F C3 

1251 MD53 185 292 65.704 C C2 1317 MC53 180 132 65.657 C C3 

1252 MD53 172 268 65.664 F C2 1318 MC53 200 106 65.829 F C3 P2 

1253 MD53 200 255 65.742 F C2 10 1319 MC53 175 84 65.820 UF C3 単

125'1 MD53 200 280 65.832 HIF C2 1320 MC53 225 73 65.831 H C C3 

1255 MD53 218 306 65.793 F C2 1321 MC53 255 140 65.724 HIF C3 

1256 MD53 236 290 65.831 F C2 10 1322 乱ifC53 262 130 65‘739 C C3 

1257 MD53 217 272 65.690 C C2 1323 MC53 279 128 65.795 HIC C3 

1258 MD53 240 272 65.826 F C2 1324 恥1C53 295 138 65.772 C C3 

1259 MD53 284 291 65.756 C C2 10 1325 h在C53 302 115 65.638 日 C C3 

1260 MD53 305 282 65.669 C C2 1326 h在C53 285 212 65.687 F C3 14 

1261 MD53 320 271 65.635 F C2 P6 1327 乱1C53 233 187 65.618 C C3 

1262 MD53 320 285 65.746 H C C2 1328 MC53 220 185 65.651 F C3 P4 

1263 ME53 2 I 280 65.753 F C2 13 1329 MC53 202 192 65.711 C C3 

1264 MD53 332 209 65.707 C C2 1330 MC53 162 212 65.821 F C3 

1265 MD53 315 190 65.769 F C2 10 1331 MC53 117 183 65.771 F C3 

~Y1D53 233 210 65.709 p r、つ 1ふ332つ :IVIC53 142 205 55.749 T-T r rq 

1267 MD53 209 209 65.850 C C2 10 IVIC53 100 190 65.773 C C3 

1268 MD53 142 206 65.691 H F C2 1334 h在C53 100 176 65.669 日 C C3 

1269 MD53 145 190 65.879 F C2 1335 MC53 82 180 65.815 F C3 

1270 MD53 83 210 65.854 PF C2 1336 MC53 73 160 65.753 狂 F C3 

1271 MD53 62 213 65.908 F C2 1337 MC53 65 177 65.690 日 C C3 

1272 MD53 18 223 65.746 C C3 14 1338 MC53 15 194 65.753 C C3 

1273 MD53 7 I 205 65.883 H C C3 1339 IVIC53 66 280 65.778 F C3 P6 

1274 MD53 17 173 65.765 H C C3 1340 MC53 85 287 65.662 C C3 

1275 MD53 70 196 65.620 日 C C2 1341 MC53 104 304 65.615 F C3 

1276 MD53 70 156 65.794 日 F C3 1342 MC53 114 250 65.580 C C3 10 

1277 MD53 157 149 65.628 RF C3 1343 MC53 283 251 65.645 RF C3 主税

1278 MD53 151 136 65.623 日 C C3 1341 MC53 181 285 65.612 PF C3 P2 

1279 MD53 168 119 65.710 日 C C3 1345 MC53 183 300 65.804 F C3 14 

1280 MD53 338 137 65.686 H C C2 1346 MC53 183 310 65.805 F C3 

1281 MD53 354 143 65.765 RF C2 1347 MC53 240 230 65.647 S C3 

1282 MD53 385 107 65.760 日 F C2 1348 MC53 341 196 65.787 C C3 10 

1283 MD53 183 20 65.782 F C3 1349 MC53 329 207 65.848 C C3 

1284 MD53 175 18 65.797 C C3 1350 MC53 332 214 65.853 C C3 

1285 MD53 56 30 65.767 F C3 P8 1351 h在C53 308 326 65.615 C C3 

1286 MD53 33 70 65.878 H F C3 1352 MC53 319 245 65.711 S C3 

1287 MD53 01 77 65.665 H F C3 1353 IVIC53 393 187 65.815 F C3 

1288 MD53 5 I 89 65.725 F C3 P2 1354 五ifC53 380 200 65.693 C C3 10 

1289 MC53 400 97 65.728 縄文 1355 IVIC53 381 210 65.695 C C3 

1290 MC53 394 119 65.894 F C3 1356 MC53 369 224 65.802 C C3 10 

1291 IVIC53 384 90 65.641 F C3 10 1357 MC53 378 262 65.826 日 C C3 

1292 MC53 292 42 65.775 PF C3 1358 IVIC53 380 289 65.635 日 C C2 

i 泣き31主に53! 176・ 8! 65.8拐 i !F ! r_ q ! 

1294 I MC53 I 163 I 12 I 65.843 F C3 
I ~~~~ I ~v~~~~ I ~:: I ~~~ I ~~' :~~ I 

!F 
I ~ ~ I ~~ I 

13601 IvlC53 1 326 1 388 1 65.823 C C 2 114 

1295 IVIC53 155 43 65.752 F C3 P6 1361 MC53 316 396 65.811 F C2 

1296 IVIC53 155 32 65.739 C C3 1362 MC53 306 288 65.843 CO  C3 14 

1297 MC53 126 26 65.821 PF C3 1363 MC53 284 383 65.700 PF C3 

1298 IVIC53 114 44 65.687 E壬 F C3 1364 h在C53 258 313 65.788 F C3 13 

1299 MC53 98 46 65.816 F C3 10 1365 h在C53 246 351 65.869 H I干 C3 10 

1300 IVIC53 73 40 65.793 E王 C C3 1366 h在C53 220 324 65.878 F C3 14 

1301 MC53 11 5 65.735 C C3 11 1367 h在C53 211 356 65.852 F C3 10 

1302 MC53 10 121 65.744 C C3 1368 MC53 224 394 65.713 E王 C C3 

1303 乱在C53 12 142 65.684 C C3 1369 MC53 225 385 65.655 日 C C3 

1304 MC53 28 124 65.597 C C3 1370 IVIC53 198 357 65.665 F C3 

1305 MC53 48 124 65.713 H C C3 1371 IVIC53 167 394 65.707 PF C3 P7 

1306 MC53 48 110 65.680 H C C3 1372 MC53 161 392 65.699 C C3 

1307 MC53 80 95 65.726 C C3 1373 五在C53 145 359 65.591 C C3 10 

1308 MC53 97 121 65.813 F C3 1374 MC53 86 398 65.638 C C3 

1309 MC53 111 123 65.789 F C3 P6 1375 MC53 64 394 65.688 C C3 

1310 恥ifC53 128 139 65.793 F C3 1376 恥1C53 31 395 65.711 C C3 

1311 IVIC53 145 129 65.811 F C3 P6 1377 MC53 42 363 65.612 C C3 

1312 MC53 134 157 65.808 C C3 1378 MC54 10 31 65.663 C C3 10 

第 8表 C区出土!日お器属性表(日)



第 2章 !日石器時代

NO グリッド EW SN 際高 受熱 器種 プロックNOfN劉体O NO グザッド EW SN 擦高 受熱 器種 プロックNO似N体0 

1379 MC54 20 I 65 65.627 HIC C3 1415 M1353 331 397 65.596 日 C C3 

1380 MC54 48 I 58 65.718 日 C C3 1416 M1353 359 355 65.696 日 C C3 

1381 五在C51 15 35 65.623 HIC C3 1147 M1353 390 353 65.699 C C3 

1382 MC51 65 60 65.615 C C3 1418 M1353 388 321 65.668 F C3 

1383 MC54 74 63 65.658 C C3 1149 五在1353 232 311 65.639 C C3 10 
1384 h在C54 65 21 65.635 C C3 1450 ち11353 337 325 65.690 HIF C3 P8 

1385 MC54 78 19 65.645 C C3 10 1451 五在1353 260 277 65.622 HIC C3 

1386 MC54 91 16 65.739 F C3 P6 1152 M1353 285 268 65.710 F C3 

1387 MC54 89 9 65.745 C C3 10 1453 M1353 389 237 65.708 C C3 
1388 五，ofC54 87 1 65.634 C 1454 h在1353 313 181 65.765 HIC C3 10 
1389 MC54 103 40 65.651 C 10 1155 M1353 290 198 65.760 HIC C3 
1390 MC5，1 116 50 65.736 C C3 P 1 1456 M1353 236 217 65.689 F C3 

1391 h在C54 126 51 65.755 C C3 1457 h在1353 311 I 107 65.786 C C3 P6 
1392 MC5/1 109 73 65.713 HIC C3 1458 M1353 327 I 90 65.791 PF C3 

1393 h在C5/1 100 86 65.733 F C3 10 1159 五在1353 315 85 65.668 C C3 

1394 MC54 117 81 65.699 HIF C3 1460 M1353 270 79 65.731 HIC C3 

1395 MC54 118 96 65.700 C C3 1461 h在1353 205 98 65.723 F C3 10 
1396 MC54 136 56 65.586 HIC C3 1462 M1353 304 54 65.748 F C3 P6 
1397 MC54 134 18 65.764 F C3 10 1463 M1353 268 63 65.666 H C C3 
1398 M仁54 148 19 65.641 c C3 lv1B53 375 37 65τ776 PF C3 
1399 MC54 153 49 65.612 C C3 10 1465 M1353 391 40 65.736 H PF C3 
1400 h在C54 169 35 65.777 C C3 1466 MB52 230 387 65.788 C C3 
1401 MC54 181 24 65.675 HIF C3 1467 MB52 278 371 65.755 PF C3 P4 
1402 MC54 196 14 65.823 C C3 1168 M1352 279 351 65.712 PF C3 
1403 MC54 200 7 65.837 F C3 13 1469 h在1352 297 339 65.735 PF C3 P6 
1404 MC54 201 41 65.788 F C3 1470 MB52 308 279 65.802 H F C3 

1405 MC54 203 5/1 65.783 PF C3 P7 1471 M1352 312 250 65.867 F C3 
1406 h在C54 210 63 65.789 H C C3 1472 M1352 335 252 65.714 C C3 
1407 MC54 201 87 65.720 HIPF C3 1473 M1352 130 274 65.730 C C3 
1408 h在C54 206 80 65.689 C C3 1174 M1352 187 244 65.834 F C3 
1409 MC54 113 90 65.689 PF C3 1475 M1352 191 210 65.825 PF C3 P4 
1410 ルrCS4 168 84 65.604 H C C3 1476 E在1352 178 192 65.870 F C3 10 
1411 MC54 218 15 65.610 C C3 14 1477 M1352 213 196 65.789 F C3 
1412 h在C54 231 28 65.807 C C3 10 1478 M1352 198 175 65.839 F C3 10 
1413 MC54 305 34 65.776 H C C2 1479 M1352 228 172 65.769 F C3 10 
1414 MC51 397 17 65.601 H C C2 1180 h在1352 240 164 65.876 C C3 10 
1415 MC54 317 15 65.758 F C2 1481 M1352 280 194 65.755 日 C C3 
1416 MC54 325 29 65.609 C C2 1482 MB52 335 172 65.907 H F C3 
1417 MC54 387 34 65.765 PES C2 1483 M1352 292 150 65.866 F C3 10 
1418 MC54 380 100 65.670 C C2 10 1484 MB52 380 130 65.744 日 F C3 
1419 h在C54 364 188 65.586 PF C2 1485 MB52 332 89 65.850 PF C3 P4 
1420 MC54 317 218 65.578 F C2 1486 h在1352 363 74 65.732 H C C3 
1421 MC54 244 225 65.560 日 C C2 1487 M1352 397 31 65.825 F C3 P4 
1422 h在C54 252 234 65.563 日 F C2 1488 M1352 385 。65.761 F C3 
1123 MC54 206 234 65.563 C C2 1489 M1352 311 50 65.810 F C3 14 
1424 MC54 224 308 65.474 C C2 1490 M1352 277 26 65.855 HIC C3 

I ~.:~; I :w;~;'; I :;~ 1 ~~: t ~~.~;~ 1 
! PF ! C 2 

1-126 I MC5'11 310 I 26，1 I 65.56'1 C C2 

i14913M8523282559553部 l ! C ! r.? 
1492 I M1352 I 193 I 46 I 65.827 I H I C C3 

1427 MC54 323 261 65.528 C C2 1493 M1352 145 105 65.805 PF C3 P6 
1428 MC54 310 299 65.538 F C2 10 1494 MB52 112 94 65.764 F C3 
1429 お，ofC54 338 271 65.530 日 C C2 1495 M1351 203 90 65.953 C C8 10 
1430 MC54 306 317 65.476 C C2 10 1496 MB51 396 395 65.821 C C3 
1431 乱，ofC54 393 300 65.525 H C C2 1497 MB51 134 387 65.837 F C3 
1432 MC54 382 320 65.453 F C2 10 1498 M1351 19 335 65.900 C C8 
1433 MC54 385 340 65.472 C C2 10 1499 M1351 180 213 65.795 F C8 
1434 MC54 334 384 65.405 H C C2 P8 1500 MB51 343 355 65.771 p C3 単

1435 h在C54 284 390 65.330 C C2 1501 M1351 323 42 65.873 C C8 P3 
1436 MC54 275 368 65.410 F C2 10 1502 乱t11351 318 33 65.765 C C8 
1437 MC54 277 351 65.418 日 C C2 1503 M1351 310 57 65.9，16 F C8 
1438 乱，ofC54 156 335 65.426 H C C2 1504 h在1351 294 13 65.940 H F C8 
1439 h在C5;1 178 197 65.598 C C2 1505 M1351 265 21 65.847 H C C8 

lt1'lO MC5t1 12 80 65.593 C C3 1506 M1351 260 38 65.810 C C8 10 
1441 M1354 392 84 65.592 日 C C3 1507 MC51 10 157 65.762 C C5 
1442 M1354 278 73 65.545 H C C3 1508 b在C51 50 124 65.806 H C C5 10 
1443 M1354 230 91 65.513 F C3 11 1509 MC51 80 38 65.920 日 F C7 P6 
1444 M1353 365 400 65.629 I I R F C3 単 1510 MC51 51 40 65.902 

第 8表 C区出土!日石器属性表(6)



小出 I遺跡

NO グリッド EW SN 標高 受熱 器種 プロックNO{N援O体 NO グリヅド EW SN 標高 受熱 器種 プロ 7宇NO個N体0 

1511 五在C51 242 96 65.919 F C5 1577 MC52 127 117 65.788 HIC C3 
1512 瓦在C51 391 11 65.897 F C6 1578 h在C52 130 115 65.789 PF C3 P4 
1513 MC51 351 94 65.835 C C5 14 1579 MC52 124 128 65.694 HIC C3 
1514 MC51 351 100 65.838 C C5 P6 1580 MC52 113 153 65.964 PF C3 P4 
1515 h在C51 353 174 65.813 C C5 10 1581 五在C52 91 154 65.947 HIF C3 
1516 お在C51 367 196 65必753 C C5 10 1582 h在C52 67 171 65.818 HIF C3 
1517 瓦在C51 289 206 65.850 C C5 10 1583 MC52 47 161 65.912 HIC C3 
1518 五在C51 207 167 65.882 PF C5 158'1 b在C52 30 198 65.933 HIF C3 10 
1519 h在C51 183 148 65.880 PF C5 P1 1585 MC52 100 217 65.705 HIC C3 P4 
1520 MC51 191 185 65.874 F C5 13 1586 五1C52 120 216 65.692 C C3 
1521 五在C51 365 280 65.789 C C5 1587 MC52 131 211 65.704 C C3 10 
1522 五在C51 371 300 65.821 PF C5 1588 MC52 132 233 65.732 F C3 P4 
1523 h在C51 294 289 65.892 RF C5 1589 乱在C52 130 244 65.737 PF C3 P1 
1524 MC51 215 320 65.908 H F C5 1590 MC52 95 253 65.815 HIC C3 
1525 MC51 60 394 65.752 RF C3 単 1591 瓦在C52 93 258 65.768 F C3 13 
1526 MC51 211 399 65.848 H F C3 1592 MC52 86 256 65.817 C C3 
1527 MC52 34 12 65.704 C C3 1593 MC52 121 280 65.789 C C3 
1528 h在C52 75 12 65.842 H F C3 1591 MC52 42 393 65.828 日 C C3 
1529 MC52 91 8 65.708 C C3 1595 恥I[C52 150 280 65.719 C C3 
1530 MC52 1.<1<; "<11 65.776 PF C3 IvfC52 192 司

ワ7'l 兵55寸砂 7金 9 ワ】 H!C C3 
MC52 167 4 65.697 C C3 1597 h在C52 176 293 65.721 F C3 

1532 五在C52 193 32 65.897 F C3 1598 MC52 190 295 65.713 C C3 
1533 MC52 239 9 65.751 H C G-3 1599 五丘C52 180 306 65.723 PF C3 P4 
1534 MC52 251 1，1 65.911 H F C3 1600 MC52 180 312 65.758 PF C3 
1535 MC52 255 12 65.922 H C C3 1601 MC52 180 302 65.894 F C3 
1536 MC52 303 47 65.925 PF C3 P4 1602 MC52 174 322 65.773 HIF C3 
1537 MC52 298 48 65.924 H C C3 1603 MC52 210 321 65.810 HIC C3 
1538 b在C52 308 58 65.771 F C3 12 1604 MC52 230 304 65.828 PF C3 P2 
1539 MC52 335 117 65.904 PF C3 1605 MC52 255 328 65.784 F C3 P6 
1540 五在C52 293 147 65.886 C C3 1606 h在C52 280 311 65.737 PF C3 P2 
1541 MC52 247 76 65.897 C C3 1607 MC52 279 250 65.726 F C3 
1542 MC52 334 100 65.775 F C3 P4 1608 MC52 307 218 65.861 C C3 
1543 MC52 237 127 65.762 C C3 1609 五庄C52 331 212 65.838 F C3 P8 
1544 五在C52 44 382 65.826 F C3 1610 MC52 324 222 65.836 PF C3 
1545 乱在C52 232 148 65.806 日 F C3 1611 MC52 318 241 65.872 C C3 
1546 MC52 228 161 65.848 PF C3 P4 1612 h在C52 350 296 65.777 H C C3 
1547 h在C52 227 178 65.850 C C3 1613 MC52 399 254 65.700 PF C3 P4 
1548 MC52 243 182 65.761 PF C3 P4 1614 五且C52 365 330 65.839 H C C3 
1549 MC52 231 186 65.850 PF C3 P4 1615 五在C52 377 325 65.785 H F C3 P6 
1550 MC52 263 168 65.887 H C C3 1616 MC52 389 393 65.821 H C C3 
1551 MC52 281 172 65.904 C C3 1617 MC52 264 396 65.811 H C C3 
1552 MC52 217 170 65.845 C C3 1618 h在C52 230 393 65.796 C C3 
1553 民主C52 205 164 65.889 C C3 1619 MC52 232 375 65.778 F C3 10 
1554 MC52 210 144 65.899 PF C3 1620 MC52 218 375 65.848 C C3 P1 
1555 MC52 209 129 65.880 F C3 1621 MC52 204 390 65.827 F C3 P4 
1556 MC52 206 106 65.904 H C C3 1622 MC52 176 379 65.843 C C3 

11557 t T../1C52 1 2031 87 ~ n;}.n以七千1! C ¥ C 3 
1558 ll'vlC52 I 186 I 78 I 65.689 I I C C3 

1 ~~~~ I ~.~~~~ I ~~~ I ~~~ I ~~'~~~ I 
I r 、

1 ~:・ 10 I 
1624 I MC52 I 149 I 388 I 65.849 し C3 

1559 MC52 192 93 65.688 C C3 1625 MC52 128 377 65.856 日 PF C3 
1560 MC52 192 126 65.744 PF C3 1626 乱I[C52 135 356 65.838 日 F C3 
1561 MC52 169 126 65.706 C C3 1627 MC52 115 331 65.835 日 F C3 
1562 MC52 189 151 65.844 PF C3 1628 MC52 46 332 65.821 H C C3 
1563 h在C52 166 153 65.882 PF C3 P4 1629 MC52 8 I 351 65.746 H C C3 P6 
1564 瓦I[C52 257 28 65.722 F C3 1630 MD51 83 225 65.883 F C5 P6 
1565 MC52 175 64 65.826 PF C3 P4 1631 MD51 118 210 65.796 C C5 10 
1566 MC52 104 46 65.786 H C C3 1632 MD51 100 266 65.810 K C5 10 
1567 h在C52 91 55 65.929 日 C C3 1633 MD51 192 193 65.866 F C5 P4 
1568 h庄C52 73 50 65.841 C C3 1634 MD51 200 196 65.876 C C5 10 
1569 MC52 64 74 65.728 PF C3 P4 1635 MD51 29 8 65.690 F C6 14 
1570 MC52 28 68 65.916 H C C3 1636 MD51 87 95 65.681 H F C5 
1571 b在C52 16 101 65.735 RF C3 1637 MD51 135 100 65.693 H C C5 
1572 E在C52 56 127 65.858 H F C3 1638 MD51 186 55 65.683 F C6 P8 
1573 MC52 86 97 65.866 H C C3 1639 MD51 194 116 65.848 F C5 
1574 瓦在C52 87 114 65.834 日 C C3 1640 MD51 194 237 65.826 C C5 
1575 MC52 115 104 65盆871 PF C3 P4 1641 MD51 293 248 65.830 C C5 
1576 乱I[C52 112 109 65.875 F 13 1642 MD51 254 200 65.790 F C5 P5 

第 8表 C区出土!日石器廃性褒(7)
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第 2章 !日石器時代

NO グゾッド EW SN 標高 受熱 告ま種 プロソクト~u NO グリァド EW SN 標高 受熱 器種 プロァクNu個N体O 

1643 MD51 118 188 65.718 F C5 1709 ME53 305 206 65.740 1干 C1 
1641 MD51 230 193 65.674 C C5 1710 ME53 340 193 65.574 E干 C 1 13 
1645 MD51 350 167 65.673 RF C5 1711 ME5.1 223 24 65.753 F Cl 
1646 MD51 342 214 65.740 F C5 1712 ME54 185 36 65.589 C C2 
1647 MD51 311 230 65.792 F C5 P6 1713 ME5-1 183 57 65.565 F C2 
1648 MD51 310 2H 65.879 F C5 P6 1714 ME54 138 66 65.737 F C2 10 
1649 MD51 372 265 65‘777 HIF C5 1715 ME54 148 98 65.760 F C2 
1650 MD51 318 327 65.821 HIF C5 1716 ME54 87 115 65.757 F C2 
1651 MD51 326 360 65.807 F C5 14 1717 ME54 73 I 85 65.551 C C2 
1652 MD51 253 304 65.856 PF C5 1718 ME54 51164 65.695 F C2 10 
1653 Iv在D51 217 28.1 RF C5 単 1719 ME54 33 207 65.760 F C2 
1654 MD51 168 380 65.743 C C5 1720 ME54 30 221 65.652 I干 C2 
1655 MD51 1127 334 65.821 PF C5 1721 h在E541133 170 65.605 HIF C2 
1656 h在E511 28 141 65.696 F C5 10 1722 ME511127 164 65.609 F C2 
1657 h在E51 88 151 65.513 HIF C5 1723 五在E54 173 160 65.5-17 F C2 
1658 ME51 78 168 65.767 HIF C5 1724 ME54 190 107 65.633 PF C2 
1659 h在E51 147 161 65.554 F C5 14 1725 ME54 235 124 65.579 C C 1 
1660 ME51 188 165 65.559 C C5 1726 乱1E54 249 137 65.723 F C1 
1661 ME51 205 300 65.416 C C5 1727 ME54 256 118 65.524 C C1 
1662 主主E51 31 217 65. 78A; PF C5 ?v!E54 272 124 65.7101 H l? t C 1 

ME51 91 206 65.561 日 PF C5 P8 1729 ME54 257 43 65.572 E王 C C 1 
1664 ME51 70 245 65.690 PF C5 P7 1730 ME54 286 77 65.714 F C 1 
1665 ME51 108 230 65.750 H C C5 1731 h在E54 294 37 65.636 C C1 10 
1666 h在E51 83 269 65.703 C C5 1732 ME54 311 60 65.610 C C 1 
1667 ME51 230 315 65.648 日 PF C5 1733 ME54 359 51 65.703 C C 1 10 
1668 MD52 22 373 65.779 F C3 1734 ME54 317 115 65.674 E王 F C 1 10 
1669 MD52 18 270 65.744 H C C3 1735 ME54 323 168 65.574 F C 1 10 
1670 MD52 58 228 65.786 F C3 14 1736 五i[E54 278 197 65.715 F C1 13 
1671 MD52 10 166 65.877 F C3 P2 1737 ME54 183 235 65.594 F C2 P6 
1672 MD52 215 384 65.725 H C C3 1738 ME54 192 268 65.624 C C2 
1673 MD52 214 396 65.724 C C3 10 1739 h在E54 152 279 65.606 C C2 
1674 MD52 247 354 65.776 r C3 1710 ME51 117 186 65.603 H F C2 
1675 MD52 273 326 65.690 C C3 14 1741 ME54 25 34 65.811 AX C2 
1676 MD52 211 313 65.751 C C3 1742 h在E54 19 260 65.633 日 C C2 
1677 MD52 287 274 65.808 PES C3 1713 ME54 5 I 263 65.629 C C2 
1678 h在E52 116 76 65.743 C C5 1744 ME54 44 322 65.568 F C2 
1679 ME52 138 72 65.829 F C5 1745 h在E54 34 343 65.470 F C2 
1680 ME52 126 146 65.743 日 F C4 1746 ME54 25 349 65.581 H C C2 
1681 h在E52 207 195 65.763 日 縄文 1747 h在E54 36 365 65.579 C C2 
1682 ME52 238 215 65.688 F C4 13 1748 ME54 296 339 65.537 F C 1 
1683 ME52 116 367 65.758 F C4 1749 ME54 319 350 65.547 C C 1 
1684 ME52 108 355 65.733 C C4 1750 h在E54 334 335 65.585 H F C 1 
1685 ME52 116 341 65.608 C C4 1751 ME54 337 335 65.584 C C1 
1686 ME52 216 346 65.664 C C4 1752 ME54 371 330 65.604 F C 1 13 
1687 ME52 3，12 347 65.726 C C4 10 1753 ME54 346 316 65.619 C C1 
1688 ME52 348 342 65.706 F C4 1754 ME54 331 302 65.635 PF C 1 P1 

~~~~ 1 ~w:~;~ 1 ~:~ 1 :~~ 1 ~~.:~? 1 lむPF 
C4 i ~~~~ j ;:~~~; j ;~~ I ~~~ I ~~: ~;{ C4 

i ~~~~ I :~三 54 ¥ 311 1 292 i 65.ち~61 ~ 1 ~ 1 ~ 1 1 
1756 I IVIE54 I 340 I 290 I 65.620 I H i C Cl 

1691 MF52 56 314 65.498 C C4 1757 h在E54 330 276 65.583 C C 1 
1692 MF52 68 284 65.509 F C4 1758 ME55 154 '10 65.399 日 C C2 
1693 ME53 157 64 65.702 F C4 1759 ME55 143 56 65.499 F C2 
1694 ME53 165 50 65.764 H C C4 1760 ME55 249 34 65.435 H F C1 
1695 ME53 270 49 65.770 F C4 10 1761 ME55 309 13 65.483 F C 1 11 
1696 ME53 171 56 65.756 F C4 13 1762 h在E55 328 54 65.470 F C 1 
1697 ME53 195 97 65.741 F C4 1763 ME55 331 50 65.471 C C1 
1698 ME53 11 177 65.788 F C2 1764 h在F53 92 56 65.575 C C 1 10 
1699 五在E53 9 1279 65.606 C C2 1765 五i[F53 111 51 65.525 F C1 
1700 ME53 16 391 65.814 F C2 13 1766 h在F53 42 105 65.594 C C 1 
1701 品i[E53 111 238 65.696 F C2 1767 Eνi[F53 48 101 65.589 F C1 
1702 h在E53 183 203 65.706 F C-1 1768 MF53 5 I 130 65.626 PF C1 
1703 ME53 192 209 65.760 C C4 1769 MF53 81 109 65.862 C C1 
170，1 ME53 162 339 65.623 H C C2 1770 民主F53 177 98 65.486 F C 1 P6 
1705 ME53 275 370 65.743 F C1 1771 MF53 228 54 65.433 C C 1 
1706 ME53 323 362 65.664 C C1 1772 MF53 255 78 65.390 H F C 1 
1707 ME53 277 270 65.809 F C 1 1773 五在F53 296 52 65.435 日 F C1 
1708 ¥ ME53 I 279220 65.774 H F C1 1771 1]¥在F53 I 301 I ，10 65.399 F C 1 13 

第 g表 CIK出土!日石器属性表(日)
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NO グリッド EW SN 標 高 受熱 器種 プロゾクNOl桝NO 
ゐ1F54 240 55 65.639 C C 1 

1842 MF5.1 244 48 65.635 PF C 1 

1843 MF54 246 29 65.580 C C 1 
18tH MF54 255 34 65.549 C C 1 

1845 瓦在F5'1 16，1 36 65.576 C C 1 

1846 MF54 265 56 65.554 F C 1 

1847 MF54 258 9 65.556 PF C 1 

1848 五在F54 300 4 65.559 C C 1 11 

1849 五在F54 316 。 65.561 C C 1 
1850 五在F54 326 ひ 65.561 H C C 1 

1851 MF54 303 32 65.540 C 

18.52 MF54 309 38 65..560 C 1 
18531 MF54 331 33 65.559 F C1 

298 65 65.633 HIC C1 
1855 ¥ MF5.1 300 86 6.5.640 F C 1 P8 

1856 MF54 309 94 65.559 HIF C 1 13 

1857 MF5.1 315 100 65.560 HIF C 1 

1858 MF54 336 116 65.495 C C 1 

1859 MF54 285 94 65.628 F C1 
18草。 I¥-1F54 127旦 ロQヰつs にに官 VにA五dに EふT c、2.

MF54 255 80 65.619 C C 1 

1862 MF54 296 135 65..599 C C 1 
1863 MF54 287 131 65.635 PF C 1 

1864 MF54 270 128 65.564 C C 1 

1865 MF54 270 122 65.562 C C1 

1866 MF54 259 116 65.520 F C 1 13 

1867 恥1F54 245 136 65.575 C C 1 

1868 MF54 235 97 65.635 C C 1 

1869 MF54 233 90 65.632 PF C1 P6 

1870 MF54 196 108 65.732 F C1 

1871 MF54 183 126 65.600 F C 1 

1872 MF54 183 131 65.551 日 C C 1 

1873 MF54 176 137 65.550 PF C 1 

1874 MF54 181 146 65.585 C C1 

1875 MF54 188 162 65.525 PF C1 

1876 瓦在F54 170 173 65.635 C C 1 

1877 MF54 161 145 65.524 H C C 1 

1878 MF54 163 122 65.616 PF C1 

1879 MF54 143 181 65.596 C C1 

1880 h在F54 122 152 65.684 H C C1 

1881 h在F54 91 139 65.663 C C 1 

1882 MF54 6 I 210 65.636 C C1 

1883 MF54 45 221 65.533 C C 1 

1884 MF54 57 221 65.591 C C1 

1885 五IfF54 46 269 65.546 C C1 

1886 MF54 55 275 65.631 F C 1 

I ~~~: 1 ~'~~~~ 1 ~~ 1 ~:~ i ~~.~~: i~ 
¥ t_¥ 

1888 I MF54 i 75 i 297 I 65.643 F しよ

1889 MF54 75 315 65.566 C C1 

1890 MF54 90 293 65.594 F C1 13 

1891 h在F54 84 246 65.627 F C 1 13 

1892 MF54 94 253 65.611 C C 1 

1893 MF54 100 210 65.640 F C 1 

1894 MF54 97 188 65.536 C C1 

1895 MF54 121 225 65.580 F C1 P3 

1896 MF54 127 230 65.589 日 C C1 

1897 MF54 134 229 65.525 H F C 1 

1898 MF54 148 240 65.515 F C 1 

1899 MF54 159 25f1 65.63'1 C C 1 

1900 MF54 165 247 65.631 F C 1 P3 

1901 MF54 170 241 65.635 H F C1 

1902 MF54 190 241 65.675 PF C1 P3 

1903 MF54 187 230 65.615 C C1 

1904 MF54 190 221 65.620 PF C 1 P8 

1905 MF54 179 215 65.600 F C 1 13 

1906 MF54 189 208 65.526 F C1 

第 8表 C区出土!日石器属性表(り)
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第 2章 !日石器時代

NO 
グり岬ドi日日E87W2 1 

SNI 標高 (受熟 若ま種 プロソケ

明MF54 204 I 65.579 日 C C 1 
1908 MF54 205 I 65.516 C C 1 

NO グリァド EW SN 標高 受熱 若号 鍾 プロフクNO

1973 MF54 191 353 65.580 C C1 
1974 MF54 214 382 65.545 PF C 1 

1909 MF54 I 203 191 I 65.591 C Cl 1975 MF54 184 376 65.556 C C 1 
19lu MF54 I 210 194 I 65.591 C C 1 1976 MF54 180 393 65.541 F C 1 
1911 MF54 1217 191 I 65.551 H C C 1 1977 MF54 164 385 65.511 PF C1 
1912 MF54 I 208 205 I 65.638 F C 1 1978 MF54 162 357 65.575 PF C1 P1 
1913 MF54 I 206 223 I 65.735 RF C 1 1979 MF5.1 150 364 65.569 C C 1 
1914 h在F54 196 240 65.559 C C 1 1980 MF54 134 371 65.559 PF C 1 
1915 MF54 206 238 65.556 C C 1 1981 MF5t1 168 I 328 65.58S F C 1 
1916 MF54 221 235 65.584 C C 1 1982 乱1F5/1 160 331 I 65.571 I I F C 1 
1917 MF5'1 233 222 65.612 F 1983 I 1¥在F54 152 

i雌 lMm24219 65.622 F 
1919 I MF  54 I 256 I 226 6S.628 F C 1 
1920 乱1F54I 249 I 209 65.566 日 C C 1 

1984 I MF54 131 

11985今 MF54 137 329! 65.585! 1 C 
1986 乱1F54 139 322 65.578 F C 1 10 

1921 鈴1F54 259 179 65.559 F C 1 10 1987 MF5'1 H8 286 65.601 F C 1 
1922 MF54 270 167 65.591 C C 1 1988 h在F54 140 277 65.570 F C 1 
1923 MF54 269 158 65.606 HIF C 1 1989 MF54 125 277 65.590 C C 1 
1924 MF54 281 200 65.622 F C 1 13 1990 MF54 116 299 65.600 C C1 
1925 MF54 287 206 65.621 PF C 1 P8 1991 乱1F54 105 306 65.547 C C 1 
1926守主主F54 29、uζ2 

~~; I ~~:~~~ 
τ工で、

Z 円'._.. 1 ふ

290 C C 1 I ~~:~ I ~~日 I ~詰 318 65.538 C 円にJ ーiさ

1993 I M F 54 I 112 325 65.542 F C 1 
1928 MF54 313 187 65.576 C C 1 199/1 MF54 92 375 65.511 PF C 1 P3 
1929 MF54 207 177 65.605 C C 1 1995 MF54 236 400 65.522 C C1 
1930 MF54 300 160 65.589 C C 1 1996 五在F54 393 50 65.475 H C C 1 
1931 MF54 334 166 65.495 C C 1 1997 MF54 361 42 65.535 F C 1 
1932 MF54 339 189 65.550 F C1 1998 MF54 372 6 65.540 PF C1 
1933 h在F54 345 166 65.493 C C 1 1999 MF55 78 5 65.524 H PF C1 
1934 MF54 365 191 65.550 PF C1 2000 MF55 175 9 65.494 日 F C 1 
1935 MF54 327 262 65.530 F C 1 2001 MF55 194 18 65.543 PF C1 
1936 MF54 306 250 65.586 F C 1 2002 乱在F55 201 5 65.559 F C1 
1937 MF54 307 238 65.580 F C 1 2003 MF55 214 10 65.532 C C 1 
1938 MF51 385 345 65.139 F C 1 2004 MF55 2白q、亡2 ワ25 65 ・5円ムウ4 H PF C1 
1939 五在F54 365 340 65.501 F C 1 P6 2005 MF55 228 6 65.525 PF C 1 
1940 MF54 326 341 65.523 F C 1 2006 MF55 297 50 65.515 F C 1 
1941 MF54 298 327 65.540 C C 1 2007 MF55 306 45 65.519 PF C1 
1942 MF54 311 347 65.473 C C 1 2008 MF55 305 1 65.466 F C 1 13 
1943 MF54 293 297 65.565 C C 1 2009 MF54 233 354 65.592 PF C 1 単
1944 MF54 337 365 65.449 PF C 1 P8 2010 MF54 359 40 65.535 PF C1 
1945 瓦在F54 335 390 65.508 C C 1 2011 MF54 223 101 65.645 C C 1 
1946 MF54 326 378 65.535 C C 1 2012 MG54 118 10 65.262 PF C1 
1947 MF54 311 360 65.539 C C 1 2013 h在G54 132 18 65.238 C C1 11 
1948 MF54 300 354 65.489 C C 1 2014 MG54 147 31 65.277 F C 1 
1949 MF54 274 332 65.515 C C 1 10 2015 MG54 149 71 65.251 H C C1 
1950 民1F54 301 388 65.565 F C 1 2016 MG54 222 67 65.175 PF C 1 
1951 MF54 252 375 65.580 H F C 1 2017 MG54 234 102 65.230 H F C 1 
1952 MF54 254 307 65.546 C C 1 2018 MG54 240 126 65.215 C C 1 

I :~~~ i ~v~~ ~4 i ::: I ::: Iむ5.61む: | ム日 i ;，__ ムl. L i 
1954 I 1¥在F54， I 230 i 288 i 65.631 P F i C 1 iP 3 

12019ι lvfG54 i 272 11記 1 b::..l::.:] IF j C 1 
2020 i MG54 I 290 I 111 I 65.09/1 F C 1 

1955 MF54 215 278 65.631 C C 1 2021 MG54 309 164 65.090 H F C1 
1956 MF5l1 238 328 65.482 HIC C 1 P1 2022 MG54 279 70 65.099 HIF C 1 10 
1957 MF54 223 276 65.607 HIF C1 P8 2023 MG54 335 16 64.928 C C 1 
1958 MF54 229 270 65.599 F C 1 2024 MG54 354 10 64.917 PF C1 
1959 MF54 220 263 65.605 F C1 2025 MG54 377 75 64.880 C C 1 11 
1960 MF54 243 261 65.569 C C 1 2026 MG54 380 100 64.893 PF C 1 
1961 MF54 201 267 65.550 F C 1 13 2027 h在G54 387 201 64.944 PF C1 
1962 MF54 195 286 65.591 PF C1 P 1 2028 MG54 386 231 64.973 F C 1 
1963 MF54 175 284 65.626 F C 1 2029 MG54 350 264 65.009 PF C 1 11 
1964 MF54 180 285 65.629 H C C 1 2030 MG54 243 243 65.132 F C1 13 
1965 MF54 188 298 65.590 H C C 1 2031 MG511 195 160 65.304 PF C 1 
1966 MF54 177 306 65.585 PF C 1 2032 MG54 177 182 65.326 PF C 1 
1967 MF54 227 344 65.530 F C 1 2033 MG54 129 191 65.344 PF C1 11 
1968 MF54 221 351 65.585 H F C 1 2034 MG54 117 187 65.370 C C 1 10 
1969 MF54 211 337 65.567 C C 1 2035 MG54 119 170 65.362 C C 1 P4 
1970 MF54 203 337 65.569 F C 1 2036 MG54 115 112 65.426 PF C1 14 
1971 MF5，i 202 311 65.575 PF C 1 2037 MG54 17 109 65.515 F C 1 

i 1972 I MF  5，1 I 206 I 353 65.569 C C 1 2038 I MG5'l1 73 I 158 65.442 PF C 1 
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小出 I遺跡、

NO グリッド EW SN 標高 受熱 器種プ Jo7NO NO グリッド EW S_N 標高 受熱 器種 プロックNO{N滋体O 

2039 MG54 76 180 65.460 C i C 1 2105 MD53 268 391 65.720 F C2 
20'10 IV在G5fl 85 197 65.430 C I C 2106 MD53 275 389 65.717 HIF C2 
2041 MG5，1 12 165 65.503 壬玉 C I C 1 2107 MD53 282 385 65.707 F C2 
2042 乱在G54 62 226 65.469 PF I C 1 2108 MD53 286 391 65.680 F C2 14 
2043 MG54 27 285 65.525 RF I C 1 2109 MD53 276 396 65.682 F C2 14 
2044 MG54 65 283 65.439 P F I C 1 2110 MD53 325 366 65.601 F 10 
2045 MG54 141 292 65.320 H C I C 1 2111 MD53 335 366 65.600 F C .) 10 
2046 MG54 65 346 65.410 PF C 1 P9 2112 MD53 331 359 65.639 C C2 
2047 瓦在G54 7 1347 65.541 C C 1 2113 MD53 350 344 65.598 C C2 
2048 h在G54 5tl 379 65.355 F C 1 MD53 344 328! 65.597 C C2 
2049 MG54 HO 390 65.308 C C1 2115 MD54 45 57 I 65.561 C C2 
2050 MH54 12 173 61.901 F C 1 2116 Pν，1D54 64 C C2 
2051 MH54 35 175 64.878 PF C 1 2117 MD54 80 75 I 65.697 HIF C2 
ZU:JZ MH51 33 145 64.885 I H 1 e C1 2118 MD54 75 83 I 65.671 F C2 10 
2053 MG54 23 282 65.526 F C 1 2119 MDM 114 77 65.802 C C2 
2054 h在C52 255 9 65.851 F C3 2120 MD54 119 108 65.758 C C2 10 
2055 MC52 204 116 65.877 PF C3 2121 MD54 125 88 65.639 C C2 10 
2056 MC52 204 136 65.873 F C3 P6 2122 五在D54 139 115 65.720 F C2 10 
2057 h在C52 210 133 65.853 F C3 P4 2123 MD54 159 115 65.802 F C2 
2058 MC52 216 135 65.822 PF C3 2124 MD54 164 I 118 65.790 r 

MC52 205 147 65.881 PF C3 MD54 159 I 102 65.691 E C C2 
2060 主在C52 199 152 65.873 PF C3 2126 MD54 163 108 65.742 PF C2 
2061 MC52 160 139 65.831 日 C C3 2127 MD54 170 75 65.773 F C2 10 
2062 MC52 285 165 65.705 C C3 2128 MD54 155 55 65.801 F C2 10 
2063 五在C52 220 187 65.789 F C3 2129 MD54 180 2 65.676 H F C2 
2064 MC52 314 242 65.780 PF C3 2130 MD54 200 23 65.679 C C2 10 
2065 h在C52 127 296 65.666 C C3 2131 MD54 205 27 65.690 F C2 10 
2066 MC52 150 33，1 65.677 H F C3 2132 MD54 185 61 65.596 F C2 10 
2067 MC52 15 345 65.664 PF C3 2133 MD54 179 94 65.659 C C2 10 
2068 瓦在C52 51 372 65.769 F C3 14 2134 h在D54 186 106 65.689 F C2 10 
2069 MC53 167 。65.767 H F C3 2135 MD54 101 117 65.657 F C2 10 
2070 h在C53 125 8 65.841 C C3 2136 MD54 212 94 65.700 CO C2 10 
2071 MC53 115 9 65.829 F C3 2137 h在D54 205 80 65.765 C C2 10 
2072 MC53 111 11 65.832 F C3 2138 MD54 210 68 65.707 C C2 10 
2073 MC53 124 18 65.854 C C3 2139 MD54 222 80 65.766 F C2 10 
2074 MC53 127 25 65.776 C C3 13 2140 MD54 229 76 65.787 F C2 10 
2075 MC53 3 I 191 65.620 F C3 2141 MD54 226 70 65.776 F C2 10 
2076 MC53 226 325 65.745 日 F C3 2142 MD54 219 58 65.703 F C2 10 
2077 MC53 222 368 65.744 PF C3 2143 MD54 220 47 65.700 PF C2 P6 
2078 h在C53 80 391 65.587 H PF C3 2144 MD54 215 13 65.682 F C2 10 
2079 MC54 201 34 65.730 PF C3 2145 MD54 215 3 65.783 C C2 10 
2080 MD53 61 209 65.755 PF C2 2146 MD54 225 1 65.787 F C2 10 
2081 MD53 18 339 65.626 C C2 10 2147 MD54 230 6 65.627 C C2 10 
2082 MD53 10 393 65.692 C C2 10 2148 MD54 225 15 65.616 F C2 10 
2083 MD53 205 290 65.648 F C2 2149 MD54 236 19 65.684 C C2 10 
2084 MD53 231 305 65.700 C C2 2150 MD54 245 16 65.679 F C2 10 
2085 如rDS3! 229 ! 315 I 65.691 C C 2 ! 

101 i ;~~~ i MD53 i ;;i I 295 I 65.709 F c、つω 

i2151 MD542243a5255.怨 7! 2P2C2110  i 
2152 I ~v1D54 I 259 I 18 I 65.630 PF I C 2 

2087 MD53 302 285 65.599 PF C2 P4 2153 MD54 259 13 65.630 F C2 10 
2088 MD53 253 338 65.688 F C2 2154 h在D54 263 2 65.664 HIF C2 10 
2089 h在D53 264 344 65.679 F C2 10 2155 MD54 275 51 65.580 C C2 10 
2090 MD53 210 340 65.682 F C2 10 2156 h在D54 288 50 65.584 F C2 10 
2091 MD53 216 345 65.688 F C2 10 2157 MD54 306 50 65.682 F C2 
2092 MD53 235 3己9 65.720 PF C2 2158 h在D54 274 58 65.624 F C2 10 
2093 MD53 240 371 65.729 H PF C2 2159 MD54 295 77 65.591 C C2 10 
2094 MD53 212 367 65.752 F C2 10 2160 h在D54 306 88 65.560 F C2 
2095 MD53 206 371 65.730 F C2 10 2161 乱ID54 373 65 65.649 C C2 
2096 MD53 190 378 65.713 F C2 12 2162 MD54 335 64 65.584 C C2 
2097 MD53 195 386 65.750 F C2 12 2163 MD54. 292 90 65.663 F C2 10 
2098 MD53 160 393 65.672 C C2 10 2164 MD54 280 88 65.718 H F C 2 10 
2099 MD53 179 399 65.679 F C2 10 2165 MD5'1 282 78 65.662 F C2 10 
2100 MD53 205 395 65.700 日 F C2 10 2166 MD5，1 285 75 65.649 F C2 10 
2101 MD53 223 386 65.781 F C2 11 2167 h在D54 271 73 65.641 F C2 10 
2102 MD53 247 388 65.64<1 F C2 10 2168 MD5，1 260 82 65.672 F C2 10 
2103 MD53 254 368 65.635 C C2 14 2169 MD54 245 79 65.708 F C2 10 
2104 恥1D53I 256 I 364 I 65.626 F C2 2170 五在D54 239 90 65.728 C C2 
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第 2章旧石器時代

NO グリッド EW SN 標高 受熱 器種 プロァクNO健N体O NO グリッド EW SN 標高 受熱 器種 プロッ亨NO健N体O 

2171 MD54 271 115 65.756 F C2 2237 MG54 18 I 153 65.460 狂 C C 1 

2172 MD54 270 141 65.610 PF C2 P6 2238 MG5'1 117 118 65.372 H F C 1 

2173 五在D5，i 221 129 65.750 PF C2 P4 2239 MG54 177 175 65.270 PF C1 

2174 h在D54 234 170 65.681 PF C2 2240 MB52 7 I 55 65.695 H F C3 

2175 MD54 225 163 65.655 RF C2 2241 MB52 50 I 29 65.724 F C3 

2176 瓦在D54 184 146 65.751 C C2 11 2242 MB52 97 I 18 65.735 PF C3 

2177 MD54 170 156 65.615 HIF C2 2243 MB52 92 I 61 65.734 PF C3 

2178 MD54 166 172 65.723 F C2 10 2244 MB52 38 124 65.699 日 F C3 

2179 MD54 165 187 65.683 F C2 P3 2245 h在B52 117 133 65.716 F C3 14 

2180 MD54 208 189 65.730 HIPF C2 2216 MB52 203 190 65.699 日 C 

2181 MD54 139 162 65.729 F C2 10 2247 五在B52 188 238 65.766 C C3 

2182 MD5'1 127 168 65.672 C C2 10 22，18 MB52 317 256 65.742 C3 

2183 MD54 116 152 65.770 F C2 10 2249 MB52 307 281 65.723 日 C C3 

2184 MD54 108 165 65.61'1 F C2 10 2250 MB52 151 320 65.695 HIF C3 P1 

2185 MD54 95 133 65.612 F C2 2251 MB52 129 253 65.689 HIF C3 13 

2186 MD54 81 164 65.600 F C2 2252 MB52 124 262 65.693 HIF C3 14 

2187 MD54 89 219 65.620 F C2 10 2253 MB52 116 335 65.672 PF C3 

2188 乱在D54 97 226 65.625 C C2 10 2254 MC52 207 114 65.844 PF C3 

2189 h在D54 110 240 65.674 F C2 10 2255 MC52 203 133 65.770 F C3 

空190 -r..AD54 91 236 65争637 F C2 2256 MC52 190 133 65，703 PF C3 

MD54 85 281 65.575 F C2 10 MC52 215 139 65.836 PF C3 

2192 MD54 164 242 65.634 PF C2 P4 2258 五在C52 206 149 65.835 PF C3 

2193 MD54 174 267 65.596 日 F C2 2259 MC52 195 164 65.699 PF C3 

2194 MD54 191 274 65.659 C C2 2260 MC52 125 399 65.770 F C3 13 

2195 MD54 192 298 65.584 F C2 2261 MC52 207 142 65.809 日 F C3 

2196 MD54 207 299 65.548 F C2 10 2262 MB52 313 250 65.733 F C3 

2197 MD54 155 351 65.442 C C2 10 2263 MB53 375 37 65.740 F C3 14 

2198 MD54 210 320 65.498 PF C2 P4 2264 MB53 307 49 65.676 C C3 

2199 MD54 247 272 65.567 F C2 10 2265 h在B53 327 85 65.754 F C3 P5 

2200 MD54 252 234 65.644 H PF C2 2266 MB53 323 187 65.714 C C3 

2201 MD54 291 281 65.610 C C2 10 2267 MB53 159 15 65.703 F C3 

2202 MD54 308 26] (15.510 F C2 10 2268 MB53 171 99 65.697 日 C C3 

2203 MD54 321 231 65.535 C C2 10 2269 MB53 93 101 65.659 日 F C3 10 

2204 MD54 309 195 65.679 F C2 10 2270 MB53 90 114 65.661 F C3 

2205 恥ifE54 47 328 65.457 PF C2 P1 2271 五在B53 61 151 65.670 H F C3 

2206 ME54 330 106 65.651 C C 1 14 2272 MB53 170 198 65.634 日 C C3 

2207 MD54 23 325 65.467 H F C2 2273 恥1B53 171 253 65.606 C C3 

2208 MF54 45 55 65.506 PF C 1 P4 2274 MB53 280 275 65.671 C C3 

2209 恥ifF54 175 193 65.640 C C 1 P1 2275 MB53 231 325 65.611 H F C3 

2210 MF54 200 214 65.656 PF C 1 P7 2276 MB53 186 399 65.559 H F C3 10 

2211 MF54 207 227 65.623 C C 1 2277 恥1B53 90 375 65.585 区 F C3 

2212 MF54 190 224 65.576 C C 1 2278 MB53 61 384 65.565 日 C C3 

2213 MF54 187 242 65.660 F C 1 P 1 2279 MB53 108 315 65.619 F C3 14 

2214 MF54 168 224 65.694 C C 1 2280 MIヨ53 125 300 65.600 H F C3 

2215 MF54 154 224 65.674 C C 1 2281 MB53 75 269 65.637 H C C3 

2216 MF54 174 280 65.569 C C 1 2282 MB53 10 240 65.622 C C3 

I ~~:~ I :v;~ ;'; ! 150 I 28.1! 65.528 ¥ ! F i F1.lP R | 

2218 I MF5'1 96 I 288 I 65 . 56，1 I H I F C 1 

i22831MB541145325355・572・ !F C 3 i 14! 

2284 I MB54 I 125 I 55 I 65.550 C C3 

2219 MF54 62 273 65.522 HIF C 1 2285 MB53 268 30 65.659 日 F C3 

2220 MF54 187 356 65.497 C C 1 2286 MA53 366 50 65.691 縄文

2221 MF54 200 354 65.481 HIPF C 1 P1 2287 MB54 16 296 65.129 F C3 

2222 b在F54 345 355 65.450 HIF C 1 2288 MF54 167 233 65.516 C C1 

2223 MF53 295 392 65.514 C C 1 2289 MF54 193 221 65.612 日 F C1 

2224 MF53 315 334 65.579 F C 1 P1 2290 MF54 208 229 65.496 C C1 

2225 MF53 282 276 65.494 C C 1 2291 MF54 215 264 65.552 H F C 1 

2226 MF53 271 265 65.000 PF C 1 11 2292 MF54 296 303 65.475 C C 1 

2227 MF53 148 320 65.585 C C 1 2293 MF54 364 263 65.458 F C1 P8 

2228 五在F53 375 99 65.286 PF C 1 2294 五在F54 390 198 65.462 H C C1 

2229 MG53 33 111 65.338 F C 1 2295 MF54 23 324 65.481 PF C 1 

2230 MG53 26 110 65.350 H C C 1 2296 MF54 28 395 65.454 F C1 13 

2231 MG53 26 344 65.515 日 F C 1 2297 五在E52 215 H 65.814 K C5 持主

2232 MG53 28 341 65.506 F C 1 13 2298 ME52 124 1，17 65.638 C C4 

2233 MG53 32 343 65.472 F C 1 13 2299 ME52 203 202 65.727 F C4 

2234 MG53 16 395 65.441 F C 1 2300 MA53 346 205 65.603 C C3 

2235 MG53 279 155 64.816 F C 1 13 2301 MD54 264 9 65.516 F C2 10 

2236 MG53 365 375 64.879 I I P F C 1 2302 MD54 260 51 65.495 C C2 
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小出 I遺跡

NO グリ y ド EW SN 標潟 受数 器稜 プロァクNO個NO体 NO グリッド EW SN 療高 受熱 器種 プ口ァクNO

2303 MD54 245 58 65.494 C C2 10 2369 MC54 285 365 65.349 C C2 
2304 MD54 265 78 65.567 F C2 10 2370 h在C5l1 292 392 65.291 F C2 
2305 MD54 279 78 65.636 C C2 10 2371 MC54 305 390 65.302 F C2 
2306 MD51 284 90 65.692 F C2 10 2372 MF54 177 230 65.505 F C1 
2307 MD54 301 67 65.570 F C2 2373 MF51 180 231 65.501 F C1 
2308 MD54 321 66 65.484 F C2 10 2374 MF54 185 239 65.501 H C C1 
2309 MD54 317 54 65.573 F C2 2375 五在F54 189 230 65.505 C C1 
2310 MD54 344 74 65.509 E王 F C2 2376 MF5.1 200 231 65.504 F C1 
2311 MD54 317 13，1 65.185 F C2 10 2377 MF54 194 225 65.556 C C 1 
2312 MD54 301 195 65.636 C C2 2378 MF54 200 213 65.581 C C 1 
2313 MD54 325 261 65.-11，1 C C2 2379 五!lF5.1 205 217 I 65.5.58 F C 1 
231<1 MD54 252 199 65.'166 C2 2380 MD55 205 F C2 10 
2315 MD5，1 278 147 65.571 PF C2 P6 2381 MD55 246 191 65.253 HIF C2 

i 2316 lv:iD5l1 上凸生 L:.JO 65.'169 c し己 lU 6J1l6 品4υvv 6VO 71 05.256 じ C2 
2317 MD54 217 3.18 65..135 H C C2 2383 MD55 324 1 65.349 PF C2 
2318 h在D54 240 90 65.657 S C2 2384 MD55 362 3 65.275 HIC C2 
2319 MD54 188 104 65.657 PF C2 2385 MD55 333 29 65.286 RF C2 
2320 MD54 159 132 65.537 F C2 2386 h在D55 348 25 65.286 F C2 
2321 MD54 201 172 65.589 F C2 2387 MC54 341 319 65.420 F C2 
2322 MD54 120 149 65.566 F C2 10 2388 MC51 357 50 65.577 C C2 10 

MD54 90 149 65.593 HIC 2389 2 65.635 F C2 
2324 MD54 95 134 65.540 F C2 2390 MD54 1 190 12 65.395 F C2 10 
2325 MD54 171 38 65.496 F C2 2391 MD54 194 72 65.400 C C2 10 
2326 MD54 156 24 65.495 F C2 P2 2392 h在D51 178 138 65.439 F C2 10 
2327 MD54 137 32 65.495 F C2 10 2393 MD54 298 81 65.393 F C2 10 
2328 MD54 126 55 65.496 F C2 10 2394 MD51 345 60 65.390 C C2 
2329 MD54 115 30 65.490 C C2 10 2395 MD51 311 92 65.395 F C2 10 
2330 MD54 103 63 65.491 F C2 10 2396 MD55 148 32 65.278 日 F C2 
2331 MD54 80 42 65.486 C C2 2397 MD53 273 355 65.469 F C2 10 
2332 MD54 67 10 65.482 C C2 2398 MD53 119 377 65.413 F C2 10 
2333 MD54 44 56 65.485 F C2 2399 MD53 380 176 65.562 F C2 10 
2334 MD54 63 112 65.555 C C2 2400 MD53 314 156 65.570 F C2 
2335 h在D54 48 121 65.561 F C2 10 2401 MC55 322 19 65.265 F C2 P1 
2336 MD54 14 117 65.544 PF C2 2402 ME55 289 38 65.380 F C 1 
2337 MD54 67 219 65.496 H C C2 2403 ME55 315 47 65.386 F C 1 P6 
2338 MD54 70 238 65.494 H PF C2 2404 ME55 320 20 65.415 PF C 1 
2339 MD54 15 229 65.535 H C C2 2405 MF53 304 12 65.256 F C 1 P 1 
2340 MD54 4 I 258 65.501 F C2 2406 MF55 330 57 65.351 F C 1 P1 
2341 MD54 23 321 65.446 H F C2 2407 h在F55 379 72 65.305 C C 1 
2342 MD54 69 334 65.396 F C2 2408 五在E51 28 79 65.573 C C6 
2343 MD54 320 85 65.480 F C2 2409 ME51 75 73 65.535 F C6 
2344 MD54 302 69 65.539 F C2 10 2410 h在E51 74 46 65.471 C C6 
2345 MD54 299 66 65.545 F C2 10 2411 ME51 259 45 65.466 F C6 
2346 MD54 279 77 65.578 H F C2 10 2412 ME51 324 240 65.459 F C5 11 
2347 MD54 285 141 65.483 C C2 2413 h在E51 299 242 65.530 F C5 
2348 MD54 251 86 65.494 F C2 10 2114 ME51 355 147 65.407 F C5 
23491 MD54 118511031 65.627 F C2 10 
i 2350 I MD53 1183 i 292 i 65.424 I fて C2 
2351 MD53 264 396 65.598 F C2 
2352 MD53 254 398 65.605 F C2 
2353 MD53 247 399 65.673 F C2 10 
2354 MD53 225 396 65.759 F C2 10 
2355 ND53 228 393 65.471 F C2 10 
2356 MD53 275 347 。::J.::J~::J F C2 10 
2357 MD53 268 350 65.658 F C2 10 
2358 MD53 253 354 65.648 C C2 
2359 MD53 236 361 65.637 F C2 10 
2360 MD53 216 345 65.591 F C2 10 
2361 MD53 206 328 65.536 F C 2 10 
2362 MD53 229 323 65.555 F C2 
2363 MD53 285 283 65.604 F C2 10 
2364 MD53 35.1 308 65.549 日 C C2 10 
2365 MD53 106 177 65.593 C C2 
2366 MD53 169 73 65.610 C C3 
2367 MD53 183 41 65.607 C C3 
236811¥在D531111 1 44 65.628 C C3 
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第3章縄文・弥生時代

第 3章縄文§弥生時代

第 1節遺構と出土遺物

縄文時代の遺構は、竪穴住居跡 l軒、土坑4基、フラスコ状土坑4基である。これら遺構群

の分布は、調査区中央部にある SKF19が最も南に位置しており、他の遺構群はこれから北西

に分布している。竪穴住居跡(S123)とSKF25は北側の斜面に、地の遺構とはやや離れて欝

築されている。

各遺構とも基本層序 1c層下宿から、 II震上面で確認されているが、フラスコ状土坑などの

残存する形態からみても、当該期の遺構の掛り込み面は、 1b層と考えられる。

1. 竪穴住居跡

S 123(第68• 69図、図版14• 20) 

調査区内北側の斜面に構築された住居である。住居の規模は、 1/2ほど残っている南側の壁

から推測して、径4.0mほどの円形を呈していたものと られる。壁高は南側でA5cmほどで、

西側の壁下には!幅17cm前後、床面からの深さ5cmの周溝が壁に沿って2.5mにわたってめぐっ

ている。床面は堅くしまっているが、住居北側ではややもろしまた壁に近ずくにつれてもろ

くなっている。

柱穴は、炉を中心として東西にほぼ対象となる位置に 2個(pit1・2)ある。柱穴掘方の大きさ

は、 pit1が上面径28cm、底面径12cm、床面からの深さ60cmで、 pit2は上面径30cm、底面径20

cm床面からの深さ60cmで、ある。

炉は在居中央で、石臨し、を伴う複式炉である。炉の形態は北東側に、「ハjの手こに商く

い部があり、「ハJの字の頂点に深鉢形土器が二重に埋設される。埋設された土器の南側には、

径1.4mほどのプランを描く石の抜き取り痕が確認されており、住居内において石闘い炉から

複式炉へ造り変えがあったことも考えられる。またこの石の抜き取り痕のプランとほぼ重なる

ように、下に SKF30があり、この住居が、 SKF30を埋めて構築されており、そのため床面

中央が窪んでいることがわかる。住居南東にある石は、従来炉に使用されたもので、検出時に

は床面から浮いた状態であった。石密い部の炉に使用されている石は、それほど焼けてはいな

い。住居内の覆土は全体的にしまりがなく、 2'"'-'4層には多量の炭化物が混入し、 3層では特

にその領向が強い。増設土器周辺は、赤褐色(5Y R4/8)でレンガ状になっている。

された土器のうち、内側の土器は、ロ縁部のみを欠く深鉢形土器で、外側の土器
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A 

久一

65.4111-8 

第68国竪穴住居跡SI 23 

は、粗製深鉢形土器の体部破片をめぐらしたものである。

1 . .I.l.~ 補色 U7.5Y f{ 7~) 

ワ 11品特j色1-.17汽yR ~l;í) 

:~ /./.'; f品色ゴ

ーi、 l目色f{Y，)十!立件;色卜(7.5YR:，~~) 

5. .iJ、対色J史1'.1!i Y Ry，) 

出土遺物(1 ~ 6 • S 1)のうち、 3.--._， 6、Slは覆土中 4層から出土したもので、 3叶は縄

文施文後、太い沈線で区画文を掻き磨り請しを行ってし、る。施される縄文は全てRL原体によ

るものである。 1は炉に使用された内側の土器で、外反する口縁から体部上半で一度くびれて、

ゆるやかなカーブを描きながらほぼ平らな底部に杢る深鉢形土器である。地文には前段多条の

LR縄文が施され、縦方向の沈線区画の後磨り消しが行われる。縄文部として残った部分は

IHJ字状を呈しているが、一箇所は縦方向に構円形と「の」字状の縄文部がある。文様帯の

下限は体部下半まである。胎土は、白色の砂粒を含むものの級密で、焼成も良好である。

2は、 LR原体の横位回転による縄文の施される深鉢形土器であろう。炉に使用された部分

は体部の円く膨らみのある部分で、ほぼ一周する。胎土には粗い砂粒を含んでいる。

Slは頁岩を素材とする掻器である。背面の一部に自然面と先行剥離面を残し、両側縁に細

かな調整をおこなっている。主要剥離面の基部には、比較的粗い剥離が施される。
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小出 I遺跡

2. 土坑

S K04(第70番 71関、図版20)

調査広中央の東側MB50グリッド、 II層上面で確認している。上面径80cm、底面径65cmの

ほぼ円形を呈する土坑で深さ60cm、断面形は平坦な底面から丸みをもって立ち上がる。

のうち 3層は暗褐色土中に多量の赤掲色焼土が混入し、 2~4 層中には炭化物も含まれる。 1

層は自然堆積土であるが、 2~4 層は人為的に埋められた土で、その後に 5 層の暗掲急土が混

入したものである。土坑のよ面プランの東側に接して、土坑確認面と同一レベルで長さ25cm

ほどの角擦が検出されている。出土土器(7~ 8)のうち、 7は網目状撚糸文の施される土器。

8 . 9は同一一{留 J体のほ

謁整された石鎮である。

S K35(第70図、図版15)

る口縁部被片でも沼状縄文が施される。 S 1 ，主、

SK04の北側、 MBoMC51グリッドの II層上面で確認している。上面および底部は円形で、

毛主々 径90cmと50cmほどである。深さ75cmで、断由形はやや丸みのある底面から20cmほと垂

直に立ち上がり、そこからさらに外傾して立ち上がる。覆土は、やや粘性があるものの間際が

多く、部分的に黒褐色土(10YR2/3)がブロック状になって混入している。また層下部には 5

mmほどの炭化物も含まれ、縄文土器片も出土している。層上部に見られる掲色土は壁の崩壊

土である o 細片で摩滅しており図示不可能である。

S K37(第70図)

S K35の北4mのMB51・52グリッドの II層上面で確認している。上面は径85cmの円形を呈

しているが、底面は長軸(二!ヒ東一南西)70cm、短:軸50cmの構内形をEさしてし、る。探さは20cm

ほどで、壁はほぼ平塩な底面から外傾して立ち上がる。覆土は1-2層とも燭色系のこiニで、粘性が

あり、堅く締まり、炭化物が混入している。 3層の黄禍色土はボソボソしており壁の崩壊土で

ある。

S K40(第70図)

調査区東南の L147グリッドで、 SN02の下に確認されたものである。掘り込み菌は Z

で上面および底面はほぼ円形を皇し、各々怪 1mと80cmで、ある。深さは30cmで、壁は平坦な

底面ーからやや外傾して立ち上がる。覆土は上層の2.3層は SN02の熱によって、赤掲色の焼土

に変化していて、 4層が堅くしまりのある褐色土で炭化物がわずかながら混入している口

遺物は出土していない。
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第 3章 縄文 e 弥生時代

3. フラスコ状土坑

S K F 19(第70.72菌、関版16• 20) 

調査区中央部の東、 L049グリッドのII層上面で確認されている。上面形は80cmx70cmの

楕円形で、底面は在1.2mの円形を呈している。確認面からの深さは1.4mほどで、断面形は、

平唱な底面から径50cmの頚部までほぼ車線的にすぼまり、上部でわずかに外傾する。

覆土のうち、 2~4 層は陪鍋色~黒補色系の土で、全体的に炭化物@焼土粒子が混入し、混

入の割合は下位ほど高くなる。 2 • 3層は比較的しまりのない土で、 3麗下位には地山ブロッ

ク(7層)が混入し、 4層は粘性の強い水分を含む土で赤褐色焼土(5層)が巌入している。

遺物は縄文土器が 2層および 3層上位より出土した他、 4層より炭化したクリとオニグノレミ

が検出されている。その他、底面より30cmほど浮いた状態で焼けた扇平な擦と角擦が出土し

ている。

出土土器(13~15) は、いずれも摩滅が著しいが、 13 ・ 15は RL縄文が施され、 14は厚みのあ

る底部破片である。胎土は 2~3mmの石を含み組く、焼成も良くない。

S K F 24(第70.72図、図版16• 20) 

調査区中央の北東、 MA53グリッドで確認されている。上面形は、 100cmx70cmの楕円形

で、底面も100cmX80cmの楕円形を呈しているが、底面のプランは東と西でよ面プランより

わずかに張り出す。確認面からの深さは40cmで、断面形は平坦な底面より、丸くカーブを措

いて立ち上がり、袋状を呈している。確認面のレベルがフラスコ状の頭部に相当するものと考

えられる。

覆士は暗燭色二上で¥明掲色土(7.5YR5/6)がブロック状に混入し、炭化物@土器片も含まれ

る。底面よりわずかに浮いた状態で角礁と円擦が検出されている。

出土土器(16~19) のうち、 16は直立ぎみの口縁部破片で、口唇が鋭く内傾し、施される縄文

は、結束の無い O段多条のLRとRL原体による羽状縄文である。胎土には繊維を含み、焼成

は良くなし、。 17~19は、網目状撚糸文の施される土器でいずれも R原体である。胎土は般密で

繊維を含まず、焼成は良好である。 S3は6面に凹部をもっ安山岩を素材とするくぼみ石であ

る。

S K F 25(第71・72図、図版16)

調査夜の北西、 S123の北西側でMC55グリッドに位置している。構築場所が南から北へ傾

斜する面なため、確認面のII層の段階で北側の壁は大きく欠落している。上面形は1.7m(南北)

X1.3m、底面形も1.9mX1.7mの楕円形を皐している。確認留からの深さは南側の高い部分

で1.3m、北側の低い部分で0.8mで、ある。壁は、平坦な底面から一度袋状に外に膨らみ、さら

に直線的に立ち上がる。
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第 3章縄文・弥生時代

覆土は、 1 層が暗褐色土で 2~4mmの炭化物を含みしまりのある土で、自然堆積土の流れ

込みによるものである。 2~6 層は掲色系の士で、各々炭化物・焼土粒子を含み、 7 層は壁の

崩落による堆積土である。

遺物は 1層から、縄文土器片とブレイク@チップが出土しており、このうち西側の壁際から

は土器片が板状に重なって出土している。

出土土器(10~12)のうち、 10は直立する口縁部破片で、無文の口綾下に縦方向に縄文部を区

霞する詑繰がヲ!かれるさ 11も法線によって舞立部と縄文部が区画きれる。 10• 11 Cも胎十に白

色の砂粒を含むが焼成は良好である。縄文はいずれも LR原体による斜縄文である。 12は平坦

な底部から大きく外反する深鉢形土器であろう。 LR原体の縦位回転による縄文が体部下半ま

で施される。胎土には 2~4mmの砂粒を含むが徽密で、焼成も良いo 0 

S K F 30(第72図、図版14)

竪穴住居跡S123の炉の下から検出された土坑である。 S123構築時に上半部分は削平され

ており、また残った下半部は埋められている。 S123床面からの深さが70cmで、臆面形は径1.5

mほどの円形を呈している。断面は、平坦な底面から少し外に膨らみながら立ち上がっており、

SK25と同じ形態を示すものと考えられる。

覆土は下位に倍綱色土層、上位に樹色系の土がほぼ水平堆積していて、全体的に間際があり、

少量の炭化物を含んで、いる。最上位の 1層の掲色土は地山の土を埋土したもので、堅くしまっ

ている。

遺物は出土していない。

第 2節遺構外出士遺物

1. 土器

遺構外出土の土器は、大きくは縄文時代早期~前期、中期、晩期、弥生時代の土器である。

出土地域は前二者が調査範閤の北西部なのに対して、後二者は北東部に出土しており、出土範

囲に明瞭な違いをみせている。出土層位は基本層序 1• II層であるが、土器を層序的に把握で

きたものではない。従って、下記に述べる土器の分類は施縄文。胎土@文様などを中心とした

ものである。

I 群土器(第73~79菌、図版21~24) 

縄文時代早期後半から前期前半の土器で、小出 I遺跡の出土土器では数量的に最も多い。

1類(20):表裏縄文の土器で、 1点だけである。 20は表裏とも LR原体の横位回転による縄

文が施される。胎土は綾密で繊維は含まなL、。
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2類(21"-'28):口縁部文様帯に撚糸や縄文の側面圧痕文と刺突文の施される土器である。口

縁部は27を除けば直立し、口唇部は21• 23・25・26のように内削ぎと、 24は「ηj状を呈してい

て、 27は平坦な口唇に指頭状の刺突が行われる。胎土は鍛密で、繊維をわずかに含んでいる。

ロ縁部の文様は、上端に細く短いスリットの入る21• 23、円形刺突の25がある。口縁には21• 

22のように撚糸文が横走し、その下にRL原体の側面庄撲が曲線的に施される。 23には結く浅

い沈繰開に、 24では斜走する R撚糸文間vこ車IJ突が行われる。 25~ 27には数条の撚糸文が施され

るo 26には「ハjの字状の制空が行btLるo 28には L厘体の{出荷圧壌が混巻~状Jこ諮き才1，それ

を取り菌むように降帯が付され、その上に短い刺突が施される。

3類(29'"'--'80):羽状縄文の施される土器である。

3 a類(29・35'"'--'59):繊維を多量に含む土器で、結束を持たない羽状縄文が施される。日縁部

は29では肥厚して山形状を皇している。羽状縄文は O段多条による 2段の原体で施される。

3 b 類 (30~34 • 79 • 80) :繊維の含有量は少なく、白色の砂粒を含み焼成が良好な土器である。

口縁部は直立し、上半で肥厚する。口容部は平坦かやや内削ぎである。羽状縄文は 3a類と同

じである。 79.80の羽状縄文は 2段正の撚りの結束第 l種である。

3 c類(60'"'--'78):繊維の舎有量が少なく、飴土は般密で砂質でこすると粉末が指に付着し、

婦色を呈している。口縁部は直立あるいはやや外反する程度である。口唇は内削ぎとなる60'"'--'

65や inJ状を呈する66---69がある。沼状縄文は結束のないLRとRL縄文によるもので、 60

では縦方向の羽状縄文が施される。

4類(81'"'--'101) :縄文の付される土器である。

4 a類(81'"'--'86) :前段皮撚のRL縄文の施される土器で、白色砂粒を胎土に含み、灰掲色を呈

する。 81からすると口縁部は直立肥厚し、口唇部は平坦である。

4 b類(87'"'--'91):羽状縄文の一種であるが、縄文の条が交差する ある。縄文はLRとR

Lの非結束で施される。胎土は繊維を含み、砂粒も多く含み器面はザラつく。

4 c類(92'"'-'94):縄文の結束部を多段に回転施文したもので、縄文原体は 2段のごく志郎、もの

を使用している。胎土は繊維を含むが極めて徴量で、むしろ砂粒を多く含み焼成は良好である 0

4 d類(95'"'--'97):押し引きによるものと似た文様の付される土器である。康体は明らかでない

がl幅3mmほどの工具によるものである。胎土には砂粒を含んでいて器面にザラつきがあるも

のの焼成は良好で、掲色を呈している 0

4 e 類 (98~101) :複節縄文の施される土器である。平坦な口唇部にも体部と同一原体の複節

縄文が回転施文される。胎土は凱目細かいが、焼成は不良で、全体に黄白色を呈している。縄

文はRLR原体による。

5類(102'"'--'147) :撚糸文の施される土器である。
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5 a類(102"-'108) :内面v;こ条痕の付されるもので、胎土に繊維と多量の砂粒を含むが焼成は極

めて良好である。 107では横走する撚糸文のよに、 2条の縦方向の撫で付けの痕跡が認められ

る。いづれも RJ京体による撚糸文である。

5 b類(110-----117):施される撚糸文は 4a類と変わらなし、が、胎土が抗日細かし繊維をわず

かに含むだけで、砂粒は含まず器面を撫でると粉末状になって付着する。掲色から灰黄色を呈

している。口綾部の形状は不明だが、 117は底部付近の破片であり、丸底を呈すると思われる。

6類(118"-'147) :網目状撚糸文の施される土器である。胎土@色調は 4b類と同じである。

6 a 類 (118~123)

るR原体による。

としない網目状撚糸文がほどこされたもので、撚糸文は太さの異な

6 b 類 (124~128 • 139~ 147) :整然、とした撚糸文の施される土器で、使用される原体は太さの

異なる R原体による。口縁部は直立するかやや外皮し、口唇は「η」状か平坦で内削ぎである。

6 c 類 (129~138) :口縁部と体部に網巨状撚糸文が施され、その間に半載竹管状の工具による

縦方向の沈線文帯がある。沈線文帯の上端には工具によって掻き上げられたような小さなコブ

が貼付され、一方の下端には「ハjの字状の刻み目がめぐる。口唇部は不明だが、口綾部は直

立かやや内傾して、コブの貼付される位置で一度「く j の字状に屈曲し、沈線文帯の部分では

直線的に内傾するのであろう。

7 類 (148~167) :組紐回転文が施される土器である。 162o 164を除いた他は全て同一個体で

ある。胎土にはわずかに繊維を含むが、鍛密で焼成も良好で、灰色を呈している。

口唇は平坦でやや内削ぎ、口縁部はほぼ直立し、体部上半ですぼみ、さらに緩く膨らみ丸底

の底部にいたるものと思われる。口縁部上端には細し、スリッ卜がめぐり、組紐は O段多条のR

L原体による。

II群土器(第80菌、図版25)

縄文時代中期後半の土器群で、数量的にも少なく、出土地点は S123周辺である。

体部文捺は沈線によって楕円あるいは縦位に区画され、磨消や沈線内に縄文が充填されるもの

である。口縁部には経帯の貼付される 168"-'171 、 172~174は外反する口縁部破片である。

沈線内の縄文は、 173づ78が充填縄文で他は磨消の行われれたものである。

III群土器(第81• 82図、図版25• 26) 

縄文時代晩期の上器を一括した。

1類(187• 188づ90):入組三叉文の擁される土器で、 3点とも鉢形土器の体部破片である。

2類(189• 191~201) :工字文の施される土器で、鉢形@壷形@高杯形土器がある。

鉢形土器には189のように外反する口縁から曲線的に底部にし、たる浅鉢形士器があり、全面

に工字文が描かれる。 191-._，195では外反する口縁部から顕部で「く Jの字状に屈曲い底部に
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いたる器形であろう。口縁は突起;伏の波状口縁をもち、文様帯は体部上半に限られる。 191で

は突起下で収束する沈線内に円形の束IJ突列があり、その下には LRの縄文帯がある。 192~'195

では頚部に工学文が施され、体部には単節縄文が付される。 196では平縁の口縁部か

のある体部上半、底部に一気にすぽまるもので、エ字文は体部上半に描かれる。

牽形土器197------200はも外反する口縁部から直線的に立ち上がる頚部、そして大きく張り出す

ら底部?とし、たる器形であろう。文様は口綾部に平行沈線、工字文は広い肩部に施される。

高杯形土器201は4単位の突起があり、外反する口縁から頭部で鋭く屈曲し、膨らみのある

体部上半から一気に脚部にすぽまる器形である。工字文の収束部は突起に対応する。

3類(202------208):外反する口縁から丸みのある体部上半にし、たる 202~205、口縁部の内湾す

る206などがある。口縁部は波状を呈する202• 203・205がある。し、ずれも単節縄文の体部と無

文の口縁部とは沈線で画される。 202の口唇部には刺突が行われ、 205 207の沈線には平行し

て列点文が施される。胎土には砂粒が多く含まれ、色調は黄白色を呈する。

N群土器(第83図、図版26)

弥生時代の土器を一括した。

1類(209• 210・224):鋸歯文の施される鉢形土器である。鋸歯文は 2ないし 3条の平行沈

線で描かれる。体部のよ半には平行沈線と平行して 1条の列点文の列がめぐる。さらに列点文

下には浅く短い刺突列が施される。体部にはLR縄文が施される。 209の内面にはハケ自があ

る。

2類(211~217) :沈線で山形状の文様が描かれる土器である。いずれも口縁部が直立ないし

は外反する鉢形土器の破片であろう。文様は口縁部に施され、 211~215では沈線のみ、 216.217

ではL撚糸文を地文としている。胎土は肌巨細かで、焼成も良い。

3 類 (218~223 • 225) :肥厚する口縁部に、 2本の平行沈線による「コCJ状の文様が施さ

れるものである。口唇部は InI状か平垣で、外反あるいは車立する口縁部から一度くびれれ

て外側に丸く張り出す鉢形土器である。口縁部以下の体部には218のようにL撚糸文が施され

るものもある。また225の体部tこにはL撚糸文を地文として曲線文が描かれる。

4 類 (226~228) :刺突の施される土器である。口縁部は直立し、平坦な口唇部には一条の沈

線が引かれる。口縁部にはL撚糸文を地文として数条の平行沈線があり、その沈線開に 2列の

刺突列がめぐる。胎土、焼成とも良好で黒色を呈している。

5 類 (229~234) : 1段の縄の側面圧痕が施される土器である。 229• 230は緩い波状を呈する

口縁部で、 L撚糸文の地文の上下を一条の側面圧痕が施される。 231~233には側面庄痕によっ

て「八jの字状に文様が描かれる。
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2.石器

遺構外から出土した石器には、長IJ片石器翁磯石器 a 石製品など200点ほどで、その飽ブレイ

ク e チップなどがある。出土地点は土器の出土範囲とほぼ重なり、調査区の中央部から北西側

にかけてで、 II層を中心に I層からも出土している。

石鍍(第84図、図版27)

基部の形状から 3分類した。

I類(S4 ~ S 11) :基部の直線的な石鍛である。 S4 • S 5は長さ 2cmvこも満たなし、小さ

いものである。 S4は 1側縁が曲線的で、両面に平坦剥離を行うが器体中央部まで達しておら

ず先行剥離面を残している。 S5は側縁と基部に浅い剥離を行い、両面に先行剥離簡を広く残

している。 S6 • S 7は形態が正三角形を呈して、両面に平埋剥離を行うが主要剥離面を残す。

S 8~S l1は形状が二等辺三角形を呈していて、 S 8は了箪な平坦剥離が両面に行われるが、

S 9では両国に広く先行剥離面を残す。 S10・S11は細身の石鍛で両面の平坦剥離が顕著であ

る。 S21は先端部から一度中央部で張り出す形態であるが、基部は平坦である。

II類(S12~ S 19) :基部が湾曲していて、いわゆる凸式の石鎮である。

S 12~ S 15 • S 18の基部は緩やかな弧を描き、基部の両端は角状に突出する。いずれも両面

に平坦剥離が了寧で先行剥離面は残さない。

S 16~ S 19は基部の扶り込みが深く両脚を有する石錬で、これも先行剥離面を残さないo

III類(S20) :茎部を設ける石簸で、いわゆる凹式である。 S20は両面調整されたもので、

部の一部にほんのわずかであるがアスフアルトが認められる。

石槍(S 24~ S 27) : S 26を除く 3点は断面の厚い石槍である。 S24・S25・S27は両面に 2

次加工を行うが、 S25では両面に広い先行剥離面が、 S27の背面には節理面が残る。 S26は先

端部の主要剥離面の両側縁に細かな剥離が施される。

石錐(S 28. S 29) : S 28は縦長剥片の一端に錐部を設けるもので、南側縁に剥離が行われ、

打面も除去される。 S29は素材剥片の形状を変えることなく、剥片の一端に錐部を設けたもの

である。

石箆(第85・87園、図版27・28)

I類(S30 • S 45 • S 47) 

両面調整されたものである。

S30は短冊形に似た形態、で、刃部は主要剥離面の先行剥離蔀と背面の細かな 2次調整によっ

て直線的に作り出される。 S45 • S 47の刃部は両面からの剥離によって丸く作出される。

II類

半両面調整のものである。
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